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外観写真 

車台番号打刻位置 

総説外観写真、車台番号打刻位置、原動機型式打刻位置 

原動機型式打刻位置 

営 業 呼 称 XT400Eアルテイシア 

通 称 名 XT400Eアルテイシア 

車 名 • 型 式 ヤマノ、• 4DW 

エ 場 呼 称 XT400AJ1 

機 種 コ ー ド 4DW1 

指 定 番 号 6838 

原 動 機 型 式 5Y7 

車台打刻開始番号 4DW-092101〜 

全 長 2225mm 

全 幅 830mm 

王 晶 1240mm 

総 排 気 量 399cm 

車 両 皇 星 172kg 

カ ラ ー リ ン グ ファラヴェーフソレー 
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外観四面図 

外観四面図 

側面図 

上面図 

総説 

(全幅) 

単位mm 

前面図 後面図 



総説 性能曲線図 

性能曲線図 

エンジン性能曲線図 

(kg-m) 

率 
X100 

( g r / p s / h ) 

2 3^ 4 5 6 7 8 
エンジン回転数Xl ,000( rp .m. ) 

走行性能曲線図 

20 40 60 80 100 120 140 160 
車速(km/h) 

最 高 出 力 = 3 1 PS/7000r. p. m 
最大卜 ノレク=3. 3kg • m/6000r. p. m 

1次減速比= 7 6 / 3 0 
2次減速比= 4 5 / 1 5 

2. 533 
3.000 

変速機変速比 

1速 = 3 1 / 1 2 ： 2. 583 

2 速 = 2 7 / 1 7 ： 1. 588 

3 速 = 2 4 / 2 0 ： 1. 200 

4 速 = 2 1 / 2 2 ： 0. 954 

5 速 = 1 9 / 2 4 ： 0. 791 

タイヤサイズ 

=90/90-21 54S 
ヤ = 120/90-17 64S 
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整備上の注意事項(1)総説 

整備上の注意事項(1) 
1.洗車 

車 体 、 エ ン ジ ン の 泥 、 ほ こ り 等 を よ く 落 し 、 

作 業 中 内 部 に 混 入 し な い 様 に す る こ と 。 

參 清 掃 は 柔 ら か い 布 か ス ポ ン ジ を 使 用 し て 、 

水 ま た は 中 性 洗 剤 を 使 用 し て 水 で 洗 う こ と ( 

參 洗 車 時 は サ イ レ ン サ テ ー ル パ イ プ 部 に 栓 等 

をしてから行うこと。 

2.レーシングスタンド 

① エ ン ジ ン を 始 動 し て 後 輪 を 回 転 さ せ な い こ と 。 

② レ 一 シ ン グ ス タ ン ド 使 用 中 は 乗 車 し な い こ と 。 

ス タ ン ド の 変 形 、 破 損 の 原 因 と な り ま す 。 

3.火気厳禁 

整 備 工 場 に は 火 気 を 絶 対 に 近 づ け な い こ と 。 

4.正しい工具 

部 品 に 損 傷 を 与 え な い 様 に 、 特 殊 工 具 の 必 要 

な 箇 所 の 作 業 に は 必 ず 特 殊 工 具 を 使 用 す る 。 

ま た 適 切 な 工 具 と 計 器 に 依 る 適 正 な 作 業 を 実 

施すること。（スパナ等は出来るだけ避け、メ 

ガ ネ 、 ボ ッ ク ス レ ン チ 等 を 使 用 す る こ と 0 ) 

5.消耗部品 

ガスケット（パッキン）、Oリング、コッタピン、 

サ ー ク リ ッ プ 、 ロ ッ ク ワ ッ シ ャ 等 は 新 品 と 交 

換すること。 

6.純正部品 

使 用 す る 部 品 や 油 脂 類 は 必 ず ヤ マ ハ 純 正 部 品 、 

及 び 推 奨 品 を 使 用 し 、 他 の も の は 使 用 し な い 

こと 



バッテリーを水平な/ 
所に置き「封ロシ-‘1 

ル」を取除く c 

封 • シ ー ル 

6ヶ所それそれから泡が出�
ていることを確認し、その�
ままの状態で20分間以上放�
置してください。�

注 

充•このバッテリーは密閉式です。密封栓は充電時でも外さないで下さい。 

« •補水は絶対しないで、充電時は〗2Vで下記電流と時間を守って下さい。 

^ [標準： 0 . 9 A X 5 時間又は急速： 4 A X 〗 時間 j 

ツ 

U 

I 
の 
取 
扱 

このバッテリーは 1 2 V 用で液量点検及び補水不要な密朗式です。次の点に特にご 

注意下さい。 

拳充電時等いかなる場合においても密封栓は絶対に外さないで下さい。 

(密封栓を外さないかわりにガス排気弁を設けてあります） 

參充電状睢の点検は、デジタルボルトメーターを用い電圧測定により行なって下 

さい。（規定電圧：12.8V以上） 

參この電池は密閉タイブバッテリ一装着車以外には使用しないで下さい。 

バッテリーは引火性ガスを発生しますので、�

取极いを誤ると爆発ゃ大けがをすることがあ�

り•ます�

充鼋時等に必ず守っていただきたいこと�

鲁火氕厳»=ショートゃスバークをさせたり、�

タバコ等の火気は危»(爆発）�

眷バツテリー液（希《酸）に-;主意=皮膚、目、�

j^T]眷皮虜、衣*についたときは直ちに多量の水�

急で ;先う：�

|子|拳目に入ったときは直ちに多•の水で充分に�

I当丨洗い.s wの治痛を受ける：�

D A N G E R 
子供の手の届く所に•かないでください。�

KEEP SPARKS. FIAME. CICANETTES AWAT 
E10IEIE2 IES ETIICEllES. FIAMME. CIGARETTES 

注 意 j 電 解 液 は 必 ず バ ッ テ リ メ ー カ ー の 指 定 す _ 私 I 
る も の を 使 用 す る こ と 

YTX9(L)-BS 用 
- 注 液 方 法 

注港に際しては、反対側の電解液 

取扱説明書を必ずお読み下さい 

-取扱い上の注意�

.この霣解法は、 [医蓁用外溺物1 

で あ る m a n で ？ : ^ 

•この霣解港をバンテリに注入するとき 

は、皮膚についたり、Bに入ったりしな 

いよう+分-;主意して下さい 

•もし皮膚や衣服についたときは、直ちに�

水;先後石けんでよく洗い流して下さい 

•万一_に入ったときは.直ちに流水で十 

分に法い>1し医»の治療をうけて下さい 

•バフテリに-;主入し.容器に霄解瀋が残っ 

たとき(付麵分も含む)は、畫炭酸ナトリ 

ウム(•»を泡の出なくなるまで入れて 

から、多量の水で薄めてすてて下さい. 

•内容物が飛敞.«出しないよう十分•；主意�

して保管して下さい： 

万一盗•にあったときは，直ちに警察署�

に届出て下さい： 

注 意 

この電解液は、YTX9(L)-BS 
形以外に使用しないで下�

さい。�

壳店の*褐にー�

•、ない店鶬で�

は .この壳してはいけません。�

従って無登a店では.電解灌をバッテリに�

注入して.渚入充電潘バッテリにしてから�

しT下さい�

きけん 

〖 兆 地 株 式 会 社 

医薬用外劇物I 

希 硫 酸 

2 電 解 液 の 用 意 

ビニール袋より取り出し�
カバー兼密封栓，�
(電池のフタt, 
使用する）を�

注意：シール部をはがした�
り、鋭利な物で穴を�
あけないでください�

電池への注液 

電解液容器を逆�
さにし、6ヶ所の�
シール部を注液�
ロに垂直に当て，�
てシールを破る�
様、1度に強く押f 
し込んでくださ(I 
い。6ヶ所より泡ユ�
が出て注液が始\ 
ま り ま す 。 \ 
注意：電解液容器を斜めに�

押し込むと注液出来�
t jいことがあります。�

X 

/Hj:コ~rm 

注意：もし、泡の出ていな�
い所があれば（容器�
は取外さない）容器�
の底を軽く�2〜3度た�
たいてください。�
泡が出て、;�出来ます。�

w 

注液完了の確認と 
液容器の取外し 
注液が完全に行なわれたか�
確認し、液が残っていたら�
上記同様たたいて入れてく�
ださい。注液が完了したらく�
_を静かに抜いてくださいr 
密封栓の取付け 

カバー兼密封栓を注液ロへ�
完全にはめ込む。（密封栓が�
バッテリー上面と同じ高さ�
になるまで）�

密封栓 (電解液容器 

カ バ ー を 使 用 ） _ 

両手で水平に押し込む 

以後は密封栓を外し、補水補 
液を撤才にしないでください。�

電解液の注液方法 

お願い 
•必ずバッテリ一を車両から降して注液してください�
•バッテリーと同一形式か確認しご使用ください。�

電池の用意 4 注 液 の 確 認 

整備上の注意事項(1)総説 

7 • ワ ッ ク ス 

プラスチック部品や樹脂塗装部品はコンパゥ 

ンド入りの自動車用ヮックスを使用すると変 

色、色落ちします。 

コンノ、。ウンドの入っていないヤマノ、系屯正ワッ�

ク ス （ ユ ニ コ ン カ ー ク リ 一 ム ） を 使 用 す る こ と 。�

8 . 密 閉 タ イ プ バ ッ テ リ の 取 扱 い 

( Y U A S A 製ノ く ッ テ リ を 説 明 し て い ま す
0
) 
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整備上の注意事項 ( 1 )総説^ ^ 

9•ケガ、やけど 

整 備 中 、 ケ ガ を し な い 様 、 ま た エ ン ジ ン 、 エ 

キ パ イ 、 マ フ ラ 等 で 火 傷 す る 事 の な い 様 に 、 

十 分 注 意 し て 作 業 す る こ と 。 

10.分解、組立て上の注意 

① 分 解 を 行 な う 場 合 、 必 要 な 部 品 に つ い て は 分 

解 中 に 点 検 、 測 定 を し て そ の 記 録 を 残 し 組 付 

け時の参考とする。 

② 各 部 品 を 混 同 、 紛 失 し な い 様 に 、 各 セ ク シ ョ 

ン毎に整理する。 

③ エ ン ジ ン 、 ミ ッ シ ョ ン 部 品 は 、 分 解 後 洗 油 で 

洗浄し、エアで、吹くこと。 

④ 組 立 は 、 各 部 品 の 修 正 結 果 お よ び 分 解 前 の デ 

— 夕 を 確 認 し な が ら 作 業 を 進 め る 。 

⑤ 組 付 け 中 の 各 部 品 に ほ こ り や 異 物 が 付 着 し な 

いようにする。 

⑥ 各 セ ク シ ョ ン 毎 に 、 作 動 を 確 認 し 、 組 付 け て 

行く。 

⑦ 摺 動 部 分 に は 、 オ イ ル を 塗 布 す る 。 

⑧ 規 定 の 締 付 ト ル ク を 守 る こ と 。 

⑨ 作 業 を 2 人 で す る 場 合 は 、 相 互 の 連 絡 を 密 に 

する。 



整備上の注意事項(1)総説 

整備上の注意事項(2) 
ベアリングの組付け方 

• ベ ア リ ン グ の 組 付 け 方 向 は メ ー カ ー 印 、 サ 

イズ記号の記入されている面を組付fflij(外側） 

に向けて組付けます。 

•ベアリングをケースに打込む日寺はアウ夕レ 

ー ス に 力 を 加 え て 平 行 に 打 込 み ま す 。 

•ベアリングをアクスル（軸）に打込む時はイ 

ンナレースに力を加えて平行に打込みます。 

オイルシールの組付け方 

• オ イ ル シ ー ル の 組 付 け 方 向 は 主 リ ッ プ を 油 

室側（シ一ルする対象側）に向けて組付けま 

す。 

•才イルシールリップ咅ロに必ずグリースをう 

す く 均 一 に 塗 布 し て 組 付 け ま す 。 

サークリップの組付け方 

• サ ー ク リ ッ プ の 組 付 け 方 向 は サ ー ク リ ッ プ 

の 面 取 り 側 を 内 側 に 向 け て 組 付 け ま す 。 

• サ ー ク リ ッ プ を 必 要 以 上 に 広 げ な い こ と 。 

• サ ー ク リ ッ プ の 合 口 を ス プ ラ イ ン の 中 心 に 合 

わせて組付けます。 

グリース 

スプリング 

才イル 



特殊工具•機器 総説^Hfe 
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クランクセッティングポッ卜 9 0 8 9 0 - 0 1 2 7 4 

クランクセツテインクポットスペーサ 9 0 8 9 0 - 0 4 0 8 1 

：ッテイングボル卜90890-01275 

1 総 説 特 殊 工 具 • 機 器 

名 

シーブホルダ 9 0 8 9 0 - 0 1 7 0 1 

© 

使 用 方 法 例 備 考 

© 

クランクケースセノヽ°レーティングツール90890-01135 



〃ティングアダプタ90890-04059 

ェキゾ一ス卜リング &ステアリングナツ卜レンチ 

90890-01268 

①フォークシリンダコンプリ一卜ハンドル 9 0 8 9 0 - 0 1 3 2 6 

②ハンドルアダプタ 90890-01328 

フロン卜フォークオイルシールドライバ90890-01442 

ステアリングナツ卜ホルダ 9 0 8 9 0 - 0 1 3 8 5 

特殊工具•機器総説 



1 総 説 特 殊 工 具 • 機 器 

名 

シリンダカップインストラセッ卜 9 0 8 9 0 - 0 1 9 9 6 

使 用 方 法 例 備 考 

M 

フユエルレベルゲージ 9 0 8 9 0 - 0 1 3 1 2 

ポケッ卜テスタ 90890-03112 

温度プローブ付ポケッ卜テスタ 9 0 8 9 0 - 0 3 1 3 2 

エンジンタコメータ 9 0 8 9 0 - 0 3 1 1 3 

コンブレツションゲージ 9 0 8 9 0 - 0 3 0 8 1 



1総説特殊工具•機器 総説 

名 称 使 用 方 法 例 備 考 

i 

丄:C彳 

o 

コイルテスタ 9 0 8 9 0 - 0 3 0 3 5 

バキュームゲージ 9 0 8 9 0 - 0 3 0 9 4 

フライホイ一ルプ一ラアタッチメント90890-04063 



総説 
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サービス 0 9 
テ 一 夕 r l 

サービスデータ編 



サービス 

デ ー タ r i 主要デ一タ 

主要データ 
このデ—夕は、日常の点検、調整等で使用頻度の高いものを抽出しました。 

このデ一夕以外は本文中のデ一夕または仕様諸元を参照ください。 

エンジンオイル量 

通 常 交 換 時 2 5 0 0 c n f 

才イルクリーナエレメント交換時 2 6 0 0 c i r f 

才 一 バ ホ 一 ル 時 2 7 0 0 c m 3 

バルブクリアランス 

標準バルブクリアランス 

(冷間時） 

I N 0 . 0 5 — 0 . 1 0 m m 標準バルブクリアランス 

(冷間時） E X 0 . 1 2 — 0 . 1 7 m m 

フユエルタンク容畺 

全 容 量 1 3 i 

予 備 容 量 2 i 

キャブレタ 

型 式 Y 2 6 P V 

ベ ン チ ユ リ 口 径 
プライマリ セ力ンダリ 

ベ ン チ ユ リ 口 径 
• 2 6 相当 <f> 2 8 相当 

メ イ ン シ エ ツ 卜 # 1 0 8 # 9 6 

ン エ ツ ト ニ ー 广フレ # 5 D 9 0 # 5 Y 1 5 

ク リ ッ プ 段 数 K 

フ ユ エ ル レ ベ ル 8 〜 1 0 _ ( H 寸 法 2 6 〜 2 8 _ ) 

ア イ ド リ ン グ 回 転 数 1 3 0 0 r p m 

フロントブレーキ 

ブレーキレバーの遊び Z 〜 o m m 

デ イ ス ク の 厚 さ 呼.omm 

リヤブレーキ 

ブレーキペダル取付高さ 1 5 m m 

デ イ ス ク の 厚 さ o . Omm 

フロン卜フォーク 

オ イ ル 量 5 3 8 c n f 

オ イ ル レ ベ ル 1 5 5 m m (最圧時） 

フォークスプリング自由長 4 7 8 m m 

ドライブチェン 

た わ み 量 3 0 〜 4 0 m m 

サ イ ズ 5 2 0 V 2 

駒 数 1 0 6 

1次減速歯数•比 

歯 数 7 6 / 3 0 

減 速 比 2 . 5 3 3 

2 次減速歯数 •比 

fe 数 4 5 / 1 5 

減 速 比 3 . 0 0 0 

タイヤ空気圧 

1 名 乗 車 
前 1 . 5 0 k g / c n f 

1 名 乗 車 
後 1 . 5 0 k g / c n f 

高速走行（1名） 
前 1 . 5 0 k g / c n f 

高速走行（1名） 
後 2 . 0 0 k g / c n f 

2 名 乗 車 
肯丨J 1 . 5 0 k g / c n f 

2 名 乗 車 
後 2 . O O k g / c n f 

タイヤサイズ 

前 9 0 / 9 0 - 2 1 5 4 S 

後 1 2 0 / 9 0 - 1 7 6 4 S 

スパークプラグ 

型 式 

DR7EA 
DR8EA 
X22ESR-U 
X24ESR-U 

DPR7EA-9 

型 式 

DR7EA 
DR8EA 
X22ESR-U 
X24ESR-U 

mmmmmi 
型 式 

DR7EA 
DR8EA 
X22ESR-U 
X24ESR-U 

X22EPR-U9 
X24EPR-U9 

プ ラ グ ギ ャ ッ プ 0 . 6 〜 0 . 7mm 0 . 8 〜 0 . 9mm 

バッテリ 

型 式 Y T X 9 - B S 

容 量 1 2 V 8 A H 

イグニッシヨンコイル抵抗値 

1 次 コ イ ル 3 . 4 〜 4 . 6 n 

2 次 コ イ ル 1 0 . 4 〜 1 5 . 6 K H 

A . Cゼネレータ 

ビッグアップコイル抵抗値 1 8 4 〜 2 7 6 0 (青/黄-緑/白） 

ステ一夕コイル抵抗値 0 . 5 2 〜 0 . 78CI ( 白 - 白 ） 

充 電 電 圧 値 1 4 . 3 〜 1 5 . 3 V 

灯 火 

へ ッ ド ラ ン プ 1 2 V 6 0 / 5 5 W (ノヽ  ロゲン） 

ストップ/テールランプ 1 2 V 2 1 / 5 W 

フ ラ ッ シ ャ ラ ン プ 1 2 V 2 3 W X 4 

ヒューズ 

メ イ ン 2 0 A 

_ _ _ _ _ 印 は 工 場 の 出 荷 時 の 装 着 プ ラ グ で す C 

2-1 



サービス 

仕様諸元 デ ー タ r t 

仕様諸元 

営 業 呼 称 
XT400E 

アルテイシア 

車 名 • 型 式 ヤマノ、• 4 D W 

機 種 コ _ K 番 ロ 4DW1 

指 定 番 6838 

車 台 打 刻 開 始 番 ロ 4DW-092101〜 

原 動 機 打 刻 型 式 5Y7 

発 7C 年 • 月 1991年8月 

全 長 2225mm 

寸 
全 830mm 

全 1240圓�

シ - 卜� 860mm 

法 
軸 間 距 離 1445mm 

取� 低 地 上 240mm 

乾 燥 重 里� 155kg 

重 
車 重 

• 
172kg 

分 布 重 
• 

前 幸W 78kg 
分 布 重 

• 

後 fS 94kg 

車 両 総 重 里� 282kg 

量 
分 布 皇 里�

前 幸ffl 104kg 
分 布 皇 里�

後 幸ffl 178kg 

乗 車 定 員 2 名 

性 
定 地 燃 費 52km/jg (50km/h) 

取� 小 回 転 ； 半 径 2200圓�

能 
制 動 停 止 • 距 離 14m(50km/h) 

原 動 機 種 類 4サイクルガソリン 

原 
筒 数 配 列 単気筒横置 

総 排 3<1 里� 399cm 

動 

内 径 X 行 程 87.0mm X 67.2mm 
動 

圧 縮 比 9.2 

圧 縮 圧 力 
12.0kg/cm-300rpm 

限度 9.6kg/cm-300rpm 

機 
取� 出 力 31 PS/7000rpm 

取� 大 卜� ル ク 3.3kg-m/6000rpm 

エ ァ ク リ - •ナ “ 形 式 乾式不織布 

原 
ク ラ、ニ / チ 形 式 湿式多板 

動 

ミ、 ソシヨン •チ エンシ万式 常時かみ合い式 

動 

始 動 方 式 セル式 

機 
点 火 方 式 フルトランジスタ点火 

潤 滑 方 式 ドライサンプ 

フ レ - - 厶 型 式 ダイヤモンド 

キ ヤ ス タ 27°45' 

車 
レ ー ル 116mm 

ハ ン ド ル 切 れ 角 左右各48° 

フ ュ エ ル タ ン ク 容 量 13 £ ( 予 镛 2 必 ) 

ブ 1 ノ 一 キ 形 式 

前 油圧式ディスクブレーキ 

ブ レ _ キ 形 式 

後 油圧式ディスクブレーキ 

懸 架 方 式 

前 テレスコピック 

懸 架 方 式 

後 スイングア一厶 

緩 衝 方 式 
刖 

オ イ ル ダ ン パ 、 エ ア 、 

コ イ ル ス プ リ ン グ 
緩 衝 方 式 

後 
ガス、オイルダンパ、 

コイルスプリング 

タ イ ヤ サ イ ズ 

前 
90/90-21 54S 
(チューブ有） 

タ イ ヤ サ イ ズ 

後 
120/90-17 64S 
(チューブ有） 

体 プリデストン TW41 

指 定 タ イ ヤ 

前 
ダンロップ 

卜レールマックス 

90/90-21 54S 
指 定 タ イ ヤ 

プリデストン TW42B 
後 

ダンロップ 
卜レールマックス 

120/90-17 64S 

構 造 組立式 

ク 大 端 部 軸 受 種 類 ニ 一 ド ル ベ ア リ ン グ 

ラ クランクシャフ卜組立標準値 単位：mm 

h^ H 
7 4 . 9 5�〜75 . 0 0�圓�

定地燃費(運輸省届出値）は定められた試験条件のもとでの値です。 

従って走行時の気象、道路、車両、整備などの諸条件によって異なります。 2-2 



サービス 

7 • — タ n 
仕様諸元 

ピ 
オ ー バ サ ィ ズ n 87.50mm N 88. Omm 

ス 
ビ ス ト ン ク リ ア ラ ン ス 0.045〜 0.065mm 

ビス卜ンピン 標 準 値 20.004〜 22.015mm 

卜 
孔 内 径 使用限度 20.045mm 

ン 
ビ ス ト ン 外 径 （ S T D ) 86.945〜 86.965mm 

組 付 方 向 矢印排気 

ピピ 

ス 
ビス卜ンピン 標 準 値 19.995〜 20.000mm 

卜 
外 径 使用限度 19.975圓 

TOP バレル 

ピ 形 状 2nd テ--パ 

ス 

オイル 組合せ 

ス 
TOP 0.30 〜 0.50mm 

卜 合 ロ 隙 間 2nd 0.30 〜 0.50mm 

ン 

オイル 0.2〜 0.9mm 
ン 

合口隙間使用限度 

TOP 1.0mm 

U 
合口隙間使用限度 

2nd 1.0mm 

ン サイドクリアランス 

TOP 0.04 〜 0.08mm 
ン サイドクリアランス 

2nd 0. 03 〜 0.07mm 

グ サイドクリアランス TOP 0.15mm 

使 用 限 度 2nd 0.15mm 

シシ 

リン 

ダ 
ンへ 

シリンダへッド歪み限度 0. 03mm シシ 

リン 

ダ 
ンへ 

シ リ ン ダ 歪 み 限 度 0. 03mm 

シシ 

リン 

ダ 
ンへ 

シ リ ン ダ 標 準 値 87.00〜 87.02mm 

ダド 内径（ S T D ) 使用限度 87.10mm 

クラッチレバー先端部の遊び 10〜 15mm 

ク 

ク ラ ッ チ 

プ レ ー 卜 

枚 数 7枚 

ラ 

ク ラ ッ チ 

プ レ ー 卜 

標準厚さ 1.2mm 
ク ラ ッ チ 

プ レ ー 卜 

歪み限度 0.2mm 

ツ 

フリクション 

プ レ ー 卜 

枚 数 8枚 

チ 

フリクション 

プ レ ー 卜 

標準厚さ 
2.72 〜2.88 圓 X 6 

2.94 〜 3 . 0 6 ^ X 2 

フリクション 

プ レ ー 卜 

使用限度 
2.6mm 
2.8mm 

ク 

ッ 

チ 

ク ラ ッ チ 

ス プ リ ン グ 

本 数 5 本 
ク 

ッ 

チ 

ク ラ ッ チ 

ス プ リ ン グ 

自 由 長 40.1 mm 

ク 

ッ 

チ 

ク ラ ッ チ 

ス プ リ ン グ 

使用限度 38.1mm 

エ 

才 
ィ 

ル 

推 奨 オ イ ル 
ヤマハ4サイクルオイル 

エ フ i ロG.Z .X エ 

才 
ィ 

ル 

オ イ ル 量 

定期交換 2500cm 

エ 

才 
ィ 

ル 

オ イ ル 量 
オイルエレメント 

交 換 時 
2600cm 

エ 

才 
ィ 

ル 

オ イ ル 量 

オーバホール時 2700cm 

動 

弁 

機 

構 

バルブクリアランス 

( 冷 間 ） 

IN 0.05 〜0.1 Omm 

動 

弁 

機 

構 

バルブクリアランス 

( 冷 間 ） EX 0.12〜0.17mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブステ厶 

外 径 

IN 
標 準 値 6.975〜6.990mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブステ厶 

外 径 

IN 
使用限度 6.950mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブステ厶 

外 径 
EX 

標 準 値 6.955〜6.970mm 動 

弁 

機 

構 

バルブステ厶 

外 径 
EX 

使用限度 6.910mm 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ ス テ ム 曲 り 限 度 0.01mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブガイド 

内 径 

IN 
標 準 値 7.000〜7.012mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブガイド 

内 径 

IN 
使用限度 7.040mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブガイド 

内 径 
EX 

標 準 値 7. 000〜7.012mm 

動 

弁 

機 

構 

バルブガイド 

内 径 
EX 

使用限度 7.040mm 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ 

スプリング 

インナ 

自 由 長 40.1 mm 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ 

スプリング 

インナ 

使用限度 34. 2mm 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ 

スプリング 

アウタ 

自 由 長 43.8mm 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ 

スプリング 

アウタ 

使用限度 37.6mm 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ ス プ リ ン グ 

た お れ 角 使 用 限 度 

IN 2.5°(又は1.7mm) 

動 

弁 

機 

構 

バ ル ブ ス プ リ ン グ 

た お れ 角 使 用 限 度 EX 2.5°(又は1.7mm) 

動 

弁 

機 

構 

カムの高さ IN 
I 
A 

標 準 値 36.47〜36,57mm 

動 

弁 

機 

構 

カムの高さ IN 
I 
A 使用限度 36.42mm 

動 

弁 

機 

構 a i 
IN 
I 
B 

標 準 値 30.06〜30.16mm 

動 

弁 

機 

構 a i 
IN 
I 
B 使用限度 30.01mm 

動 

弁 

機 

構 

EX 
I 
A 

標 準 値 36.62〜36.72隱 

動 

弁 

機 

構 

EX 
I 
A 使用限度 36.57mm 

動 

弁 

機 

構 

EX 
I 

B 

標 準 値 30.11〜30.21mm 

動 

弁 

機 

構 

EX 
I 

B 使用限度 30.06mm 
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サービス / K C 
仕様諸元 デ ー タ 尸 / 

カムチェン 

型 式 75-010 ドチ 
た わ み 量 30〜 40mm 

動 
カムチェン 

駒 数 126 
イエ 

ブン 
1 0 リ ン ク 伸 び 使 用 限 度 150.1 mm 

弁 
バルブシー卜修正 可 型 式 Y26PV 

バ ル ブ 当り巾標準値 1.0〜 1.2mm 刻 印 4DW00 

機 
当 り 巾 限 度 1.8itiiti ベ ン チ ュ リ 径 

プライマリ セカンダリ 
当 り 巾 限 度 1.8itiiti 

キ 

ベ ン チ ュ リ 径 
於26相当 於28相当 

構 
最大リフト 

IN 8.5mm 
キ 

メ イ ン ジ ェ ッ 卜 #108 #96 
最大リフト 

EX 8.5mm メ イ ン ノ ズ ル . 2 . 600 令 2.590 

弁ポ 

又1 

は卜 

開 

閉 

時 

期 

吸 

開 き BTDC32° ジ ェ ッ 卜 ニ - ド ル #5D90 #5Y15 弁ポ 

又1 

は卜 

開 

閉 

時 

期 

吸 

閉 じ ABDC626 
ヤ 

ク リ ッ プ 段 数 % % 

弁ポ 

又1 

は卜 

開 

閉 

時 

期 

排 3H, 
開 き BBDC68° メ イ ン エ ア ジ ェ ッ 卜 於1.0 於1.0 

弁ポ 

又1 

は卜 

開 

閉 

時 

期 

排 3H, 
閉 じ ATDC26° 

ブ 

パイロットスクリュ戻し回数 3 

ロータハウジング 

端面とロータ端面 

の す き 間 

標 準 値 0.03 〜 0.08mm 
ブ 

パ イ ロ ッ 卜 ジ ェ ッ ト #48 

卜 
• 

ロータハウジング 

端面とロータ端面 

の す き 間 使用限度 0.15mm パイロッ卜エアジェッ卜 1.0 

コ 

イ 
ァウタロータと 

ロータハウジング 

の す き 間 

標 準 値 0.03 〜 0.08mm 
I . 

ス タ ー タ 

GS1 #76 
K 
ポ 

ァウタロータと 

ロータハウジング 

の す き 間 使用限度 0.15mm 
レ 

シ エ ッ 卜 

GS1 #76 

ン 
インナロータと 

アウタロータの 

す き 間 

標 準 値 0.12mm フ ュ エ フ レ レ ベ ル 8〜10mm 
プ 

インナロータと 

アウタロータの 

す き 間 

標 準 値 0.12mm 
簡 易 油 面 （ I H 寸 法 T 1 26〜 28mm インナロータと 

アウタロータの 

す き 間 使用限度 0.15mm 
タ 

ア イ ド リ ン グ 回 転 数 1300rpm 

歯 数 76/30 

タ 

アイドリング時ブ一ス卜圧 205酬 Hg 

1 次 減 速 標 準 C 0 濃 度 3.5〜 4.5% 1 次 減 速 標 準 C 0 濃 度 3.5〜 4.5% 

減 比 2.533 
スロッ卜ルケ一ブルの遊び 3 〜 5mm 

1 速 31/12 2.583 フ ホ イ ー ル 卜 ラ ベ ル 225隱 

2 速 27/17 1.588 • ォ ィ ル 量 538cm 

速 

減 速 歯 数 • 比 3 速 24/20 1.200 ン オ イ ル レ ベ ル 155圓（最圧時） 

速 

4 速 21/22 0.954 卜 指 定 ォ イ ル 
ヤマハサスペンションオイル 

G10 

5 速 19/24 0.791 フ イ ’ ン ナ チ ュ 一 ブ 径 i> 4l mm 

歯 数 45/15 才 インナチューブ曲り限度 0.2mm 

2 次 減 速 
1 

フ ォ ー ク 自 由 長 4/8itiiti 
比 

2 次 減 速 1 フ ォ ー ク 自 由 長 4/8itiiti 

比 3.000 
ク ス プ リ ン グ 使用限度 470mm 

メ イ ン ア ク ス ル 組 立 巾 90.4 〜 90.6mm 
スベ、 

上 
HI-CAP 

ドチ 
規 格 520V2 テア 

アリ 

上 32005JR-R 

イエ 
メ _ 力 _ 大同工業 

リン 
ング 

下 HI-CAP 
ブン 

駒 数 106 
グ 

下 
32006JRRS 
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サービス 

テ ー タ ルy 仕様諸元 

フ 
ホイールアクスルの曲り限度 0.25 隱 

• リ 厶 の 振 れ 限 度 2mm 

ン 

リ 厶 サ ィ ズ 21X1.85 

ン 

フ ブレーキレバ--先端部遊び 2 〜5mm 

卜 P ディ スクの振れ限度 0.5mm 

ホ 
ン デ ィ ス ク 標 準 値 4.5mm 

ホ 

卜 の 厚 さ 使用限度 4. Omm 

イ ブ パ ッ K 標 準 値 6. Omm 

1 
レ の 厚 さ 使用限度 1.Omm 

1 

ル 

1 

キ 

指定ブレーキフル一ド 

ヤマハ純正 

ブレーキフル一ド 

DOT # 4 

U 
ホイールアクスルの曲り限度 0.25mm 

U 厶 の 振 れ 限 度 2mm 

ヤ 
リ 厶 サ ィ ズ 17XMT2.50 

ホ 

U 
ブ レ ー キ 

ぺ ダ ル 

取付高さ 15mm 

ャ 
ディスクの振れ限度 0.5mm 

イ ブ 
デ ィ ス ク 標 準 値 5.0mm 

の 厚 さ 使用限度 4.5mm 

1 
レ 

パ ッ K 標 準 値 6.0mm 

1 
の 厚 さ 使用限度 0.8mm 

ル 

キ 
指定ブレーキフル一ド 

ヤマハ純正 

ブレーキフル一ド 

D O T # 4 

リクョ 

ツン 

ヤシ 

ホ イ 一 ル 卜 ラ ベ ル 200mm 

1 名 乗 車 

刖 1.50kg/cm 

タ ifo 1 名 乗 車 

後 1.50kg/cm 

3<1 

咼速走 1 了 前 1.50kg/cm 
つ 3<1 

( 1名乗車） 後 2. OOkg/cm 

ヤ 圧 
2 名 乗 車 

前 1.50kg/cm 
2 名 乗 車 

後 2. OOkg/cm 

タ 

残 溝 使 用 限 度 

— 70X 0.8mm 

ヤ 

残 溝 使 用 限 度 

速 1.6mm 

バ 
型 式 YTX9-BS 

メ 一� 力 一� ユアサ電池 

ツ 
容 量 12V8AH 

テ 
充 m 电� 流 

標準 0 . 9 A X 5 時間 

急速 4 . 0 A X 1時間 

リ 
电� 解 液 比 重 1.320 

発 電 機 種 類 交流発電機 

A 
C 型 式 し MZ48 

グ メ - 力 一� NIPPONDENSO 

不 
卜 

ス テ 一 タ コ イ ル 抵 抗 値 

0.52 へ 

(白 

'0.78 Q 

_白） 

ピアコ 

ツツイ 

クブル 

ピ、 ンクアッ プコイル抵抗値 

184〜276Q 

(青/黄-緑/白） 

イナユ 

イニ 
型 式 TNDF09 

グタッ 
卜�メ 一� 力 一� NIPPONDENSO 

レフレ 

クアギ 

チイュ 

型 式 SH569 レフレ 

クアギ 

チイュ 

ヤレ 

タ 
調 整 电� 圧 14. 3〜15.3V 

点タ 点 火 時 期 B.T .D . C12°/1300rpm 
1 

火グ 

進 角 装 置 の 方 式 電子式 

1 

火グ 進 角 後 < 7)点 火 時 期 B. T. D. C31。/7500rpm 

イ�

グ 
型 式 J0268 

ツ 
メ - 力 一� NIPPONDENSO 

シ 

3 
火 花 性 能 6mm以上 

コ 
コ イ ル 抵 抗 値 

— 次 3 . 4 - 4 .6Q 

イ 
ル 

コ イ ル 抵 抗 値 

ニ 次 10.4〜15.6KQ 

ス 

| 

型 式 
DR7EA 
DR8EA 

DPR7EA-9 
丨麵; 

X22ESR-U 
X24ESR-U 

X22EPR-U9 
X24EPR-U9 

ク 

プ 

グ 

ク 

プ 

グ 

メ - 力 一 NGK NIPPONDENSO 

)は工場出荷時の装着プラグ 
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仕様諸元 
サービス 

デ ー タ r i 

スプ 

パ _ 

クグ 

ス 

タ 

I 

T 

ィ 

グ 

モ 

I 

タ 

リ
レ
—
 

ス
タ
—
タ
 

ス
タ
I

タ
ス
イ
ツ
チ
 

ホ 

フ

ラ

ツ

シ

ヤ

リ

レ
 

プ ラ グ ギ ャ ッ プ 

型 式 

力 

作 動 電 圧 

出 力 

コンミュテータ径 

アンダカッ卜量 

ブ ラ ン 

標 準 値 

使用限度 

rt] 

深 さ 

個 数 

バ ネ 圧 

標準寸法 

減寸限度 

型 式 

力 

励 磁 コ イ ル 抵 抗 値 

型 式 

力 

定 格 電 流 

吸 弓
 電 圧 

型 式 

力 

性 能 

卷 線 抵 抗 値 

電 流 

型 式 

力 

点 滅 回 数 

フラッシヤリレータイプ 

0 . 6 � 

0.7_ 

0.8〜 0.6〜 

0.9mm 0.7mm 

0 . 8 � 

0.9mm 

SM-13 

三ッ葉電機 

12V 

0.8KW 

28mm 

27mm 

0.8mm 

0. /mm 

680〜920q 

12mm 

5mm 

12R 

オムロン 

90〜110Q 

MS5D-191 

日立 

100A 

8V以上 

YF12 

ニッコー金属 

105 〜120dB/2m 

•17 〜1.23Q 

2.5A 

FB249M 

NIPPONDENSO 

60〜120回/分 

セミ卜ランシスタ 

信 

へ ッ ド ラ ン プ 

12V60/55W 

(ハロゲン） 

ロ 

ス 卜ップ /テールランプ 12V21/5W 
ロ 

フ ラ ッ シ ャ ラ ン プ 12V23WX4 

• メ 一 タ ラ ン プ 12V3.4W 

照 
イ 

フ ラ ッ シ ヤ 12V3.4W 
照 

• 

ツ 
ハ イ ビ ー 厶 12V3.4W 

明 

丄
丨
卜
，
、

Tn 

ニ ュ 一 卜 ラ ル 12V3.4W 

ヒ 

ュ 
メ イ ン 20A 

ズ 

ク ラ ン ク シ ャ フ 卜 

左 6307SH2-C4 

ベ 

ク ラ ン ク シ ャ フ 卜 

右 6307SH2-C4 

ノくランスシャフ卜 

左 6305DLA8 

ァ 

ノくランスシャフ卜 

右 6305SH2NRX1C3 
ァ 

メ イ ン ア ク ス ノ レ 

左 6004 

メ イ ン ア ク ス ノ レ 

右 6305 

リ 

ド ラ イ ブ ア ク ス ル 

左 6305 

ド ラ イ ブ ア ク ス ル 

右 6004SH2 

ン フ丨 コ ン 卜 ホ イ ー ル 

左 6202 

ン フ丨 コ ン 卜 ホ イ ー ル 

右 6202 

リ ヤ ホ イ 一 ル 

左 6203 RS 

グ 

リ ヤ ホ イ 一 ル 

右 6203 RS 

才 
クラッチ（プッシュレバ - ) SD-17-28-6 

ィ K ラ イ ブ ア ク ス ル SD-25-40-6 

ル 
シ フ 卜 シ ャ フ 卜 SD-12-22-6 

フ ロ ン 卜 ホ イ 一 ル SD-20-35-5 

シ 
メ 一 夕 ギ ヤ 部 MHSA-40-52-6 

I 
リ ヤ ホ イ - ル SD-30-52-8 

ル 
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サービス M C 
テ 一 夕 n 締付トルク 

締付トルク 

エンジン 

(単位kgrm) 
締 付 箇 所 ネ ジ 径 X ピ ッ チ 締付トルク 備 考 

シリンダへッド M 8 X I . 2 5 2 . 9 

シリンダへッド M 6 X 1 . 0 1 . 0 

スパークプラグ M 1 2 X 1 . 2 5 1 . 8 

シリンダへッドカバー M 6 X 1 . 0 1 . 0 

ロッ力軸埋栓 M 1 4 X 1 . 2 5 1 . 7 

シリンダへッドサイドカバー2 M 3 2 X 1 . 5 1 . 2 

シリンダへッドサイドカバー3 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

キャップ M 6 X 1 . 0 1 . 0 

夕コメー 夕ケーブル抜け止め M 6 X 1 . 0 0 . 7 

シリンダ M 8 X I . 2 5 2 . 2 

シリンダ M 1 0 X 1 . 2 5 4 . 2 

シリンダ M 6 X 1 . 0 1 . 0 

バランスウヱイトギヤ M 1 6 X 1 . 0 6 . 0 ロックワッシャ有 

A.C.マグネトロー 夕 M 1 4 X 1 . 5 1 5 . 0 

バルブアジャストロックナット M 6 X 1 . 0 1 . 4 

ストッパガイド2 M 6 X 1 . 0 0 . 8 

カムスプロケット M 7 X I . 2 5 2 . 0 

カムチェンテンシヨナAss'y M 6 X 1 . 0 1 . 0 
テンシヨナスプリング押え M 1 6 X 1 . 0 2 . 0 

ロッカシャフト抜け止め M 6 X 1 . 0 1 . 0 

オイルポンプAss'y M 6 X 1 . 0 1 . 0 

カバー2 M 6 X 1 . 0 0 . 7 

ストレーナハウジング M 6 X 1 . 0 0 . 7 

ドレンプラグ M 1 4 X 1 . 5 3 . 0 

エレメントカノべ、一 M 6 X 1 . 0 1 . 0 クランクケースカバー右と共締 

エレメントカノ《一埋キ全 M 5 X 1 . 0 0 . 5 

オイルホース1 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

オイルホース2 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

マ フ ラ 懸 架 上 前 後 M 1 0 X 1 . 2 5 5 . 5 

マ フ ラ 懸 架 下 後 M 1 0 X 1 . 2 5 5 . 5 

マ フ ラ 懸 架 下 前 M 8 X I . 2 5 4 . 0 

キャブレ夕ジヨイント M 6 X 1 . 0 1 . 0 

キャブレ夕Ass'y (クランプ） M 4 X 1 . 0 0 . 2 

エアクリーナケース M 6 X 1 . 0 1 . 0 

エキゾーストパイプ M 6 X 1 . 0 1 . 0 

マフラプロテク夕 M 6 X 1 . 0 0 . 7 

エキゾーストパイプとマフラ M 8 X I . 2 5 2 . 0 

クランクケース M 6 X 1 . 0 1 . 0 

クランクケースカノべ、一1 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

クランクケースカノ《一2 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

クランクケースカバー3 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

カ バ ー 1 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

ベアリングカバープレート M 6 X 1 . 0 0 . 7 ネジロック 

ロックブレート M 6 X 1 . 0 1 . 0 
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エンジン 

綺付トルク 
サービス 

テ ー タ 

C
/
 

( 単 1 2 k g . m ) 

締 付 箇 所 ネ ジ 径 X ピ ッ チ 締付トルク 備 考 

スター夕、ワンウェイAss'y M 8 X I . 2 5 3 . 0 力シメはボルト1本につき1ヶ所 

クラッチスプリング M 6 X 1 . 0 0 . 8 

クラッチボス M 2 0 X 1 . 0 9 . 0 ロックワッシャ有 

プライマリドライブギヤ M 2 0 X 1 . 0 1 2 . 0 ロックワッシャ有 

クラッチプッシュレバ一抜け止め M 8 X 1 . 0 1 . 2 

プッシュレバ—位置調整 M 6 X 1 . 0 0 . 8 

ドライブスプロケット M 1 8 X 1 . 0 1 1 . 0 ロックワッシャ有 

オイルシールカノマ一 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

ス卜ツノ《レノ<一 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

シフトアーム M 6 X 1 . 0 1 . 0 

ステ一夕コイル M 6 X 1 . 0 0 . 7 ネジロック 

ピックアップコイル M 6 X 1 . 0 0 . 5 ネジロック 

ニュートラルスイッチ M 1 0 X 1 . 2 5 2 . 0 

スタ一テイングモ一夕 M 6 X 1 . 0 1 . 0 

その他、一般締付トルク 

面巾 

0V ))D ネジ径 

— ^ 

ピ ッチ 

締付トルク指定箇所以外のボルト、ナットの締 

付トルクはネジ径（ニ面巾）、ピッチにより締付 

トルクを決め締付けます。 

ネジ径（ニ面巾）Xピッチ 締付トルク 

M 5 ( 8 mm) X P 0. 8 0 . 3 〜 0 . 4 5 k g . m 

M 6 (10mm) X P 1 . 0 0. 〜 0 . 8 k g - m 

M 8 (12mm) X P 1 . 2 5 1 . 2 〜 1 . 9 k g . m 

M 1 0 (14mm) X P 1 . 2 5 2. 4 〜 3 . 9 k g . m 

M 1 2 (17mm) X P 1 . 5 4. 5 〜 7 . 2kg . m 
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サービス 

デ ー タ n 締付トルク 

締付トルク 

車 体 
( 単 t ^ k g . m ) 

締 付 箇 所 ネ ジ 径 X ピ ッ チ 締付トルク 備 考 

ノ、ンドルクラウンとインナチューブ M 8 X I . 2 5 2 . 3 

ノ、ンドルクラウンとステアリング M 1 4 X 1 . 2 5 6 . 5 

ノ、ンドルアンダホルダとアッノヽ。ホルダ M 8 X I . 2 5 2 . 0 

ステアリングシャフトとリングナット M 2 5 X 1 . 0 0 . 6 注 

ブレーキホースとクランプ M 6 X 1 . 0 0 . 7 フロン卜 

フロントマス夕シリンダとノ、ンドル M 6 X 1 . 0 0 . 7 

メ一夕取付ボルトとノ、ンドル M 8 X I . 2 5 1 . 5 

ノ、ンドルアンダホルダとナット M 1 0 X 1 . 2 5 2 . 7 

へッドライトとへッドライトステ一 M 8 X I . 2 5 1 . 5 

へッドライトとへッドライトステ一 M 6 X 1 . 0 0 . 7 

アンダブラケットとインナチューブ M 8 X I . 2 5 2. 2 

エンジンステ一とフレーム（前） M 1 0 X 1 . 2 5 5 . 8 

エンジンステ一とフレーム（上） M 1 0 X 1 . 2 5 5 . 1 

エンジンマウントボルト（後下） M 1 0 X 1 . 2 5 5 . 8 

エンジンプロテク夕とフレーム M 6 X 1 . 0 1 . 0 

ピボットシャフトとフレーム M 1 4 X 1 . 5 8 . 5 

リヤアームとリレーアーム M 1 2 X 1 . 2 5 5 . 0 

リレーアームとコネクティングロッド M 1 0 X 1 . 2 5 3 . 0 

コネクティングロッドとフレーム M 1 0 X 1 . 2 5 3 . 2 

リヤクッションとフレーム M 1 2 X 1 . 2 5 5 . 0 

チェンテンショナ取付ボルト M 8 X I . 2 5 2 . 3 

チェンケースとリヤアーム M 6 X 1 . 0 0 . 4 

ガードシールとリヤアーム M 6 X 1 . 0 0 . 7 

チェンサポートとリヤアーム M 6 X 1 . 0 0 . 7 

リヤアームとエンドボルト M 6 X 1 . 0 0 . 3 

フュエフ レ タ ン ク と フュエフレ コック M 6 X 1 . 0 0 . 7 

フュエル夕ンクステ一とフレーム M 6 X 1 . 0 0 . 7 

クラッチケー"7、、ルとエンジン M 6 X 1 . 0 1 . 0 

フロントホイールとフ、、レーキディスク M 6 X 1 . 0 1 . 2 

フロントホイールアクスルとフロントフオーク M 1 4 X 1 . 5 5 . 0 

リヤホイールアクスルとナット M 1 6 X 1 . 5 8 . 0 

フロントアクスノレホフレダ M 6 X 1 . 0 0 . 8 

フロントキャリノ、。とフロントフオーク M 1 0 X 1 . 2 5 3 . 5 

リヤキャリノ、。とキャリノ、。ブラケット M 1 0 X 1 . 2 5 4 . 5 

ユニオンボルト締付 M 1 0 X 1 . 2 5 2 . 5 

キャリノ、。とブ、リュードスクリュ M 7 X 1 . 0 0 . 6 

リヤホイールとドリブンスプロケット M 1 0 X 1 . 2 5 6 . 2 

リヤホイールとブレーキディスク M 6 X 1 . 0 1 . 0 

サイドス夕ンド取付ボルトとナット M 1 2 X 1 . 2 5 4 . 0 

サイドス夕ンド取付ボルトとフレーム M 1 2 X 1 . 2 5 4 . 0 

フートレストとフレーム M 1 0 X 1 . 2 5 4 . 5 

リヤフートレストとフレーム M 8 X I . 2 5 2 . 0 

リヤマス夕シリンダとフレーム M 8 X I . 2 5 2 . 0 

注）最初3.8kg で 締 付 け 、 ナ ッ ト を 1 度 完 全 に ゆ る め 再 び 0 . 6kg • mで締付ける。 
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オイル、グリース類塗布箇所 i d 

オイル、グリース類塗布箇所 

エンジン 

オイル、グリース塗布箇所 種 類 

総てのオイルシールリップ部 ヤマハグ リ ー ス B 

総てのベアリングリテーナ部 ヤマハ4サイクルオイルエフエロX 

クランクピン外周部 
“ 

コネクティングロッド大端スラスト端面 

ビストン外周部 

ノぐソファボス外周部 

ビストンピン外周部 

ノりレブステム部（IN, EX) ヤ マ ハ ニ 硫 化 モ リ ブ デ ン オ イ ル 

ノつレブステムエンド（IN, EX) ヤマハ4サイクルオイルエフエロX 

ロッカシャフト外周部 

カムシャフト（プロフィール部、ジャーナル部） 

オイルポンプAss'y内 ク 

プ ッ シ ュ ロ ッ ド 1 外 周 部 端 面 ヤマハグ リ ー ス B 

プライマリドリブンギヤ内面、端面 ヤマハ4サイクルオイルエフエロX 

トランスミッション摺動ギヤ内面、端面 ヤ マ ハ ニ 硫 化 モ リ ブ デ ン オ イ ル 

トランスミッション遊動ギヤ内面 // 

シ フ ト フ ォ ー ク ガ イ ド バ ー 1 、 2 外 周 ヤマハ 4サイクルオイルエフエロX 

シフトカム軸受部 タ 

シフトシャフト軸受部 

ク ラ ン ク ケ ー ス 1 、 2 合 面 ヤマハボンド1215 
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テ一タ IP / I才ィゾレ、グリース類塗布箇所 

車 体 

オイル、グリース塗布箇所 オイル、グリースの種類 

メー夕ギヤ、ギヤ軸 ヤマハグリ一スB 

フロントホイールオイルシ一ルリップ咅IUハブ、メ一 夕ギヤAss'y) ヤマハグリースB 

リヤホイールオイルシールリップ咅IS ヤマハグリ一スB 

リヤホイ一ルハブとクラッチハブの摺動部 ヤマハグリースB 

リヤアームブッシュ内部及びスラストカバー、オイルシールリップ部、ベアリング部 ヤマハグリ一スB 

ピボットシャフト外周面 ヤマハグリースB 

リレ一アームとフレーム軸咅IS、ブッシュ内面とカラ一夕 ‘面 ヤマノ、グ、リ一スB 

リレ一アームとリヤクッション軸部ブッシュ内面とカラ一外面 ヤマハグリ一スB 

リレ一アームとコネクティングロッド軸部べアリング内面とカラー夕 ‘面 ヤマハグリ一スB 

コネクティングロッドとリレーブラケット軸部ブッシュ内面とカラ一夕 ‘面 ヤマハグリ一スB 

リヤアームへッド部グリ一スニップルからグリ一ス充填のこと ヤマハグリ一スB 

リレーアームのグリ一スニップルからグリース充填のこと ヤマハグリ一スB 

リレーアームとコネクテイングロッドのグリースニップルからグリース充填のこと ヤマハグリースB 

コネクティングロッドとリレーブラケットのグリースニップルからグリース充填のこと ヤマハグリ一スB 

フ一トレストAss'yのシャフト夕各周面 ヤマノ、グリ一スB 

ブレーキペダルとリヤマス夕シリンダの接続ピン外周面 ヤマノ、グリ一スB 

へッドパイプ上下ベアリング部及びボールレースカバ一スリップ部 ヤマハグリ一スB 

ガイドチューブ（グリップ右）内面 ヤマハグリースB 

ブレーキ及びクラッチレバ一とホルダの摺動部 ヤマノ、グリ一スB 

クラッチレバーのクラッチケーブル取付部 ヤマハグリースB 

ガイドチューブのケーブルケーブル夕イコ咅IS ヤマハグリ一スB 

サイドスタンドとブラケットの摺動部及び取付ボルト ヤマハグリースB 

上下チェンテンショナ（コロ）取付用ブッシュ内、外周面 ヤマハグリースB 
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ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図 

①フラッシャランプ右リード線 

②クラッチケーブル 

③ バ ン ド 

④ハンドルスイッチ左リード線 

⑤メインスイッチ 

⑥ハンドルスイッチ右リ一ド線 

⑦ストップスイッチリード線 

⑧スロッ卜ルケ一ブル 

® ブ レ ー キ ホ ー ス 

⑲フラッシャランプ左リード線 

⑪メインスイッチリード線 

⑫クラッチスイッチリ一ド線 

⑬パイロットランプリード線 

(0)ブレーキホースガイド 

⑮ワィャハーネス 

® ク ラ ン プ 

© ス ピ ー ド メ ー タ ケ ー ブ ル 

⑲スピードメータリード線 

d Dへッドランプカプラ 

ガイドに通す。 

ハンドルスイッチ右リード線、ストップ 

スイッチリ一ド線、パイロットランプリ 

—ド線、メインスイッチリード線の上を 

ハンドルスイッチ左リード線、スピード 

メータリード線を通しクランプする。 

位置決め白テープ 

フェンダとアンダブラケッ卜の間を通す。 

フラッシャランプ右、パイロットランプ、 

ストップスイッチ、ハンドルスイッチ右、 

メインスイッチリード線を結線する。 

次にクラッチスイッチ、ハンドルスイッ 

チ左、メータ、フラッシャランプ左リー 

ド線を交差させて結線する。結線後カブ 

ラをメータ及びパイロッ卜ボックスの下 

に入れること。ワイヤハーネス側テーピ 

ング終了地点を目安にクランプすること。 

(ヘッドライトリムより上方まで保護テ一 

プがくること。） 

黒カブラ左、ヘッドライトカプラ右に振 

り分けのこと。 

ケーブル、ワイヤ、パイプ通し図 
サービス 

デ ー タ 

0
/
 

5
 

m 

回 

回 

E 

E 



サービス 

テ 一 夕 r i ケーブル、ワイヤ、パイプ適し図 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
® 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑱ 
⑰ 
® 
⑲ 
⑳ 
� 

ケーブルガイド � スピードメータケーブル 

オイルホース � ブレーキホース 

オイルホースガイド ⑳ クランプ 

クランプ � クラッチケーブル 

ス ロ ッ ト ル ケ ー ブ ル 

イグニッションコイル 囚 ケーブルガイドでブレーキホース外側メ 

リヤストップスイッチリード線 ータケーブル内側に固定する。 

バッテリ㊉リ一ド線 回 スロットルケーブル1、2クラッチケープ 

バッテリ㊀リード線 
ルをガイドする。 

ヒューズ 回 スロッ卜ルケーブル1、2をガイドする。 

フラッシャリレー 回 結線後ヒューズの奧へ押し込むこと。 

サイドスタンドスイッチリード線 リレーアームとリヤアームの間を通すこ 

クランプ と。 

エアベン卜パイプ E 白テープをクランプする。 

サイドスタンドスイッチ 回 ブレーキホースをクランプすること。 

キャブレタオーバフローパイプ メータケーブルガイドの孔をアウタチュ 

クランプ ーブ突起にはめること。 

A . Cマグネ卜リード線 m 190〜230mmの間でクランプする。 

スタータスつッナ 

スタータリレーリード線 

スターティングモータ 

ケーブルガイド 

ホルダ 
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クランプ 

リヤストップスイッチ 

ガイド 

リザーバホース 

オイルブリーザパイプをオイルパイプの 

内側を通す。 

フラップの孔に通すこと。 

ホーンリード線をクランプすること。 

ガイドを通す。 

①スタータリレーリード線 

②バッテリ㊀リード線 

③エアベン卜パイプ 

④キャブレタオ一バフローパイプ 

⑤オイルブリーザパイプ 

⑥オイルパイプ 

⑦ 負 圧 パ イ プ 

⑧ フ ラ ッ プ 

⑨ バ ン ド 

® イ グ ニ ッ シ ョ ン コ イ ル 

(Q)ハイテンションコード 

@ オ イ ル パ イ プ 

(0)ホーンリード 

(Q)ホーン 

(0)オイルホース 

⑭バッテリ㊀リード線 

⑰リヤストップスイッチリード線 

ケーブル、ワイヤ、パイプ適し図 
サービス 

め 9 
テ ー タ r • 

⑩ 
⑩ 
⑩ 

(S) 

因 

m 

回 

回 
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サービス 

デ ー タ n ケーブル、ワイヤ、パイプ適し図 

① イ グ ナ イ タ ユ ニ ッ 卜 

② ワ イ ャ ハ ー ネ ス 

③ ク ラ ン プ 

④ バ ン ド 

⑤ リ ヤ フ ラ ッ シ ャ ラ ン プ 左 リ 一 ド 線 

⑥ リ ヤ フ ラ ッ シ ャ ラ ン プ 右 リ ー ド 線 

⑦ レ ク チ フ ア イ ヤ レ ギ ュ レ タ 

囚 ク ラ ン プ に 通 す こ と C 
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電装配線図 
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i i v a 

第 3 章 一 
点検•調整編 



点検整備時期�

• 
標準厚さ前輪�

後輪�

使用限度前輪�

パッドの摩耗�

ディスクの摩耗及び損�
m 

機能、摩耗及び損傷 

損傷及び取付状�
〇 

左右の回転角度�

点 検 整 備 項 目�

• 
液面レベル、�

LOWERレベル以�

上あること�

•遊び�

フ•ン卜（レバー )̂�

レバー先端で�

2 ~ 5 _ 
リヤー（ペダル式)�

判 定 基 準 

走�

行�

装�

S 

ホ�

イ 

I 

ル�

タイヤの空気圧�

デイスクバッドとのす�
き間�

ブレーキのきき具合�

ペ
ダ
ル
 

踏みしろ及びきき具合�

遊び及び踏み込んだ時�
の床板とのすき間� 〇 

ホーク•スピンドルの�
軸受部のがた� 〇 

取�

り 
ホ�

ホーク•スピンドルの�
取付状態� 〇 

K 

ル� 操作具合�

遊び、緩み及びがた�

備 考 

ステアリン�

グステムを�

示す�

スァアリン�

グステムを�

不す�

無調整式�

インジケ-

タ式�

：ka/cnf) 

点 検 整 備 項 目�

点検整備時期�

判 定 基 準 備 考 点 検 整 備 項 目�

運 

行�

前�

一又�

かg 

月km 
目時�

自家用�

判 定 基 準 備 考 点 検 整 備 項 目�

運 

行�

前�

一又�

かg 

月km 
目時�

6 
か�
月�
毎�

12 
か�
月�
毎�

判 定 基 準 備 考 

走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

タイヤの亀裂及び損傷 參 參 • 

走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

タイヤの溝の深さ及び�
異状な摩耗� • • • 前輪O.&mnまで 

後輪0.8mmまで 
走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

タイヤの金属片、石そ�
の他の異物� • 參 參 

走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

ホイール•ナッ卜及び�
ホイール•ボル卜の緩 
み�

〇 參 參 

•フロン卜•アクス�

ル•ホルダーの�

締付けトルク�

0.7〜1.Ikg-m 
フロン卜•アクス�

ル•ナッ卜の�

締付けトルク�

4.5~7. Okg-m 
リヤー•アクスル�

ナッ卜の締付卜ル�

ク 8.0〜10. Okg-m 

アクスルナ�

ッドアク�

スルホルダ�

を示す�

走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

リム、サイド•リング�
及びホイールディスク�
の損傷 

〇 參 

ホイール•リムの�

振れ、リム端で�
フロン卜の横振れ�

2mnOii�下�
縱振れ2 mm以下�
リャ檳振れ�

2 mm以下�
縱振れ2 mm以下�

走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

フロン卜•ホイール•�
ベアリングのがた� • 

走�

行�

装�

S 

ホ�

ィ�

1 

ル�

リヤ•ホイール.�
ベアリングのがた� • 

緩�

衝�

装�

迎 
m 

シば�ヤ�

シね�
損 傷 • 

クッション�

スプリング�

を示す�

緩�

衝�

装�

迎 
m 

サン�
ス•�

a A 

連結部のがた及び�
アームの損傷 參 

緩�

衝�

装�

迎 
m 

シ�
a 
ッ�

ク�

ア�
ブ�
ソ�
1 
パ-

油漏れ及び損傷 • 

緩�

衝�

装�

迎 
m 

シ�
a 
ッ�

ク�

ア�
ブ�
ソ�
1 
パ- 取付部のがた� • 

動 

力�

伝�

達�

装�

s 

ク�

ッ�

チ�

レバーの遊び� 〇 • • •遊びレバー先�
端で10〜15mm 

動 

力�

伝�

達�

装�

s 

ク�

ッ�

チ� 作 用 〇 • 參 

動 

力�

伝�

達�

装�

s 

卜�

ス�

ッ 
シ�
a 

油漏れ及び油量� 〇 • • 

動 

力�

伝�

達�

装�

s 

卜�

ス�

ッ 
シ�
a 操作機構のがた� 參 

動 

力�

伝�

達�

装�

s 

チス�
エブ�
1 • 
ンケ�
及ツ 
び卜�

チェーンの緩み� 〇 參 • 
•サイド•スタン�

ド使用時最大振幅 

3 0 ~彻�

動 

力�

伝�

達�

装�

s 

チス�
エブ�
1 • 
ンケ�
及ツ 
び卜�

スプロケッ卜の取付状�
態及び摩耗 • 

前輪 後輪 

1名乗車�
一般 1.50 1.50 

1名乗車�
商速 1.50 2.00 

2名乗車�一般 1.50 2.00 

タイヤ仕様 
90/90-
21 54S 

120/90-
17 64S 

I I 点検整備方式 

点検整備方式 
注意：1.運行前点検項目には高速走行点検項目を含みます。�

2.「參」印は法規で義務づけられている点検時期を示し「〇」印はそのほかメーカで指定する時期を示します。�

3.「•」は、保安部品の定期交換を示します。�

但し、その交換時期は、一般走行する不特定多数の車を対象に定めてあります。従って著しく走行条件の異なる車はこれに準拠して交換してください。�

か�
月�
毎�

6
か
月
毎
 

又
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k
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時
 

一

か

月

目
 

運�
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前�
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キ
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点検整備方式 
点検 S5Q 
調整 

点検整備時期�

運 -又�自家用�

点 検 整 備 項 目�
行�

前�

かは�

月km 
目時� 渐

:m
令

cn
 

12 
か�
月�
毎�

判 定 基 準 備 考�

電 

電 

点火プラグの状態� 〇 參 參 

• 

プラグギャップ�
① 0.6〜0.7mm 
② 0.8〜0.9_ 

① 
DR7EA 
DR8EA 
X22ESR-U 
X24ESR-U 
② 
DPR7EA-9 

X22EPR-U9 
X24EPR-U9 

装 
点火時期� 參 參 無調整式�

断続器の状態� 參 • 無ネ$点式�

置 
進角装置（遅角機構を 
含む）の機能� 參 無調整式�

装�

ツ 

液 量� 參 參 密閉式�

液の比重� 參 密閉式�

置 
リ�
1 ターミナル部の接続状�

態� 參 

電 
気�
装�m 

接続部の緩み及び損傷 參 

かかり具合及び異音� 參 參 

本�
低速及び加速の状態� 參 參 

• 
アイドリング回�
転数1300rpm 

排気の状態� 參 參 

原�
体�

エア•クリーナ•エレ�
メン卜の状態� 參 參 

弁すき間� 〇 • 
(冷問）�

吸気0.08mm 
排気0.15mm 

潤 

油漏れ 〇 參 參 

動 

滑 油の汚れ及び量� 參 參 

•油量�
棒ゲージ式�
刻線の範囲内に�
あること。�

装�
オイルの量� 參 

置 
才イルクリーナの詰ま�
り� 參 

燃�

燃料漏れ 〇 參 參 

機 

料�

装�

キャブレー夕のリンク�
機構の状態� 參 

料�

装�

スロッ卜ル•バルブ及び�
チョーク•バルブの状態� 參 

料�

装�

燃料フィルタの詰まり� 參 

置 

燃料の量� 參 

点 検 整 備 項 目�

点検整備時期�

判 定 基 準 備 考�点 検 整 備 項 目�

運 

行�

前�

一又�

かミ�

月km 
目時�

自家用�

判 定 基 準 備 考�点 検 整 備 項 目�

運 

行�

前�

一又�

かミ�

月km 
目時�

6 
か�
月�
毎�

12 
か�
月�
毎�

判 定 基 準 備 考�

灯 方�
'X向�

装 ‘ J�

s を�
及 不�
び 器�

作 用 參 參 
灯 方�

'X向�
装 ‘ J�

s を�
及 不�
び 器�

�具合、汚れ及び•� 參 

警 施�

1 U 
1 装 
び 置�

作 用 • 

後 反�
写�
鑲 射�
及�
び 鏡 

写影の状態� 參 
後写鏡のみ 

反車は�
射 登 .�

ひ'号 f 
自標ち�
動又標 

汚れ及び損傷 參 

計�

器�
作 用 參 

エ ハ " 

グ〜 
Y 及�

i ミ ' 

. フ 

取付けの緩み及び損傷 參 
エ ハ " 

グ〜 
Y 及�

i ミ ' 

. フ 

マフラの機能 參 

車 び�
枠 車�
及 体�

緩み及び損傷 參 

時ぃら�
B て れ�

の異れ 
走状た�
行好故�
に誌 ® 
おめ所�

当該箇所に異状がない�
事を確認� 參 

そ�
の�
他�

シャシ各部の給油脂状�
態� 參 參 

制 

動 

装 

置 

U • 
ザタ�
1ン 
パク�

ブレーキ液の交換� 1年毎�
制 

動 

装 

置 

ブク�

ふび�

# パ�

スド�

パッドの摩耗 〇 

制 

動 

装 

置 

保�

安�

部�

マスタシリンダカップ�
キッ卜交換�

• 2年毎�

制 

動 

装 

置 

保�

安�

部�

キヤリパビストンシー�
ルキッ卜交換�

• 2年毎�

制 

動 

装 

置 

保�

安�

部�

ブレーキホース� • 4年毎�

原 

動 

機 

潤 

滑 

装 

置 

エンジンオイルの交換� 〇 3000km走行毎 原 

動 

機 

潤 

滑 

装 

置 

オイルフィルタエレメ 

ン卜の交換� 〇 _km走行毎 

原 

動 

機 

保�
安�
部�

フューエルホースの交 

換 
• 4年毎 
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点検 
調整 フュエルタンクの脱着 

フユエルタンクの脱着 

フユエルタンクの取外し 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• シート 

2 . フュエルコックレノ、一を " O F F " の位置にす 

O o 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•フュエルノマイプ① 

4 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す c 

•カノマー① 

5 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• エ ア ス ク ー プ 1 ① 

• エ ア ス ク ー プ 2 

6 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す c 

• フ ュ エ ル 夕 ン ク ① 
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フユエルタンクの組付け 

1 .以下の部品を組付ける< 

•フュエル夕ンク① 

\ フュエフレタンク 

0. 7 kg • m 

2 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る ( 

• エ ア ス ク ー プ 丄 ① 

•エアスクープ2 

3 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る ( 

•カノマー① 

4 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る ( 

•フュエルパイプ① 

5 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

ン、 卜 

シート 

0. 7ka • m 

フユエルタンクの組付 i f f i a f V i 
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エンジンオイル量の点検 

要 y 点 検 は 必 ず 平 坦 な 場 所 で 車 を 垂 直 に 

立てて行うこと。 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•カノ < — 

ん 以 下 の 点 検 を す る 。 

• エ ン ジ ン オ イ ル 量 

エンジンを10〜15分間アイドリング運転後、 

車を垂直にして更に10秒、間アイドリング運転 

し 、 車 を 垂 直 の ま ま 停 止 し て レ ベ ル ゲ ー ジ ① 

の 規 定 の 範 囲 ② 内 に あ る か 点 検 す る 。 

| . •...1 
參サイドスタンドを使用して点検すると正 

確に測定出来ないので必ず車を垂直にし 

てから行なうこと。 

參レベルゲージを1度締込み、取外して点 

検すること。 

交換時期 

下 表 に 従 っ て 行 う こ と 。 

め 
初 回 交 換 2回目交換 3回目交換 以 降 

め 
1か月点検 
又は1000km 
走 行 時 

3000km 

走 行 時 

6000km 

走 行 時 

3000km 

走 行 毎 

10 20 30 40外気温(°C) 
• T 1 1 1 

① SAE10W-30 I I 

(2JSAE20W-40 

(3)SAE10W-50 
Olllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll^ 

エンジンオイル量 •推奨オイル 

通 常 交 換 時 2500cm3 

才イルクリーナエレメント交換時 2600cm3 

ェンジン才一ノ《ホ一ル日寺 2700cnf 

推 奨 

オイル 

ヤ マ ノ 、 4 サ イ ク ル 才 イ ル エ フ エ ロ X 

推 奨 

オイル 
ヤマノ、4サイクフレ才イフレエフエロ G 

推 奨 

オイル 
ヤ マ ノ 、 4 サ イ ク ル エ フ エ エ フ エ ロ Z 

図 を 参 考 に し て 外 気 温 に 適 し た 粘 度 番 号 の ェ ン 

ジンオイルを使用。 

エンジンオイルの交換 

1 •以下の部品を取外す。 

•ドレンボルト（ダウンチューブ下部）① 

才イルタンク内の才イルを抜く o 
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エンう 
点検 
調整 W m 

2 • 以 下 の 部 品 を ゆ る め る 。 

• ブ リ ー ダ ボ ル ト ① 

•才イルエレメントカノ《一取付ボルト② 

才イルエレメントカノ《一取付ボルトを完全に 

ゆるめる。（但し、取外さないこと。） 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•ドレンボルト（エンジン下部）① 

エ ン ジ ン 内 の 才 イ ル を 抜 く 0 

4 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

• ガ ス ケ ッ ト ① 

•ドレンボルト（ダウンチューブ下部）② 

•ドレンボルト（ェンジン下部） 

ガスケット \New\ ガスケット ガスケット 

\ ドレンボルト（ダウンチューブ下部） 1.8kg -m \ ドレンボルト（エンジン下部） ふ Okg 'in 

5 • エ ン ジ ン オ イ ル を 規 定 量 注 入 す る 。 

6 • 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

• 才 イ ル プ ラ グ 

7 • エ ン ジ ン を 始 動 し て オ イ ル 量 を 確 認 す る 0 

8 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•カバー 

オイルクリーナエレメン卜の交換時期 

下 表 に 従 っ て 行 う こ と 。 

‘む 
初 回 交 換 2 回 目 交 換 以 降 

‘む 1か月点検 
又は 

1000km走行時 

6000km 

走 行 時 

6000km 

走 行 毎 



点検 
調整 W M ェ 

〜 ， V 、 

才イルクリーナエレメン卜の交換 

1 .エンジン才イルを抜く。 

2 • 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•才イノレエレメントカノべ、一 

•才イフレクリ一ナエレメント① 

3 • 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•才イフレクリ一ナエレメント① 

才イルクリ一ナエレメントの凸咅じを内 f f l l lに向 

けて,組付ける。 

4 • 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

• O リ ン グ ① 

•才イルェレメントカノ《一② 

\ 才イルエレメントカノ《一 

1.Oka • m 

バルブクリアランスの点検 

要 点 j ノ り レ ブ ク リ ア ラ ン ス の 点 検 、 調 整 は 

冷 間 時 に 行 う こ と 。 

1 • 以 下 の 部 品 を 取 外 す c 

•シート 

•フュエルタンク 
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エン 
点検 
調整 

2 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ス パ ー ク プ ラ グ 

•シリンダへッドサイドカノく一 2 ① 

• シ リ ン ダ へ ッ ド サ イ ド カ バ ー 3 ② 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ス ト レ イ ト ス ク リ ュ プ ラ グ 

4 . ク ラ ン ク シ ャ フ ト を 反 時 計 方 向 に 回 し 、 圧 縮 

上 死 点 の 位 置 に す る 。 

(ロ一夕の刻線（ 1 本）とクランクケースカノ s 、 

— の 合 せ マ ー ク を 一 致 さ せ る 。 ） 

5 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• ノくフレフ、、クリアランス 

於 標 準 バ ル ブ 
ク リ ア ラ ン ス 

(冷間時） 

インレット（IN) 0 .05 � 0.10mm 標 準 バ ル ブ 
ク リ ア ラ ン ス 

(冷間時） ェキゾ一ス ト(EX) 0 .12 � 0.丄 /'mm 

標 準 値 以 外 — 調 整 

6 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

• ノくルブ、クリアランス 

ロックナット①をゆるめノ《ルブァジャステイ 

ン グ ツ ー ル ② を 使 用 し 、 ア ジ ヤ ス 夕 ③ で 調 整 

する。 

ノくルブアジヤステイングツール 

90890—01311 

7 . 以 下 の 部 品 を 締 付 け る 。 

• ロックナット 

ノ《ルフ、、アジヤステイングツ一ルでアジヤス夕 

を 固 定 し て 綿 付 け る 。 

\ 
へ 

ロックナッ卜 

1.4kg • m 

8 . 以 下 の 確 認 を す る 。 

• ノ^Oレフ、、クリアランス 
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圧縮圧力の点検 

1•暖機運転をする。 

2 • 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ス パ ー ク プ ラ グ 

3 • 以 下 の 機 器 を 組 付 け る 。 

• コ ン プ レ ッ シ ョ ン ゲ 一 ジ 

スパ一クプラグ子しに組付ける( 

コ ン プ レ ッ シ ョ ン ゲ ー ジ 

90890—03081 

4 • 以 下 の 点 検 を す る 。 

• 圧 縮 圧 力 

ス ロ ッ ト ル を 全 開 に し 、 セ ル ス イ ッ チ を 押 し 

コ ン ブ レ ッ シ ヨ ン ゲ 一 ジ ① の 最 高 指 示 値 を 読 

みとる。 

終 
標 準 圧 縮 圧 力 値 12.0kg/cm-300rpm 

終 圧 縮 圧 力 値 限 度 9 • 6kg /cm-300rpm 

要点 

• 測 定 時 、 バ ッ テ リ は 完 全 充 電 さ れ た も の 

を使用すること。 

• ゲ ー ジ 接 続 部 の 圧 縮 洩 れ が な い 様 に 注 意 

すること。 

• 圧 縮 圧 力 が 標 準 圧 縮 圧 力 よ り 低 い 時 、 プ 

ラ グ 孔 よ り 4 サ イ ク ル オ イ ル を 注 入 し て 

再 度 圧 縮 圧 力 を 確 認 す る こ と 。 

• 圧 縮 圧 力 が 低 い 場 合 

a .バルブ当り不良による圧縮洩れ。 

b .バルブクリアランスの調整不良。 

c.ビストン、シリンダ、ビストリングの摩耗c 

d .シリンダへッドガスケットの破損。 

• 圧 縮 圧 力 が 高 い 場 合 

a . シ リ ン ダ へ ッ ド 燃 焼 室 の 力 一 ボ ン 推 積 。 

b .ビストンへッドの力一ボン推積。 



i ン ジ ン p a 
吸入負圧の点検 

1 . 以 下 の 機 器 を 組 付 け る 。 

• ポ ケ ッ ト テ ス 夕 温 度 プ ロ 一 ブ ① 

ドレンボルト咅じに接続する。 

ポケッ卜テス夕（温度プローブ付） 

90890—03132 

2 . 規 定 油 温 に な る ま で 暖 機 運 転 を す る 。 

規定?田温 

55 〜65°C 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す c 

• キ ヤ ッ プ ① 

4 . 以 下 の 機 器 を セ ッ 卜 す る 。 

• バ キ ュ ー ム ゲ 一 ジ ① 

バキュームゲ一ジのホ一ス「1」を接続する。 

• エ ン ジ ン 夕 コ メ ー 夕② 

エ ン ジ ン 夕 コ メ 一 夕 を ノ ヽ イ テ ン シ ヨ ン コ 一 ド 

にセツ卜する。 

略 
ノ ベ 、 キ ュ ー ム ゲ 一 ジ 90890—03094 

略 
エ ン ジ ン 夕 コ メ 一 夕 90890—03113 

5 . 以 下 の 確 認 を す る 。 

• ア イ ド リ ン グ 回 転 数 

A 
ア イ ド リ ン グ 回 転 数 

1300rpm 

規 定 値 以 外 — ァ ジ ャ ス 夕 ① で 調 整 

6•以下の点検をする。 

• 吸 入 負 圧 値 

規 定 吸 入 負 圧 値 

205mmHg 以 上 / 1 3 0 0 r p m 

要点 バ キ ュ ー ム ゲ ー ジ の 指 針 の 振 れ が 大 

き い 時 は 、 ダ ン パ ア ジ ャ ス タ を 締 め 込 み 指 

針 の 動 き を 少 し 緩 慢 に す る 。 余 り ダ ン パ を 

効 か せ す ぎ る と ゲ ー ジ 値 が 低 く な る の で 注 

思 公 。�
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原 検 
調整 Wm エンi 

、で〜 
ノ ノ 

アイドリングCO点検 

1 . 以 下 の 機 器 を 組 付 け る 。 

•ポケットテス夕温度プロ一ブ 

•エンジン夕コメ一夕 

2 . 規 定 油 温 に な る ま で 暖 機 運 転 を す る 。 

規 定 油 温 

55 〜65。C 

3 . 以 下 の 確 認 を す る 。 

• ア イ ド リ ン グ 回 転 数 

A 
ア イ ド リ ン グ 回 転 数 

1300rpm 

4 . 以 下 の 機 器 を セ ッ 卜 す る ( 

• C O テ ス 夕 ® 

• ア タ ッ チ メ ン 卜 ② 

要点 

’ サ ン プ リ ン グ ロ 一 プ の 挿 入 深 度 が 浅 い た 

め 下 記 の ア タ ッ チ メ ン ト を 使 用 し て 測 定 

する。 

75mm 450mm 

10mm 

11 Omm 

J 29 mm 

排気ガス取出口 

>COテスタの使い方は、COテスタ取扱説 

明書に従って行う。 

5 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• CO濃度 

標準CO濃度 

3.5 〜4.5% 

標 準 値 以 外 — 調 整 
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要点 パイ ロ ッ ト ス ク リ ュ の 微 調 整 を 行 う 

とアイドリ ング回転数が変動するので、ス 

ロッ トルス トップスクリュで調整しながら 

行う。 

6 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

• CO濃度 

CO濃度が標準値以内に入らない場合は、パイ 

ロ ッ ト ス ク リ ユ ① を 左 右 に 回 し て 微 調 整 を 行 

ない標準値以内に調整する。 

スロッ卜ルケ一フ、、ル2の遊び 

0 mm 

スロットルグリップツノ く外周部の遊び量 

3 〜 5 mm 

スロットルグリップツバ外周部の遊び量 

^ 〜 5 mm 

規 定 値 以 外 — 調 整 

2 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•フュエルタンク 

3 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

•スロットルケ一ブル2①のロックナット②を 

ゆるめ、アジヤス夕③でスロットルケ一ブル 

の遊びを0にする。 

4 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

•スロツトルケ一ブ、ルの遊び量 

スロットルケ一フ、、ル1①のロックナット②を 

ゆ る め ア ジ ヤ ス 夕 ③ で ス ロ ッ ト ル グ リ ッ プ ツ 

バ 夕 1 周 部 の 遊 び を 3 〜 5 mmに調整する。 

7 .再度アイドリング回転数、CO濃度値が標準値 

以 内 に 調 整 さ れ て い る こ と を 確 認 す る 。 

COテス夕を取外しエンジンを数回空ふかしし 

て 、 ア イ ド リ ン グ 回 転 数 に 変 化 が な い か 確 認 

する。 

スロットルケーブルの遊びの点検、調整 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

•スロッ卜 ル ケ 一 ブ ル の 遊 び 量 ① 

2-12 



• B) 

クラッチの点検、調整 

1 •以下の点検をする。 

• ク ラ ッ チ レ バ 一 先 端 部 の 遊 び 量 ① 

ク ラ ッ チ レ バ 一 先 端 部 の 遊 び 量 

10〜15mm 

規 定 値 以 外 — 調 整 

2•以下の調整をする。 

• ク ラ ッ チ レ バ 一 先 端 部 の 遊 び 量 

ロ ッ ク ナ ッ ト ① を ゆ る め ア ジ ヤ ス 夕 ② で 調 整 

する。（微調整はレバー側で行う。） 

3 . 調 整 後 、 ク ラ ッ チ の 作 用 を 確 認 す る 。 

エアクリーナエレメントの点検、清掃 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•サイドカノマー2 

•エアスクープ2 

•エアクリーナキヤップ① 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•エアクリーナエレメント① 

4 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

•エアクリ一ナエレメント 

破 損 、 損 傷 — 交 換 

オ イ ル 、 水 等 の 付 着 — 交 換 

要点 エ ア ク リ 一 ナ エ レ メ ン ト は 乾 式 不 織 

布 で す の で オ イ ル 、 水 等 を 付 着 さ せ な い よ 

うにする。 

点検 
調整 Wm —i—、、、、、 

i ノ ン ノ 
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ェ 
点検 
調整 p a 

5 • 以 下 の 清 掃 を す る 。 

•エアクリ一ナエレメン卜 

軽 く た た い て ゴ ミ 、 埃 を 落 す か 、 ま た は エ ア 

ガン①でエレメントネッ卜側よりエアを吹 き 

清掃する。 

エキゾ一ストパイプ、マフラの点検 

エ ン ジ ン 停 止 直 後 は エ キ ゾ 一 ス ト パ 

イ プ 、 マ フ ラ が 熱 い の で 点 検 は 、 冷 間 時 に 

行うこと。 

1•以下の点検をする。 

• リ ン グ ナ ッ ト 取 付 ボ ル 卜 

取 付 ボ ル ト の 緩 み の 有 無 、 排 気 ガ ス の 漏 れ の 

有無を点検する。 

リングナッ卜締付トルク 

丄.Okg • m 

緩 み — 増 締 め 

漏 れ — 増 締 め ま た は ガ ス ケ ッ 卜 交 換 

2 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• マ フ ラ 取 付 ボ ル ト ① ② 

各 ボ ル ト の ゆ る み の 有 無 、 マ フ ラ の 損 傷 の 有 

無を点検する。 

V マ フ ラ 取 付 ボ ル ト ① o. okg-m V 
マ フ ラ 取 付 ボ ル ト ② 4. Okg -m 

緩 み — 増 締 め 

損 傷 — 交 換 
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車体 

フロントブレーキの点検、調整 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• ブ レ ー キ レ バ 一 先 端 部 の 遊 び 量 ① 

ブ レ ー キ レ バ ー 先 端 部 の 遊 び 量 

ム 〜 o mm 

規 定 値 以 外 — 調 整 

2 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

• ブ レ ー キ レ バ ー 先 端 部 の 遊 び 量 

ロ ッ ク ナ ッ ト ① を ゆ る め ア ジ ヤ ス 夕 ② で 遊 び 

が、2〜5 m m に な る よ う に 調 整 す る 。 

•注意 引 き 具 合 が や わ ら か く 感 じ る 時 は ブ 

レ ー キ 液 漏 れ 、 エ ア 混 入 に よ る ブ レ ー キ の 

効 き 不 良 の 恐 れ が あ る の で 、 ブ レ ー キ 液 量 

の 点 検 、 ブ レ ー キ ホ ー ス 接 続 部 の 増 締 め ま 

たはエア抜きを行うこと。 

3 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• ハ ン ド ル を 左 右 に 切 っ た と き や 走 行 中 の 振 動 

で ブ レ ー キ ホ 一 ス 等 が 他 の 部 分 と 接 触 す る お 

それがないか点検する。 

接 触 等 の あ る も の — 修 正 

エア抜き 

ブ レ ー キ フ ル 一 ド に 関 連 す る 部 品 を 取 外 し た 場 

合 は 各 部 の 締 付 け を 確 認 し た 後 に 必 ず エ ア 抜 き 

を行う。 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• リ ザ — バ キ ヤ ッ プ 

•リザ一ノ《ダイヤフラム 

2 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•ビニールハ。イプ① 

ブ リ ー ド ス ク リ ユ ② の 先 端 に ビ ニ ー ル パ イ プ 

を 組 付 け 、 ビ ニ ー ル パ イ プ 先 端 に 受 皿 を 用 意 

する。 

3•ブレーキレバ一（ブレーキペダル）を数回作動 

させた後、ブレーキレバ一（ブレーキペダル） 

を一杯に握った（踏んだ）状態でブリードスク 

リ ュ を 約 ％ 回 転 ゆ る め て 再 び 締 付 け る 。 

要 点 ブ リ ー ド ス ク リ ュ を 締 付 け る ま で ブ 

レーキレバ一（ブレーキペダル）を放さない 
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車体 
点検 
調整 E V 

4.ブレーキレバ一（ブレーキペダル）を放し、数 

秒 後 に ゆ っ く り 数 回 ブ レ ー キ レ バ 一 （ ブ レ 一 

キペダル）を作動させ、ブリ一ドスクリュから 

ェア（気泡）が出なくなるまで繰返す。 

要点」リ ザ 一 バ タ ン ク に ブ レ ー キ フ ル 一 ド 

を補充しながら行う。 

_ ブ レ ー キ レ バ 一 （ ブ レ ー キ ペ ダ ル ） を 

握って（踏んで）ブレーキフル一ドの漏れが 

ないか点検すること。 

_ ブ レ ー キ デ ィ ス ク 、 タ イ ヤ 、 ホ イ 一 

ふ s と る し と o 

5 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•リザ一ノ《ダイヤフラム 

• リ ザ 一 バ キ ャ ッ プ 

ブレーキパッドの点検 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• ブ レ ー キ パ ッ ド 摩 耗 量 

•インジケ一夕①とブレーキディスク②のすき間 

す き 間 無 し — ブ レ ー キ パ ； ド 交 換 

リザーバタンク液量の点検 

1•以下の点検をする。 

• ブ レ ー キ 液 面 

リ ザ 一 バ キ ャ ッ プ ② 面 を 水 平 な 状 態 に し 点 検 

する。 

ロアレベル以下—フ、、レーキフル一ドをロアレ 

ベ ル ① 以 上 に 補 給 す る 。 

ヤマハブレーキフル一ド DOT # 4 

/上 Ŝ̂  

參 銘 柄 の 異 な る ブ レ ー キ フ ル ー ド の 混 合 使 

用をしないこと。 

• ブ レ ー キ フ ル 一 ド を 塗 装 面 、 プ ラ ス チ ッ 

ク 、 ゴ ム 類 に 付 着 さ せ る と 部 品 が 損 傷 す 

る の で 付 着 さ せ な い こ と 。 付 着 し た ブ レ 

ー キ フ ル 一 ド は 直 ち に 拭 き 取 る こ と 。 
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リヤブレーキの点検、調整 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• ブ レ ー キ べ ダ ル の 取 付 高 さ ① 

ブ レ ー キ ペ ダ ル 取 付 高 さ 

丄omm 

規 定 値 以 外 — 調 整 

2 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

• ブ レ ー キ ペ ダ ル の 取 付 高 さ 

ロ ッ ク ナ ッ ト ① を ゆ る め ロ ッ ド ② を ま わ し 、 

点 検 孔 ③ か ら ロ ッ ド 先 端 部 が 見 え る 範 囲 で 調 

整する。 

F ^ ^ 踏 み 具 合 が や わ ら か く 感 じ る 時 は ブ 

レ ー キ 液 漏 れ 、 エ ア 混 入 に よ る ブ レ ー キ の 

効 き 不 良 の 恐 れ が あ る の で 、 ブ レ ー キ 液 量 

の 点 検 、 ブ レ ー キ ホ ー ス 接 続 部 の 増 締 め ま 

たはエア抜きを行うこと。 

1.以下の点検をする( 

• ス ト ッ プ ラ ン プ の 点 灯 

ブレーキぺダルを13〜15mm踏み込んだとき、 

ス ト ッ プ ラ ン プ が 点 灯 す る か 点 検 す る 0 

13〜15mm踏み込んでも点灯しない—調整 

(アジャスタを回して調整する。） 

リヤス卜ップスイッチ① 

アジャス夕② 

リヤストップスイッチの点検 
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車体 

ドライブチェンの点検、調整 

要 点 j チ ニ ン の 洗 浄 は 水 ま た は 中 性 洗 剤 を 

使用し、給油はSAE30〜50のモータオイル 

を給油する。 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• た わ み 量 ① 

サ イ ド ス タ ン ド を 使 用 し た 状 態 で 、 前 後 ス プ 

ロ ケ ッ ト 中 央 で の た わ み 量 を 点 検 す る 。 

た わ み j i i 

30 〜40mm | 

说定肮以外—調整 

2 • 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• コ ッ タ ピ ン ① 

3 • 以 下 の 部 品 を ゆ る め る 。 

• キ ャ リ パ ブ ラ ケ ッ ト 締 付 ボ ル ト ② 

• キ ヤ ッ ス ル ナ ッ ト ③ 

4 • 以 下 の 調 整 を す る 。 

• た わ み 量 

• ア ジ ャ ス タ ① を 回 し て た わ み 量 を 調 整 す る 。 

I 要 点 I ア ジ ャ ス タ の 番 号 ② を 左 リ ヤ ア 一 厶 

側 、 右 リ ヤ ア 一 厶 側 同 じ 位 置 に 合 わ せ る 。 

5 • 以 下 の 部 品 を 締 付 け る 。 

• キ ヤ ツ ス ル ナ ツ ト ① 

• キ ヤ リ パ ブ ラ ケ ッ ト 締 付 ボ ル ト 

I禁止i 
• ス チ ー ム 洗 浄 は 行 わ な い こ と 。 

參 シ ン ナ 、 ガ ソ リ ン 等 の 揮 発 性 溶 剤 、 ワ イ 

ヤ ブ ラ シ を 使 用 し て 洗 浄 し な い こ と 。 

m ホ イ 一 ル ア ク ス ル ② の コ ッ タ ピ ン 穴 

と キ ャ ッ ス ル ナ ッ ト 凹 部 を 合 せ る 時 、 規 定 

の 締 付 ト ル ク で 締 付 け た キ ャ ッ ス ル ナ ッ ト 

をゆるめて合わさないこと。（増締方向で合 

わせること。） 

キャッスルナット 8.0kg-m 

キヤリパブラケット締付ボルト 4. 5kg-in 



車体 

6 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•コッタピン 

コッタピン 

孤 
ホイールの点検 

空気圧の点検 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• 空 気 ^ 

タ イ ヤ が 冷 え て い る と き 、 タ イ ヤ ゲ ー ジ を 使 

用して点検する。 

前 輪 1芡 $RB 

1 名 乗 車 
一 般 1 .50kg / cn f 1 .50kg /cn f 

1 名 乗 車 
高 速 1 .50kg /cn f 2. OOkg/cnf 

2 名 乗 車 一 般 1 .50kg /cn f 2. OOkg/cnf 

タ イ ヤ サ イ ズ 90/90-21 54S 120/90-17 64S 

指定タイヤ 
プリデストン T W 4 1 T W 4 2 B 

指定タイヤ 
ダンロップ 卜 u — ジ レ マ ッ ク ス 

90/90-21 54S 
卜 u — ジ レ マ ッ ク ス 
120/90-17 64S 

規 定 値 以 外 — 調 整 

ホイ一ルの振れ、がたの点検 

1 .以下の点検をする。 

• フ ロ ン 卜 ホ イ 一 ル を 淳 - か し て 、 ゆ っ く り 回 し 

異 状 な 振 れ 、 異 音 、 回 転 不 良 の 有 無 を 点 検 す 

る。 

異 状 な 振 れ — 修 正 ま た は 交 換 

異 音 、 回 転 不 良 — ホ イ 一 ル ベ ア リ ン グ を 交 換 



h f a i n a n 
2 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• タ イ ヤ の 両 端 に 手 を か け て 動 か し 、 ホ イ 一 ル 

ベ ア リ ン グ の が た の 冇 無 を 点 検 す る 。 

が た — ホ イ 一 ル べ ア リ ン グ を 交 換 

タイヤの点検 

1 .以下の点検をする。 

• 亀 裂 、 損 傷 、 局 部 的 な 異 状 摩 耗 、 残 り 溝 の 深 

さ、異物のかみ込みの有無を点検する。 

ウェアインジ ケ 一 タ ① 

ウェアインジ ケ 一夕表 示 マ 一 ク ② 

夕ィャ摩耗使用限度 

前後輪とも0.8mm 

ウ ェ ア イ ン ジ ケ 一 夕 の 現 わ れ た も の — 交 換 

ハンドル、ステアリングの点検 

1 .以下の点検をする。 

• ノヽンドル取付ボル卜の締付け具合を点検する。 

V ノ、ンドルアッノ、。ホルダ 

2. Okg-m 

2 . 以 ド の 点 検 を す る 。 

• フ ロ ン ト ホ イ 一 ル を 浮 か し た 状 態 で 、 フ ロ ン 

卜フォーク下部を前後に動かし、ステアリン 

グ部のがたの冇無を点検する。 

• ハ ン ド ル が 左 右 に F 1 ] 滑 に 動 く か 点 検 す る 。 

が た 、 作 動 不 良 — ス テ ア リ ン グ フ ィ ッ テ ィ ン 

グ ナ ッ 卜 の 締 付 具 合 の 調 整 
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調整 

1 . 以 下 の 部 品 を ゆ る め る 。 

• ノ、ンドルクラウン取付ボ、ルト① 

2 . 以 下 の 調 整 を す る 。 

•ステアリングフイッテイングナット② 

エキゾ一ストリング &ステアリングナットレ 

ン チ ③ を 使 用 し て 調 整 す る 。 

エキゾーストリング&ステアリングナットレンチ 

90890—01268 

フロン卜フォーク、アンダブラケットの点検 

1•以ドの点検をする。 

•フロン卜フォークの損傷、オ イ ル漏れの有 無 

を点検する。 

•フロン卜フォークを上 下 に 動 か し 、 曲 り 等 に 

よ る 異 音 の 有 無 お よ び ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 、 ケ 一 

ブ ル 類 と の 干 渉 の 有 無 を 点 検 す る 。 

損 傷 、 才 イ ル 漏 れ — 異 状 部 品 を 交 換 

曲り、異音一 

干 渉 の あ る も の — 修 正 

2 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

•ストッハ
。

① 

アンダブラケット部のストッパの変 形 、 損 傷 

の有無を点検する。 

変 形 、 損 傷 — ア ン ダ ブ ラ ケ ッ 卜 交 換 

リヤアームの点検 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• リ ヤ ア ー ム を 前 後 、 左 右 に 動 か し て が た の 有 

無を点検する。 

が た — ブ ッ シ ュ 、 ベ ア リ ン グ を 交 換 

リヤクッションの点検 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•シ一卜 

•エアスクープ2 

•サイドカノマ一2 
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車体 

2 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

リ ヤ ク ッ シ ョ ン 取 付 郃 ① の ゆ る み の 有 無 を ‘ 

検する。 

ゆるみ—悄締め 

リヤクッション上 

5. Okg • m 

2 •以下の点検をする。 

• ク ッ シ ョ ン よ り の 才 イ ル 漏 れ の 冇 無 を 点 検 す 

O O 

才イル丨Wれ—交換 

リヤクッシヨン初期スプリング荷重の調整 

1 .以下の調整をする。 

• 初 期 ス フ リ ン グ 荷 重 

ロ ッ ク ナ ッ ト ① を ゆ る め ア ジ ヤ ス 夕 ② を 回 わ 

すことにより初期スプリング荷重の調整力《で 

己るo 

ア ジ ャ ス 夕 締 め 込 む ス プ リ ン グ 同 く な る 

ア ジ ャ ス 夕 ゆ る め る スプリング柔らかくなる 

標 準 24omm 

調 整 範 囲 237.5〜248. 5mm 
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たときは直ちに多量の水 

で-;先う-

參目に入ったときは直ちに多量の水で充分に 

医師の治療を受ける。 

D A N G E R 
子供の手の届く所に•かないでください。 

KEEP SPARKS. FLAME. CIGARETTES AWAY 
ELOIGNE； LES ETIRCEllES. FLAMME, CIGARETTES 

バッテリーは引火性ガスを発生しますので、�

取扱いを誤ると爆発や大けがをすることがあ�

ります�

充霣時等:こ必ず守つていたたきたいこと�

•火気巌禁=ショートやスバークをさせたり、�

タバコ等の火気は危険（爆発）�

鲁バッテリー液（希硪酸）に注意=皮膚、目.�

衣服につくと危険（やけど，失明等）�

このバッテリーは 1 2 V 用で液量点検及び補水不要な密閉式です。次の点に特にこ 

注意下さい。 

眷充霣時等いかなる場合においても密封栓は絶対に外さないで下さい。 

( 密 封 栓 を 外 さ な い か わ り に ガ ス 排 気 弁 を 設 け て あ り ま す ） _ 

眷充霣状態の点検は、デジタルボルトメーターを用い *圧測定により行なって下 

さい。（規定電圧：12.8V以上) 

眷この *池は密閉タイプバッテリー装着車以外には使用しないで下さい。 

充•このバッテリーは密閉式です。密封栓は充電時でも外さないで下さい。 

,•補水は絶対しないで、充電時は12Vで下記電流と時間を守って下さい。 

^ [標準：0 . 9 A X 5時間又は急速：4 A X 1時間 j 

バッテリの点検 

1 •以下の部品を取外す。 

• サ イ ド カ ノ 1 

2.以下の点検をする。 

•ノぐソテリ夕一ミナルの緩み① 

緩み—増締め 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ノ s 、 ッ テ リ 

4 .以下の点検をする。 

• ノ、、ッテリ電圧 

二輪車用バッテリテス夕①を使用して点検す 

るo 

黄又は赤帯範囲—補充電 

要点 I リ ー ド 線 は 必 ず 先 に ㊀ リ — ド 線 、 次 

に © リ 一 ド 線 を 取 外 す 。 

終 完全充電時 緑帯範囲内 終 
充電不足時 黄又は赤帯範囲 

要 点 I 二輪バッテリテスタの使い方は、取 

扱説明書に従って行う（ 

電装 

3 

バ
ッ
テ
リ
丨
の
取
扱
い
に
J
注
意
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電装 
点検 
調整 

補充 fe 

A注意 

參火気厳禁。 

參蒸留水の補給は絶対にしないこと。 

參充電時でも密封栓は絶対に外さないこと。 

參充電はバッテリ単体で行うこと。 

參充電は必ず規定の電流及び電圧で行うこ 

と。 

參急速充電は緊急時以外は行わないこと。。 

參ノSッテリ交換時は従来型バッテリを使用 

しないこと。必ず密閉タイプバッテリを 

使用すること。 

• 補 充 電 は 規 定 の 電 流 及 び 電 圧 で 行 な う 。 

標準充電 0.9AX5日字間 

、 
急速充電 4 A X 1 時 間 

、 充電完广値 12.8V以上 

スパークプラグの点検 

fk寒Iプラグの取外しはシリンダヘッドの 
I J 

泥、ホコリを取除いてから取外す。 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• エ ア ス ク ー プ�

• ス パ ー ク プ ラ グ キ ヤ ッ プ 

• ス パ ー ク プ ラ グ 

2 •以下の点検をする。 

• 電 極 、 絶 縁 が い し の 汚 れ 、 焼 損 、 堆 積 物 

焼 損 — 交 換 

汚 れ 、 堆 積 物 — プ ラ グ ク リ ー ナ 、 ワ イ ヤ ブ ラ 

シ等で清掃 

3 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• 電 極 す き 間 

中 心 電 極 ① と 側 方 電 極 ② と の す き 間 ③ を 測 定 

する。 

電 極 間 の す き 間 

0 . 6 〜 0 . 7 m m ( 0 . 8 〜 0 . 9 m m ) 

規 定 値 以 外 — 側 方 電 極 を 曲 げ て 調 整 す る 。 

標準プラグ 

標 準 ブ ラ グ 

DR7EA 
DR8EA 

/DPR7EA-9\ 
VDPR8EA-9 ノ 

X22ESR-U 
X24ESR-U 

/X22EPR-U9X 
VX24EPR-U9/ 

メ ー カ NGK NIPPONDENSO 
) 内 の 電 極 す き 間 は 0 . 8〜0. 9匪 



^^ tJ t l , 電装 

スパークプラグの締付け 

• 指 先 で 一 杯 に 締 付 け て ① か ら 規 定 の 卜 ル ク ② 

で締付ける。 

\ スパークプラグ 

1.8 kg • m 

要 点 

••取f 

•丨規) 

寸 け 前 に ガ ス ケ ッ ト 、 プ ラ グ 表 面 を 清 

する。 

g の 締 付 卜 ル ク 以 上 に 締 付 け な い 

信号、照明の点検 

ハロゲンランプの取扱い 

A注意 

• へ ッ ド ラ ン プ 点 灯 中 及 び 消 灯 直 後 は バ ル 

ブ が 高 温 に な っ て い る の で 可 燃 物 や 手 を 

近づけないこと。 

• バ ル ブ が 冷 え る ま で 触 れ な い こ と 。 

注 意 」 バ ル ブ の ガ ラ ス 部 分 に 直 接 手 で触れ 

た り 、 オ イ ル を 付 着 さ せ る と 、 ガ ラ ス の 透 

明 度 、 バ ル ブ の 寿 命 、 明 る さ に 影 響 を 与 え 

る の で ア ル コ ー ル か シ ン ナ 一 で き れ い に 拭 

き取ること。 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• 電 気 配 線 に 損 傷 、 接 続 部 の 緩 み 、 ク ラ ン プ に 

緩 み が な い か 点 検 す る 。 

• へ ッ ド ラ イ 卜 、 テ 一 ル / ス ト ッ プ ラ イ 卜 が 点 灯 

するか点検する。 

•フラッシャを左右に作動させ、毎分60〜120回 

の 一 定 の 周 期 で 点 滅 す る か 点 検 す る 。 
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電装 
点検 
調整 Wm 

照射角の点検 

1•以下の点検をする。 

• へ ッ ド ラ イ 卜 の 明 る さ 、 照 射 方 向 、 角 度 に 異 

状 が な い か 、 壁 な ど に 照 射 し て 点 検 す る 。 

照 射 角 度 に 異 状 が あ る と き は 照 射 方 向 調 整 ス 

ク リ ユ を 左 右 に 回 し て 調 整 す る 。 

調 整 用 ス ク リ ュ ① 

計器の作用 

1 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• 走 行 し て ス ピ ー ド メ ー タ の 指 針 が 速 度 に 応 じ 

て滑 らかに追 従 するか点 検 する。 

•夕コメ一夕の指針がェンジン回転数に応じて 

滑 ら か に 追 従 す る か 点 検 す る 。 

/ 
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j:ンジン取外しIエンジン[_%， 
9•以下の部品を取外す c 

[ 要点 j エ ン ジ ン を 取外す前 に 、ワイヤハ 一 

ネス、ケーブル、パイプ類の外し忘れがな 

いか確認すること。 

• エンジン 

左側へ取外す。 
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エンジン勢®，Iエンジン分解 



6 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

•ストッノ、。ガイド1① 

•カムチエンスプロケット取付ボルト② 

7 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• カムチェンスプロケット① 

•カムシャフト② 

| 要 点 丨 カ ム チ ェ ン が ク ラ ン ク ケ ー ス 内 に 脱 

落 し な い よ う に 針 金 等 で 結 ん で お く 。 

8•以下の部品を取外す。 

• シリンダへッド① 

•シリンダへッドガスケット 

シリンダ、ビストンの取外し 

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

[ 要 点 1シリンダを取外すとき、泥、ホコリ等 

が エ ン ジ ン 内 に 入 ら な い よ う に 注 意 す る 。 

• シリンダ① 

•シリンダガスケット 
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2•以下の部品を取外す。 

• ピ ス ト ン ピ ン ク リ ツ プ ① 

• ピ ス ト ン ピ ン ② 

• ビ ス ト ン ③ 

要 点 

ース f 

ノマ一； 

ビストンピンクリップをクランクケ 

勺に脱落させないようにウェス等で力 

をしておく。 

1ふ 

し 

意ビストンに損傷を与えないよう注意 

て取外すこと。 

3•以下の部品を取外す。 

• ピ ス ト ン リ ン グ 

• オ イ ル リ ン グ 

ピ ス ト ン リ ン グ の 合 口 を 開 き 、 合 口 の 反 対 方 

向より取外す。 

クラッチの取外し 

1•以下の部品を取外す。 

•クランクケースカノく一 3 ① 

• 才 イ ル ホ ー ス 2 ( 5 ) 

2 •以下の部品を取外す。 

• プ レ ッ シ ャ プ レ 一 ト 

ウ イ ズ ワ ッ シ ヤ ス ク リ ュ を 対 角 線 に 交 互 に ゆ 

るめて外す。 



エンジン分解エンジン%售 



エンジン%蓍エンジン分解 
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3•以下の部品を取外す。 

•クランクケース締付スクリュ 

2 〜 3 回 に 分 け て ゆ る め 取 外 す 。 
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3 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•シリンダへッドカノべ、一 

\ シリンダへッドカノく一 

1.Okg • m 

要 点 

して為 

カムシ ャ フトが回らないように注 意 

蹄付ける。 

4 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• 才 イ ル ク リ ア ラ ン ス 

シリ ン ダ ヘ ッ ド カ バ 一 を 外 し 、 プ ラ ス チ ゲ ー 

ジ ① の つ ぶ れ た 巾 の 一 番 広 い 箇 所 を 測 定 す る 。 

終 標準才イルクリアランス 使用限度 終 0.020〜0.054mm 0.10mm 

※ 使 用 限 度 以 上 — カ ム シ ャ フ ト を 交 換 し て 再 度 

点検 

再 度 点 検 し て ” カ ム シ ャ フ ト 、 シ リ ン ダ へ 

使 用 限 度 以 上 」 ッ ド 、 シ リ ン ダ へ ッ ド カ バ 

エンジン部品の点検エンジン%蓍 

— を 父 換 



2.以下の点検をする。 

• シ リ ン ダ 

シリンダゲージ①を使用して、ピストンピン 

の軸方向aとその直角方向bのそれぞれA，B， 

C の 6 か 所 を 測 定 す る 。 

摩耗量ニ 6 か 所 測 定 の 最 大 値一最 小 値 

シリンダ内径標準値 87.00〜87.02mm 

ゆ シリンダ内径使用限度 o/.10mm 
_ 、 内径A、B、C差限度 0. Oomm 

限度以上—ボーリング加工または交換 

於 
シリンダゲージ 

90890—03017 
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7 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

•コネクテイングロッドのが、た 

ピストンピンをコネクテイングロッド②の/ J 、 

端 部 に 組 付 け 、 が た が な く 、 ス ム ー ズ に 回 転 

するか点検する。 

がた、スムーズに回転しないときはピストン 

ピ ン を 点 検 し 、 異 状 の あ る も の を 新 品 と 交 換 

して再度点検する。 

ビストンリングの点検 

1 .以下の点検をする。 

• ビ ス ト ン リ ン グ 合 口 す き 間 

ビストンリング①をシリンダス力一ト部より 

約10mmシリンダ内に押し込んだ位置でビスト 

ンリング合口すき間を点検する。 

八A 

、 

合口すき間標準値 使用限度 八A 

、 
トップリング 
セ カ ン ド リ ン グ 0. 3〜0. Dmm 1.0mm 

八A 

、 
才 イ ル リ ン グ 0.2 〜0.9mm 1.Dmm 

使 用 限 度 以 上 — 交 換 

2 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• サ イ ド ク リ ア ラ ン ス 

シ ッ ク ネ ス ゲ ー ジ ① を ビ ス ト ン リ ン グ 溝 の 底 

まで届くように入れ、ビストンサイドクリア 

ランスを測定する。 

ゆ 
\ 

サイドクリアランス標準 使用限度 

ゆ 
\ 

トップリング 0.04 〜0.08mm 
0.15mm ゆ 

\ セカンドリング 0.03 〜0.07mm 
0.15mm 

使 用 限 度 以 上 — 交 換 

匕要_点1測定は一か所だけでなく、数か所行 

なうこと。 

※ 才 イ ル リ ン グ は 組 合 わ せ リ ン グ を 使 用 し て い 

る の で ス ぺ 一 サ に よ り 上 下 の レ 一 ル と リ ン グ 

溝 と の 間 に は ク リ ア ラ ン ス は 0 が 基 準 で あ る c 

クリアランスが僅かでもあれば交換する。 

エンジン^»エンジン部品の点検 
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ビストンクリアランスの点検 

ビストンクリアランス標準値 

0.045〜0.065mm 

1 . フ イ ラ ゲ ー ジ を 使 用 す る 方 法 

• フ イ ラ ゲ 一 ジ ① 

• ビ ス ト ン ② 

ビストンおよびフイラゲ一ジをビストンピン 

と ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 軸 が 平 行 に な る よ う に 

入 れ 、 フ イ ラ ゲ ー ジ の 引 き 抜 き 具 合 に よ り ピ 

ス ト ン ク リ ア ラ ン ス の 適 否 を 判 断 す る 。 

2 . シ リ ン ダ 内 径 、 ピ ス ト ン 外 径 を 測 定 す る 方 法 

エンジン部品の点検ヱンジン、珍 
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エンジン部品の点検 



オイルポンプ点検 

1 .以下の点検をする。 

• イ ン ナ ロ 一 夕 と ア ウ 夕 ロ 一 夕 の 隙 間 囚 

• ア ウ 夕 ロ 一 夕 と ロ 一 夕 ハ ウ ジ ン グ の 隙 間 面 

• ロ ー タ 端 面 と ロ ー 夕 ハ ウ ジ ン グ 端 面 の 隙 間 回 

インナロ一夕① 

アウ夕ロー 夕② 

ロ — 夕 ハ ウ ジ ン グ ③ 

愛 
標 準 隙 間 使用限度 

愛 
囚 0.03〜0.08mm 0.lomm 

愛 掘 0•丄2mm 0.15mm 愛 
回 0.03〜0.08mm 0.lomm 

使 用 限 度 以 上 4 交 換 

4 - 28 

315-001 

エンジン部品の点検 Iンジン I 

囡 

回 

穩
*
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クランクシャフ卜の点検 

1 .以下の点検をする。 

要 点 

て測う 

クランクシャフトをゆっくりまわし 

定すること。 

• ク ラ ン ク シ ャ フ ト の 振 れ 

《 
クランクシャフト振れ標準値 

0.03mm 

振 れ 標 準 値 以 上 — 交 換 



エンジン部品の点検エンシン%蓍 
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2•以下の点検をする 

ギ ヤ 3 ① 

偏摩耗、損傷—交換 

動きの悪いもの 
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2 .以下の部品を組付ける。 

• ド ラ イ ブ ア ク ス ル ① 

• 各 ホ イ 一 ル ギ ヤ ② 

• サ 一 ク リ ッ プ ③ 

サ ー ク リ ッ プ 組 付 け 方 は P 1 - 7 参 照 。 

3 .以下の部品を組付ける。 

•メインアクスルCD 

•各ピニ才ンギヤ② 

•サークリップ③ 

サ ー ク リ ッ プ 組 付 け 方 は P 1 - 7 参 照 。 

4 .以下の部品を組付ける。 

•メインアクスル① 

• カ ラ 一 ② 

•ドライブアクスル③ 

5 .以下の部品を組付ける。 

•シフトカム① 

•シフトフオーク1② 

•シフトフオーク2③ 

•シフトフオーク3④ 

シフトフオークはNo•の付いた方をマグネト側 

に向けて組付ける。 

6 .以下の部品を組付ける。 

• シ フ ト フ オ ー ク ガ イ ド バ ー 

7 .以下の点検をする。 

• シ フ トカムを回 転 さ せ 、 シ フ ト フオーク、メ 

インアクスル、ドライブアクスルがスムーズ 

に回転するか点検する。 

クランクシャフ卜、卜ランスミッション、シフ卜カム、シフ卜フォークエンンノ 
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_ - 、 へ ^ ^ ^ 

クランクシャフ卜、卜ランスミッション、シフ卜カム、シフ卜フォークエノンノ 
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ACマグネ卜エンジン 

ネ 卿 ロ ロ ロ�

ACマグネ卜 

①ステ一夕Ass ’y 
②ロ 一夕 Ass’y 

締 付 卜 ル ク 0 . 7 k g - m 
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エンジン 
A C マ グ ネ 

スタータクラッチ、A Cマグネ卜の組付け 

1 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•スタ一夕クラッチアウ夕① 

•ワンウェイクラッチ② 

.ひ 

2 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

•スタ一夕クラッチAssy 

スタ一夕クラッチAss，yをロ一夕に組付ける 

スタ一夕クラッチAss’y 
^. Okg • m 

3 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 

• プ レーンワ ッ シャ① 

• ベ ア リ ン グ ② 

• ギ ヤ 3 ③ R D 

4 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

• ウ ッ ド ラ フ キ ① 

• ロ 一 夕 ② 

ウ ッ ド ラ フ キ 一 と ロ 一 夕 の 溝 と を 合 わ せ ギ ヤ 

3③を反時計方向に回転させながら組付ける c 

5 . 以 下 の 部 品 を 締 付 け る 。 

• ロ 一 夕 ① 

シ一ブホルダ②で回り止めをして締付ける 

(?) 

Id . 0kg -m 

シ一ブホルダ 

90890—01701 
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エンジン 
シフ卜シャフ 卜 

構成部品 
シフ卜シャフ卜 

①シフトレバーAss，y ⑥シフトペダル A s s y 

②トーシヨンスプリング ⑦シフトペダルカバー 

③シフトシャフトA s s ' y 

© シ フ ト シ ャ フ ト 2 Ass ’y 

⑤才イルシール 

4-47 





4-49 



4-50 



エンジン勢®，クラッチ 
4.以下の部品を組付ける。 

|要点 ]フ リ ク シ ョ ン プ レ ー ト 、 ク ラ ッ チ プ 

レートにエフヱロオイルXを塗布し、交互 

に組付け奧から2番目にはクッションリン 

グを組付ける。 

^ 眚 
‘ し 一 

フリクシ 3 ンプレートは組付け順序 

に注意する こと O 
1 枚 目 t = 2 . 8 内径小 

2 枚 目 t = 3 _ 0 内径大 

3 枚 目 t = 2 . 8 内径小 

4 枚 目 t = 2 . ,8 内径小 

5 枚 目 t = 2 . ,8 内径小 

6 枚 目 t = 2 . ,8 内径小 

7 枚 目 t = 2 . ,8 内径小 

8 枚 目 t = 3 . .0 内径大 

• フ リ ク シ ョ ン プ レ ー ト ① 

• ク ラ ッ チ プ レ ー ト ② 

• ク ッ シ ョ ン リ ン グ ③ 

以下の部品を組付ける 

ロッ卜、、2① 

6.以下の部品を組付ける。 

• プ ッ シ ュ ロ ッ ド ① 

プレッシャプレ一ト②に仮組付けする。 



クラッチエンジン勢®， 



締付トルク2.2kg.m 

締付トルク2 

S
M
H
0
 

a 

1 
ざ 

@ 

レク 締付 

3 
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締 付 ト ル ク I . O k g . m 
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4 .以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

| 要点 |バルブスプリングコンブレッサは、 

必 要 以 上 に 強 く 締 付 け な い こ と 。 

• ノズルブコッ夕① 

ノマルブスプリングコンプレッサ②を使用して 

バルブコッ夕を組付ける。 

5.バルブステム端に木片をあて、軽くたたきノ《ル 

ブコッ夕を安定させる。 

i i i i 慧 目 | 強 く た た い て バ ル ブ や 他 の 部 品 に 損 

傷 を 与 え な い こ と 。 
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シリンダへッド、バルブ、カムシャフ卜、チェンエンジン 







1 1 .以下の部品を組付ける。 

•シリンダへッドサイドカノぐ一2 

•シリンダへッドサイドカノべ、一3 

•夕コメ一夕ギヤユニット 

エンジン%,シリンダへッド、バルブ、カムシャフ卜、チェン 
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エンジンエンジンの組付け 



エンジン シンの組付け 

バッテリ㊀リード線の組付け 

以下の部品を組付ける。 

バッテリ㊀リード線① 

エンジンオイルの注入 

サイドカバーの組付け 

•フュエル夕ンクの組付け 





#ブレタ 

第 5 章 _ 
キャブレタ編 



型 式 Y26PV 

刻 印 4DW00 
ベ ン チ ュ リ 口 径 プ ラ イ マ リ セカンダリ ベ ン チ ュ リ 口 径 

�26相当 妗28相当 
メ イ ン シ エ ッ 卜 #108 #96 

メ イ ン ノ ズ ル <f> 2. 600 i> 2. 590 

ン エ ツ 卜 ニ 一 ド ソ レ #5D90 #5Y15 

ク リ ッ プ 段 数 

メ イ ン エ ア ジ エ ッ ト ダ1.0 

パイロットスクリュ戻し回数 3 

パ イ ロ ッ 卜 ジ ェ ッ 卜 #48 
ハ。イロットエアジェット 1.0 
スタータ 

ン ェ ッ ト GS1 #76 
/由回高さ フュエルレベル 8〜10酬（H寸法26〜28圓） 

ア イ ド リ ン グ 回 転 数 1300rpm 

キャブレタ� キャブレタ 

構成部品 
キ ャ ブ レ タ 

①キャブレ夕 A s s ’ y 

② ガ ス ケ ツ ト 

③ ダ イ ヤ フ ラ ム セ ツ ト 

④ カ バ ー 1 

© ス テ 一 プ レ ー ト 

⑥ カ ラ ー 

⑦ ス 夕 一 夕 セ ツ ト 

⑧ パ ィ プ 

® ス ク リ ュ プ ラ グ 

(K)フロー トピン 

© メ イ ン ジ ェ ッ ト . 

© メ イ ン ノ ズ ル 

@ ガ ス ケ ッ ト 

(Q)ニー ドルノベ、ルブ、セツト 

©フロートチヤンノ《セツト 

⑩ フ ロ 一 ト 

⑩ ノ 、 。 イ ロ ッ ト ジ ェ ッ ト 

⑩ ノ 、 。 イ ロ ッ ト ス ク リ ユ セ ッ ト 

@ ガ ス ケ ッ ト 

⑩スロットルノくルブ1 

© ニ ー ド ル セ ッ ト 

@ ケ ー ブ ル コ ネ ク 夕 

( g ) スロットルスクリユセット 

ドレンバ、ルブ 

メインジェット 

© メ イ ン ノ ズ ル 2 

@ダイヤフラム A s s ， y 

@ ス プ リ ン グ 

� パ ィ プ 

⑩ ニ ー ドルセット 

I
s
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キャブレタ キャブレタ�

キャブレ夕の取外し 

1 .以下の部品を取外す。 

•キャブレ夕A s s ' y ( P 4 - 2参照） 

キャブレタの分解 

1 .以下の部品を取外すC 

•アツノ、。フ。レ—ト① 

• ロアプレート② 

2 .以下の部品を取外す。 

•ホ一ス① 

プライマリ、セカンダリキャブレ夕連結ホ一 

スをタトし、キャブレ夕を分離する。 

3 . 以下の部品を取外す。 

•スタ一夕プランジャ① E 

4 . 以下の部品を取外す。 

•ミキシングチヤンノ《キヤツプ 

•ケーブルコネクタセツトスクリュ① 
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キャブレタ 
キャブレタ 

(OA 

5 •以下の部品を取外す。 

•ナット① 

•スロットルシャフト② 

矢印方向に取外す。 

要 占 スロットルシャフト取外し時、スフ。 

リングが回わるので注意して行う。 

6 .以下の部品を取外す
c 

•ケーブルコネク夕CT) 

7 .以下の部品を取外す。 

• ス ク リ ュ ① 

• ニ一ドルセット② 

8 .以下の部品を取外す。 

•フロ一トチヤンノ<ホ、デイ 

•フロートピン① 

•フロ一ト② 

• ニ一ドフレノ^レフT5) 

9 .以下の部品を取外す
c 

• メインジェット① 

•メインノズル② 

•バルブシ一ト③ 
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キャブレタ 

1 0 .以下の部品を取外す。 

• ノ 、 。 イ ロ ッ ト ス ク リ ユ ① 

• ノ、。イロットジエット② 

• ガスケット③ 

キャブレタ 

11.以下の部品を取タトす。 

•ダイヤフラムカバ一① 

•ダイヤフラムスプリング② 

•ダイヤフラム A s s ’ y ③ 

1 2 .以下の部品を取外す。 

• ニ一ドルノくルフ、、セット① 

1 3 .以下の部品を取外す
c 

•カノ《一① 

•スプリング② 

•ダイヤフラム③ 

1 4 .以下の部品を取外す。 

• 口 ッ ド ① 

•エアノくルブスプリング 

1 1 1 
L" “ 
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抑 ブ レ タ 4 キ ャ ブ レ タ _ 

1 5 .以下の部品を取外す。 

•ドレンノマルブ① 

•メインジエット② 

• メ イ ン ノ ズ ル 2 ③ 

注 意 | 針 金 等 を 通 し て 清 掃 し な い こ と 

注 意 j 針 金 等 を 通 し て 清 掃 し な い こ と
( ‘—••• 

キャブレ夕の点検 

1 .以下の点検をする。 

•ミキシングボデイ 

•フロ一トチヤンノくボ、デイ 

各通路のつまりの有無の点検 

つ ま り — エ ア を 通 し て 清 掃 

2 .以下の点検をする。 

• ノぺ、ルブシ一ト① 

• ニ ー ドルノくルフ、、② 

損 傷 、 段 付 摩 耗 — 交 換 

3 .以下の点検をする。 

• メインジェット① 

• ノ 、
0

イ ロ ッ ト ジ ェ ッ ト ② 

• ノ 、
0

イ ロ ッ ト ス ク リ ユ ③ 

• メ イ ン / ズ ル ④ 

• メ イ ン ノ ズ ル 2 ⑤ 

損 傷 、 摩 耗 — 交 換 

つ ま り — エ ア を 通 し て 清 掃 

丨藝 

① 

；1111：�
ご., "‘、： 

、 

m ⑧ 
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キャブレタ抑ブレタ等 

4.以下の点検をする。 

• フ ロ 一 ト 

損傷、亀裂、変形—交換 

5.以下の点検をする。 

•ダイヤフラム 

ピンホ一ル、損傷—交換 

注 翠 

•スタータジエツトは庄入されているので 

取外しは不可。 

朴針金等を使用して清掃しないこと。 

6.以下の点検をする。 

• ニ 一 ド ル 

曲り、摩耗—交換 

7.以下の点検をする。 

•スター夕ンエツ卜 

つまり—エアを通して清掃 

8.以下の点検をする。 

•スロツトフレノ《フレフ、、① 

• ニ一ドル② 

摩耗、損傷—交換 

5-6 
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キャブレタ キャブレタ 

_ 囊 _ 一 一 , 
_ _ _ _ _ _____ 

暴 • ぶ よ 

、 # ; デ ： — し 

9 .以下の点検をする。 

•ス夕一夕フ°ランシ、ャ 

摩耗、損傷ヰ交換 

1 0 .以下の点検をする。 

•ダイヤフラム 

ピンホ一ル、損傷 —交換 

キャブレ夕の組立て 

1 .以下の部品を組付ける
( 

• O リング① 

•バルブシ一ト② 

2 .以下の部品を組付ける, 

• O リング① 

• メインノズル② 

3 .以下の部品を組付ける。 

•ガスケット① 

• ノ 、
0

イ ロ ッ ト ス ク リ ユ ② 

• ノ 、 。 イ ロ ッ ト ジ ェ ッ ト ③ 

• メインジェット④ 



キャブレタ抑ブレタ�

4 .以下の部品を組付ける。 

• ニ一ドルバ、ルブ、① 

•フロ一ト② 

•フロートピン③ 

5.以下の点検をする。 

•簡易油面寸法（ H 寸法） 

要点」フロートを一担持ち上げ、ニ一ドル 

バルブの先端とアームがわずかに触れる位 

置で点検する。（左右共点検し、同じ値にす 

る。） 

簡易油面寸法（H寸法） 

26〜28mm 

規定値以外 —調整 

6.以下の調整をする。 

•簡易油面寸法 

ア一ム①を曲げて調整する( 

7.以下の部品を組付ける。 

O リング 

O リング① 

フロ一トチヤンノ《② 
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#ブレタ 
キャブレタ 

8 •以下の部品を組付ける
( 

• ニ一ドルセット（J) 

• ケーブルコネク夕⑨ 

9 .以下の部品を組付ける。 

•スロットフレノ^レフ、、1Ass，y① 

1 0 .以下の部品を組付ける。 

•スロットルシャフト① 

スロットルシャフ卜の穴とケ一ブルコネクタ 

の穴②を合わせて組付け、スクリュを締付け 

る。 

1 1 •以下の部品を組付ける。 

•カラ一① 

• プ — リ ② 

•ミキシングチヤンバキヤップ 

1 2 .以下の部品を組付ける
c 

•エアノ《ルブスプリング 

• ロッド① 

5 
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キャブレタ &ブレタ�

1 3 .以下の部品を組付ける。 

•ダイヤフラム① 
•スフ°リング② 

•カノく一③ 

ダイヤフラムの凸部とミキシングチャンバボ 

デイの凹部に合わせて組付ける。 

1 4 .以下の部品を組付ける。 

•スター夕プランジヤ① 

1 5 .以下の部品を組付ける
( 

• ニー ドルセット① 

1 6 .以下の部品を組付ける。 

•ダイヤフラムA s s ’ y ( D 

• ダイヤフラムスプリング② 

•ダイヤフラムカバー③ 

ダイヤフラムAss，yの凸部とミキシングチャン 

バボディの凹部に合わせて組付ける。 

17 .以下の部品を組付ける( 

• メ イ ン ノ ズ ル 2 ① 

• メインジェット② 

•ドレンノくルブ③ 

① 

え③ 
u 念ン 
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M ブ レ タ . キ ャ ブ レ タ 

1 8 .以下の部品を組付ける。 

•ホース① 

•プライマリキャブレ夕② 

•セカンダリキヤブレ夕③ 

プライマリキャブレタの全開調整 

1 .以下の点検をする。 

•スロットルバルブを全開にしたとき、トップ 

ミキシングチヤンノくとスロットルノ くルブ底面 

との間が0 〜 0 . 1 m mあるか点検。 

0〜0.1mm以タト—調整 

2 .以下の調整をする。 

•プライマリキャブレ夕の全開調整 

ロックナット①をゆるめ、アジャス夕②で雷周 

整する。 

調整後口ックナットを確実に締付ける。 

セカンダリキャブレタとの同調調整 

1.フ。ライマリキヤフ、、レ夕とのスロッ卜ルノくルブ、 

を 7 mm開\。 
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キャブレタ キャブレタ 

2•スロットルノつレブを7 m m開いたとき、プライ 

マリスロットルシャフト①カ《セカンダリスロ 

ッ卜ルプッシュレバ一②に当るよう同調スク 

リュ③で調整する。 

3 . 以下の確認をする。 

•スロツ卜ルノ<ルブ、2 (D 

スロットルを全開にしたときスロッ卜ルノくル 

ブ 2 が 水 平 （ A = B ) に な る か 確 認 す る 。 

キャブレタの組付け 

1 .以下の部品を組付ける。 

•キャブレ夕（ P 4 - 6 8参照） 

フュエルレベルの点検 

1 .以下の機器を組付ける。 

• フ ュ エ ル レ ベ ル ゲ ー ジ ① 

キャブレ夕ドレン排出ロに組付ける C 

フュエルレベルゲージ 

90890-01312 

2 .フュエルコックレバーを「 O N 」の位置にする。 

3 . 以下の点検をする。 

•フユエフレレべノレ 

フロー トチヤンノ <とミキシングチヤンノ s;、ボデ 

イにフュエルレベルゲージを合せ、油面②を 

g冗みとる。 

フュエルレベル基準値 

8 〜10mm 

規準値以外 —フロートアーム③を曲げて調整。 
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車体 知® 

第6章 



フロン卜ホイール 

フロン卜ホイ一ノレ 

①ホイ一ルアクスル 

②カラー 

③ハブダストカバー 

© オ イ ル シ ー ル 

© ベ ア リ ン グ 

⑥スペーサ 

⑦夕ィャ 

⑧ ギ ヤ ユ ニ ッ ト A s s ' y 

⑨フロントノ、ブ、 

⑩リム 

⑪プラグ 

©ホイールノマランサ 

© フ ロ ン ト ス ポ ー ク セ ッ ト 

@リムノマンド . 

⑮チ- ブ 



フロン卜ホイール� 車体 c^y® 

フロン卜ホィールの取外し 

スタンドを使用してリヤアームを固定し、エ 

ンジン下部にジャッキまたは台を置いてから 

行ぅ。 

し以下の部品を取外す。 

•ディスクカノ ① 

•スピ一ドメ一タケ一ブル② 

2 .以下の部品をゆるめる。 

•アクスルホルダ締付ナット① 

3 .以下の部品を取外す。 

•ホイ一ルアクスル① 

• フ ロ ン ト ホ イ 一 ル 

g . .意 I取外したホイールは倒したり、ぶつ 

けたりしてブレーキディスク等に損傷を与 

えないようにして取扱うこと。もしブレ一 

キディスクに損傷を与えた場合は交換する 

ブ し 
し し 。 

4 •以下の部品を取外す
c 

•ギヤユニット 



車体 c^y® フロン卜ホイール�

フロン卜ホイ一ルの点検 

1 .以下の点検をする。 

•ホイ一ルの縦振れ① 

•ホイ一ルの横振れ② 

ホイールをゆっくり回転させ点検する
( 

振れ限度 
縦方向 

横方向 
2】 

限度以上 —修正または交換 

2 •以下の点検をする。 

•スポークの張り具合 

ホイ一ルを回転させドライバ等で点検する
0 

ゆ る ん で い る も の — ホ イ 一 ル の 振 れ を 点 し 

ながら増締め。 

3 •以下の点検をする。 

•ホイールベアリングのがた、異音 

が た 、 異 音 — 交 換 

4 .以下の点検をする。 

•カラーの段付摩耗 

段付摩耗 —カラ一、オイルシールをセットで 

交換 

4 
^ ~ ^ n 1 1 If rk /t-l 

1 LXU 

5 .以下の点検をする。 

•ホイ一ルアクスルの曲り 

ホイ一ルアクスルの曲り限度 

0.乙omm 

曲 り 限 度 以 上 — 交 換 

ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ の 数 値 の K が 曲 り の 

値 で あ る 。 
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フロントホイ一ル車体c ^ y ® 
メータクラッチ、ギヤユニットの点検 

1 .以下の点検をする。 

• メータクラッチ① 

•ギヤュニット② 

凹凸部の損傷、変形、偏摩耗—交換 

2.以下の点検をする。 

•ギヤュニットAss，y 
回転不良 —交換 

フロン卜ホイールの組立て 

1 .以下の部品を組付ける。 

•ベアリング① 

• ス ぺ ー サ ② 

•オイルシ一ル③ 

ベアリングおよびオイルシールリップ部にグ 

リースを塗布し、右側のベアリングより組付 

け、スペーサ、左側ベアリング、オイルシー 

ルを組付ける。 

[ 要 点 丨 

•ベアリングはアウタレースに力を加えて、平 

行に打ち込む。 

•ベアリングはサイズ記号の記入された方を外 

側に向けて組付ける。 

以下の部品を組付ける。 

ギヤユニットAss，y① 

ギヤユニツトA s s， yの凹部をホイ一ルハブの 

凸部に合わせて組付ける。 

3 .以下の部品を組付けるo 

•カラー 
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車 体 切 ® フ ロ ン ト ホ イ — ル�

ホイールバランス調整 

•点検、調整は以下の順序で行なう。 

1 •古いバランスウヱイトを取外し、ホイールが 

軽く回るホイ一ルバランス台にセツ卜する。 

2 •ホイールを左右に少しずつ回して、一番重い 

点を以下の順序で捜す。 

a . 重いと思われる点、 X 点を左図の位置まで 

回して手を離すと左（矢印）方向に回転す 

る。（A) 

b . 次に X 点を左図の位置まで回して手を離す 

と右（矢印）方向に回転する。（B ) 
c . a 、 b を数回繰返し行い、 X 点を下端の Y 

点に近づける。 

3 . —番重い点（X点）の反対側（Z点）にノくラ 

ンスウヱイトを取付ける。（C ) 

( Z 点）につりあうまでバランスウヱイ卜を 

つける。（D) 

4 •バランスウヱイト取付け後、左図の4ヶ所の 

位置（ X 点）で手を離すと、どの位置でも静 

止またはゆっくり回転するように調整されて 

いることを確認する。（E ) 
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フロン卜ホイール� 車体 ^y® 

フロン卜ホイールの組付け 

- I .以下の部品を組付ける。 

•フロントホイール 

ギヤユニッ卜のストッノ、。一咅口とフロントフ才 

—クの突起部を合わせて組付ける。 

2 .以下の部品を組付ける。 

•ホイールアクスル① 

ホイ一ルアクスルを右側より組付け、規定の 

トルクでネ帝付ける。 

X ホイ一ルアクスル 

5. Okg -m 

3 •以下の部品を締付ける。 

•アクスルホルダ 

規定の卜ルクで締付ける( 

アクスルホルダ綿付ナット 

0. 8kg-m 

4 •以下の部品を組付ける。 

•スピードメ一夕ケーフ、、ル 

5 •以下の点検をする。 

•ホイ一ル引摺トルク 

ノぺ、ネバカリ①を使用し、ホイ一ルを浮かした 

状態で引摺トルクを点検する。 

6 .以下の部品を組付ける。 

•ディスクカノく一 

7 . スタンドおよびジャッキ、台等を取り除く。 

8 •以下の点検をする。 

•ブレーキの効き具合 

•ブレーキレノ《一の遊び 

•スピ一ドメ一夕の作動 
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ホイーソレの 

振 れ 限 度 

縦 方 向 
2mm 

ホイーソレの 

振 れ 限 度 横 方 向 
2mm 

ホイールアクスルの曲りの限度 0. 25mm 

4. 5kg _ m 

SD-30-52-8-1 

締付トフ丨 

車体 リヤホイール 

構成部-ロ-p p 

リヤホイール 

①コッ夕ピン 

②チェンプラー2 

③キャリノ、。ブラケット 

@ カ ラ ー 

⑤ハブダストカノマー 

® オ イ ル シ ー ル 

⑦ベアリング 

⑧スペーサフランジ 

⑨スペーサ 

⑩ワッシャ 

© オ イ ル シ ー ル 

©ホイ一ルカラー 

© チ ェ ン プ ラ ー 

@ ホ イ 一 ル ア ク ス ル 

© チ ェ ン 

© ベ ア リ ン グ 

©ドリブンスプロケット 

© ホ イ 一 ル カ ラ 一 

@ ク ラ ッ チ ハ ブ 

⑩ダンハ。 

� タ ィ ャ 

� プ ラ グ 

@リヤスポークセット 

@ホイールノマランサ 

� リ ャ ハ ブ 

リムノマンド 

� リ ム 

チュ一ブ 

New 

{ 

© 
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リヤホイ一ル車体 

リヤホイールの取外し 

1.リヤアームをレーシングスダンド等で支え、 

リヤホイ一ルを浮かしてから行なう。 

2.以下の部品をゆるめる。 

•キヤリノ、。ブラケット取付ボルト① 

3.以下の部品を取外す。 

•コッタピン② 

•キャッスルナット③ 

•チエンプラ一 2④ 

•ホイールアクスル © 

•チェンプラ一1 

以下の部品を取外す。 

リヤホイ 一ノレ 

リャホイールを前に押し、ドリブンスプロケ 

ッ卜よ！）チヱンを外し、取外す。 

—取外したホイ一ルは倒した !）、ぶつ 

けた!）してブレーキディスク等に損傷を与えな 

いようにして取扱うこと。もし、ブレーキデイ 

スタに損傷を与えた場合は、すること。 E 
5.以下の部品を取外す。 

•クラッチハブ① 

•ダンハ。② 

① 
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車体 叙 ® リヤホイ一ル�

a 

_ 

6.以下の部品を取外す。 

•力ラー① 

•ハブダストカノマー② 

•オイルシール③ 

•ベアリング④ 

•スぺ一サ⑤ 

ベアリングプーラ⑥（ヤマハ推奨品）を使用 

してベアリングを取外す。 

リヤホイールの点検、調整 

1.以下の点検、調整をする。 

•ホイールの縦、横振れ（P6-3参照） 

•スポークの張り具合い（P 6-3参照） 

•ホイールべアリングのがた、異音（P 6-3参照） 

•カラーの段付摩耗（P 6-3参照） 

•ホイ一ルアクスルの曲力《り（P 6-3参月?、） 

•ホイールノマランスの調整（P 6-5参照） 

2.以下の点検をする。 

•ダンノ、。 

摩耗、損傷—交換 

リヤホイールの組立て 

1 .以下の部品を組付ける。 

•ベアリング① 

•スペーサ② 

•オイルシール③ 

ベアリングおよびオイルシールリップ部にグ 

リースを塗布し、右側のベアリングより組付 

け、スペーサ、左側ベアリング2個、オイル 

シールを組付ける。 

I 要 点 I 

•ベアリングはアウタレースに力を加えて、平 

行に打ち込む。 

•ベアリングはサイズ記号の記入された方を外 

側に向けて組付ける。 
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リヤホイ一ル� 車体 c^y® 

2.以下の部品を組付ける
c 

•ダンハ°® 

•クラッチハブ② 

3.以下の部品を組付ける( 

• ノ、フ、、タ、、ス卜カノマー 

•カラー 

リヤホイールの組付け 

1.以下の部品を組付ける< 

•キヤリパブラケット① 

2.以下の部品を組付ける。 

•リ十ホイ 一ノレ 

ドリブンスプロケットにチヱンを掛け、リヤ 

ホイ一ルを組付ける。 

3•以下の部品を組付ける。 

• チ ヱ ン プ ラ ー 1 ① 

•ホイ一ルアクスル② 

ホイ一ルアクスルにチェンプラー1を組付け、 

左側より組付ける。 

4•以下の部品を組付ける。 

•チヱンプラー 2① 

•キヤッスルナット② 

キャッスルナツ卜は仮締付けする, 
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\ キヤッスフレナット 8. Okg-m \ キャリパブラケット取付ボルト 4. 5 kg -m 

ホイ一フレアクスノレ③のコツタピン穴 

とキャッスルナット凹部を合わせる時、規 

定の締付トルクで締付けたキヤッスルナッ 

トをゆるめて合わさないこと。（増締方向で 

合わせること。） 

車译 ( ^ y ®リヤホイール�

5 .以下の調整をする。 

•ドライブチェンのたわみ量（P3-18参照) 

ドライブチェンのたわみ量 

30〜40mm 

6 .以下の部品を締付ける。 

•キヤッスルナット① 

•キヤリパブラケット取付ボルト② 

以下の部品を組付ける。 

コッタピン 

コッタピン 

組付後、確実に折り曲げる, 

8.以下の点検をする。 

•ブレーキの効き具合い 
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⑮キヤリノ、。シールキット 

⑩キヤリノ、
0

ビストン 

@ キ ヤ リ パ A s s ' y 

⑩ ブ レ ー キ デ イ ス ク 

@カノマ一1 

© リ ン グ 2 

締付トルク 0. 7kg-m 

ブレーキディスクの振れ限度 0. 5mm 
ブレーキディスクの厚さ限度 4. 0mm 
ブレーキパッドの摩耗限度 1.0mm 
ブレーキレバー先端部の遊び 2 〜5mm 
ブ レ ー キ フ ル ー ド の 交 換 1年毎 

ブ レ ー キ ホ ー ス の 交 換 4年毎 

キャリパシールキッ卜の交換 2年毎 

マスタシリンダカップキッ卜の交換 2年毎 

締付トルク 2 . 5 k g - m 

構成部品 

フロン卜ブレーキ 

①マスタシリンダサブ A s s ' y 

② マ ス 夕 シ リ ン ダ キ ッ ト 

③ リ ザ ー バ ダ イ ヤ フ ラ ム 

④ リ ザ ー バ キ ャ ッ プ 

⑤ マ ス 夕 シ リ ン ダ ブ ラ ケ ッ ト 

⑥ マ ス 夕 シ リ ン ダ ブ ー ツ 

⑦ ユ ニ オ ン ボ ル ト 

⑧ プ レ ー ト ワ ッ シ ャ 

@ ブ レ ー キ ホ ー ス 1 

⑩ブ、レーキノ、。ッドキット 

© パ ッ ド サ ポ ー ト 

© ブ リ 一 ド ス ク リ ュ キ ッ ト 

©ノ、。ッドピン 

⑭ブーツ 

6 

フ ロ ン ト ブ レ ー キ 、 リ ヤ ブ レ ー キ 車 体 妨 ��
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締付トルク 2.0kg-m | 

締付トルク 2. 5kg-m 

綺付トルク 1 . 0 k g - m 

締付トルク 3 . 5 k g - m 

ブレーキディスクの振れ限度 0. 5mm 
ブレーキディスクの厚さ限度 4. 5mm 
ブレーキパッドの摩耗限度 0. 8mm 
ブレーキペダルの取付高さ 15mm 
ブ レ ー キ フ ル ー ド の 交 換 1年毎 

ブ レ ー キ ホ ー ス の 交 換 4年毎 

キヤリパシールキッ卜の交換 2年毎 

マスタシリンダカップキッ卜の交換 2年毎 

車谇 ( ^ y ® フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ 

構成部品 

リヤブレーキ 

①リヤキヤリノ、。Ass'y 

②ブーツ 

③ ブ リ 一 ド ス ク リ ュ キ ツ ト 

© パ ッ ド サ ポ ー ト 

⑤ブーツ 

⑥ ブ レ ー キ パ ッ ド キ ッ ト 

⑦ キ ヤ リ パ シ ム 

⑧ キ ヤ リ パ シ ム 

⑨キヤリノ、。シールキット 

⑩キヤリノ、。ビストンAss 'y 

© ブ レ ー キ デ ィ ス ク 

@ ブ レ ー キ ペ ダ ル 

© コ ッ 夕 ピ ン 

@ テ ン シ ヨ ン ス プ リ ン グ 

@ ク レ ビ ス ピ ン 

© コ ッ 夕 ピ ン 

⑰ジヨイント 

@ユニ才ンホ、ルト 

⑲ プ レ ー ト ワ ッ シ ャ 

リヤマスタシリンダ A s s ' y 

@リザーノマホース 

@ マ ス 夕 シ リ ン ダ キ ッ ト 

リザーノマ夕ンク 

� リ ザ ー バ ダ イ ヤ フ ラ ム 

@ ダ イ ヤ フ ラ ム ブ ッ シ ュ 

⑳ リ ザ ー バ キ ャ ッ プ 

@リザーノマ夕ンクカノマー 

New 

New 

New 
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フ ロ ン 卜 ブ レ ー キ 、 リ ヤ ブ レ ー キ 車 体 妨 ��

2 .以下の部品を取外す。 

•ブレーキパッド① 

•バッドスプリング② 

3 .以下の部品を組付ける。 

•ビニールハ。イプ① 

ブリ一ドスクリュ②の先端にビニールパイプ 

を組付け、ビニールパイプ先端に受皿を用意 

してブリードスクリュをすこしゆるめて、指 

先でキヤリノヽ。ビストンを押し戻す。 

參キヤリノ、。ピストンを押し戻すと、リザ一 

バタンクの液面が上昇するので注意する 

ブ > 
< — C - O 

• 排出したブレーキフル一ドは、再使用し 

ないこと。 

6 
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車 体 切 ® フ ロ ン 卜 ブ レ ー キ 、 リ ヤ ブ レ ー キ 

7 .以下の確認をする。 

•ブレーキフルード量 

•ブレーキレバーの遊び量 

•ブレーキの効き具合 

注 意 j ブ レ ー キ パ ッ ド 取 外 し 中 、 ブ レ 、 

レバ一を操作しないこと。 

•キ 

〔リヤ〕 

1 .以下の部品を取外す。 

•キヤリノ、。プロテク夕 

•キヤリノ、。① 

•ボルト② 

•クランプ③ 

2 .以下の部品を取外す。 

•ブレーキパッド① 

サポートブラケットを矢印方向に上げブレ、-

キノ、°ッドを取夕んす。 

6-15 



3 .キャリパピストン押え（ヤマハ推奨品）①を使 

用してキヤリパピストンを押し戻す
0 

4 .以下の部品を組付ける。 

•サポートブラケット① 

•ブレーキパッド② 

サポートブラケットにブレーキパッドを組付 

シナる。 

5 .以下の部品を組付ける
( 

•キヤリノ、
0

① 

•ボルト② 

•クランプ③ 

•キヤリパプロテク夕 

V. 
キヤリノ、。 3. 5 kg ^ 

V. ボ ル ト 丄 d kg t i i V. 
クランプ 0. / kg • m 

6 .以下の点検をする。 

•ブレーキの効き具合 

ブレーキフルードの交換 

1.以下の部品を取外す。 

•リザーバキャップ① 

マスタシリンダリザ一バタンクが水平になる 

ようにして、リザーバキャップを取外す。 

意1リザ一バダイヤフラムは取外さない 

フ ロ ン 卜 ブ レ ー キ 、 リ ヤ ブ レ ー キ _ 体 般 ® 
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2 .以下の部品を組付ける。 

•ビニールパイプ① 

ブリ一ドスクリュ②の先端にビニールパイプ 

を組付け、ビニールパイプ先端に受皿を用意 

して、ブリードスクリュをゆるめ、ブレーキ 

レバー（またはブレーキペダル）を作動させ 

ブリ一ドスクリュからブレーキフルードが出 

なくなるまで繰り返す。 

•鋒鉍：纖_ 

春排出したブレーキフル一ドは、再使用し 

ないこと。 

春ブレーキフル一ドが塗装面、プラスチッ 

ク、ゴム等に付着すると損傷する恐れが 

あるので取扱 tゝには充分注意すること。 

3 . 以下の部品を締付ける
( 

•ブリ一ドスクリュ 

\ ブリ一ドスクリュ 

0. okg • m 

4 . 以下の部品を取外す。 

•リザーバダイヤフラム① 

5 . ブレーキフルードをロアレベル以上入れる。 

指定ブレ 'ーキフルード ヤマハブレーキフルードD0T#4 

*•ト 
I他銘柄と混合しないこと。 

6.ブレーキレノマー（またはブレーキペダル）をゆ 

っくり作動させブレーキホース、キャリパに 

ブレーキフルードを充満させる。 

[ft霧漏:jブレーキフル—ドがロアレべル以下 

にならないよう補充しながら行うこと。 

車博 ( ^ y ® フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ 
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〔リヤ〕 

1 .以下の部品を取外す C 

•キヤリパプロテク夕 

•ブレーキホース① 

•キヤリパ② 

キヤリパの分解 

1 .以下の部品を取外す。 

•サポートブラケット① 

矢印方向に取外す。 

2 .以下の部品を取外す。 

•キヤリノ、。ピストン 

斯高圧のエアを使用したり、急激にエアを 

吹き込まず徐々にエアを吹き込むこと。 

•キヤリノ、。の中に手を入れないこと。 

片側のキヤリノ、。ビストンをキヤリノ、。ビストン 

押え（ヤマハ推奨品）①で固定する。 

低圧エアを徐々に吹き込み、片側ずつ取外す a 

キヤリパの取外し 

1 .ブレーキフルードを抜く。 

2 .以下の部品を取外す。 

〔フロン卜〕 

•ブレーキホース① 

•キヤリノ、。② 

フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ� 車体 c^y® 

7 .ブレーキレバー（またはブレーキペダル）をゆ 

っくり作動させ、リザーノ^•タンク内の小さい 

穴からエア（気泡）が出な.くなり、ブレーキレ 

ノ《一（ブレーキペダル）におもみを感じるまで 

行ろo 

8 •エア抜きをする。（P 3-15参照） 



3 .以下の部品を取外す。 

•ピストンシール① 

指先で奥へ押し込むようにして取外す C 

要 —点 j ドライバ等は使用しないで、必ず指 

先で取外す。 

〔リャ〕 

1 .以下の部品を取外す。 

•ブレーキパッド① 

•サポートブラケット② 

サポートブラケットを矢印方向に取外す。 

2 .以下の部品を取外す。 

•クリップ① 

ラバーブーツ②に損傷を与えないよう取外す
c 

3 .以下の部品を取外す
c 

•ラバーブーツ① 

4 .以下の部品を取外す。 

•キヤリノ、。ビストン 

キャリパピストン押え（ヤマハ推奨品）①で固 

疋 � O o 

低圧エアを徐々に吹き込み取外す。 

車 仲 ( ^ y ® フ ロ ン 卜 ブ レ ー キ リ ヤ ブ レ ー キ 

V
 ,
 

m 

o a 
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フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ� 車体 叙® 
5 .以下の部品を取外す

c 

• ピストンシール 

マスタシリンダの取外し〔フロン卜〕 

1 .ブレーキフル一ドを抜く O 

2 .以下の部品を取外す。 

•ブラッシユガード 

•フ、、レーキレノぺ、一① 

•コンプレッシヨンスプリング② 

•フロントストップスイッチ③ 

3 .以下の部品を取外す
c 

• ユニ才ンボルト① 

•プレートワッシャ② 

要 点 ブレーキフル一ドが飛び散らないよ 

うに注意し取外すこと, 

4 .以下の部品を取外す。 

•マスタシリンダブラケット① 

•マスタシリンダ② 

•ノぺ、ックミラー 

マスタシリンダの取外し〔リヤ〕 

1 .ブレーキフル一ドを抜く。 

2 .以下の部品を取外す。 

•コッタピン① 

•プレートワッシャ② 

•ピン③ 
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車体 c^y® 

3 .以下の部品を取外す。 

•ユニ才ンボルト① 

•プレートワッシャ② 

•マス夕シリンダ取付ボルト③ 

• マ ス 夕 シ リ ン ダ © 

4 .以下の部品を取外す
c 

•リザーノぺ、夕ンク① 

• リ ザ ー ノ ぺ 、 ホ ー ス ② 

マスタシリンダの分解 

1 .以下の部品を取外す。 

•マスタシリンダブーツ① 

注意 ]破損させないよう注意して取外すこと , 

a 

2 .以下の部品を取外す。 

•サークリップ① 

•マスタシリンダキット② 

ブレーキディスクの取外し 

1 .以下の部品を取外す。 

•フロントホイーノレ 

•リヤホイール 

2 .以下の部品を取外す。 

•ブレーキディスク 
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ブレーキディスクの点検 

1 .以下の点検をする。 

•ブレーキデイスク①の振れ 

限 度 以 上 — 交 換 

2 .以下の点検をする。 

•ブレーキデイスク①の厚さ 

限 度 以 下 — 交 換 

ブレーキホースの点検 

1 .以下の点検をする。 

•ブ、レーキホース 

ヒビ割れ、損傷 —交換 

キヤリパの点検 

1 .以下の点検をする。 

•キヤリパシリンダ 

条 痕 、 摩 耗 痕 — キ ャ リ パ A s s ' y 交 換 

圏 : ; 

.
k
r
 -
X
)
 

0
0
 C
 

② 

2 .以下の点検をする。 

•キヤリノ、。ビストン① 

条痕、摩耗痕 —キヤリパシールキット交換 

•ピストンシール② 

亀裂、損傷、劣化—キャリパシールキット交換 

振れ限度 

0. Dmm 

公 
\ 

厚さ標準値 使用限度 

公 
\ 

前 4. 5mm 4. Omm 公 
\ 

後 5. Omm 4. omm 

フロントブレーキ、リヤブレーキ車体财 ® 

_ 淡凝 
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車体 叙® フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ 

フロン卜 ヤ マスタシリンダの点検 

1 .以下の点検をする。 

•マス夕シリンダピストン 

条痕、摩耗痕—マス夕シリンダキットセット 

交換 

フロン卜 

_ 

ヤ 2 .以下の点検をする。 

•シリンダカップ 

亀裂、損傷、劣化—マス夕シリンダキットセ 

ット交換 

3 .以下の点検をする
c 

•リザ一ノベ、夕ンク 

亀 裂 、 損 傷 — 交 換 

4 .以下の点検をする。 

•マス夕シリンダ 

条 痕 、 摩 耗 痕 の あ る も の — マ ス 夕 シ リ ン ダ 

A s s ' y交換 

5 .以下の点検をする。 

• リ ザ ー ノ < ダ イ ヤ フ ラ ム 

破 損 、 劣 化 — 交 換 
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フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ� 車体 c^y® 

ブレーキディスクの組付け 

1.以下の部品を組付ける。 

•ブレーキディスク① 

•ボルト② 

B2S ボルト ボルト 

\ ブレーキデイスク 
前輪 1 . 2 kg • m \ ブレーキデイスク 
後 � 1.Okg • m 

2.以下の部品を組付ける。 

•フロントホイ一ノレ 

•リヤホイ一ル 

キヤリパの組付け 

〔フロン卜〕 

1•キヤリノ、。、キヤリノ、。シールキットをブレーキ 

フル一ドで洗浄する。 

•注意 ブレーキフフレ、 

しないこと。 

ド以外のもので洗浄 

2.以下の部品を組付ける。 

•ピストンシール 

ブレーキフル一ドを塗布し、指先でねじれな 

いように組付ける。 

3.以下の部品を組付ける。 

•キヤリノ、。ピストン 

要 点 

•ブレーキフル一ドを塗布して組付ける< 

•無理な力を加えて組付けない。 

6-24 



4 . 以下の部品を組付ける
c 

• サボ一トブラケット① 

5 •以下の部品を組付ける
( 

• パツドスプリング① 

•ブレーキパッド② 

•バッドピン③ 

6 •以下の部品を組付ける
( 

• キヤリパ① 

a 

7 . 以下の部品を組付ける
c 

• ユニ才ンボルト① 

•プレートワッシャ② 

•ブレーキホ一ス③ 

8 .ブレーキフル一ドを注入して、エア抜きを行 

う。（P 3 - 1 6参照） 

要 点 j 組 付 後 、 ブ レ ー キ レ バ ー を 握 っ て 、 

マスタシリンダ、キヤリノ、。、ユニオンボル 

ト取付部よりブレーキフフ !ドの漏れがな 

いかを確認すること。 

V キヤリパ 

3. 5 kg • m 

rzz 
プレートワッシャ liVeu；! プレートワッシャ プレートワッシャ 

\ ユニ才ンボルト 

2. 5kg -m 

ヤマノヽグ、リ一スB 

車 谇 フ ロ ン 卜 ブ レ ー キ 、 リ ヤ ブ レ ー キ 
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〔リヤ〕 

1•キヤリノ、。、キヤリノ、。シールキットをブレーキ 

フルードで洗浄する。 

•注意 ブレーキフル一ド以外のもので洗淨 

しないこと。 

2.以下の部品を組付ける。 

•ピストンシーフレ 

ブレーキフルードを塗布し、指先でねじれな 

いように組付ける。 

3.以下の部品を組付ける
c 

•キヤリノ、。ピストン 

要 点 

•ブレーキフル一ドを塗布して組付ける( 

•無理な力を加えて組付けない。 

4.以下の部品を組付ける< 

•ラノマーブーツ① 

5.以下の部品を組付ける。 

•クリップ① 

フロントブレーキ、リヤブレーキ車体财 ® 

6-26 



車体 フロン卜ブレーキ、リヤブレーキ�

6.以下の部品を組付ける
c 

•サポートブラケット① 

•パ、ソドスプリング② 

•ブレーキパッド③ 

マスタシリンダの組付け 

1•マスタシリンダボデイ、マスタシリンダキッ 

トをブレーキフルードで洗浄する。 

•注意 ブレーキフル、-ド以外のもので洗浄 

しないこと。 

2.以下の部品を組付ける。 

•シリンダカップ① 

•マスタシリンダピストン② 

シリンダカップインストラ③を使用して組付 

ける。 

シリンダカップインストラセット 

90890—01996 

フロン リ ヤ 

3.以下の部品を組付ける。 

•マスタシリンダキット 

マスタシリンダキット 

セット① 

セットおよびマスタシ 

リンダボデイ内部にブレーキフルードを塗布 

して組付ける。 
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4 . 以下の部品を組付ける。 

•サークリップ① 

•マス夕シリンダブ一ツ② 

111 

5 . 以下の部品を組付ける。 

•マス夕シリンダ① 

•マス夕シリンダブラケット② 

•ノベックミラ— 

マスタシリンダブラケットのU Pマークを上に 

向けて組付け、規定のトルクで締付ける。 

マス夕シリンダブラケット 

0. 7 kg - III 

6 .以下の部品を組付ける< 

•プレートワッシャ① 

•ユニ才ンボルト② 

•ブレーキホース③ 

1 

フレートワッシャ \New\ フレートワッシャ フレートワッシャ 

\ ユニオンボルト締付トルク 

2. 5 kg -m 

.以下の部品を組付ける。 

フロントストップスイッチ 

コンプレッシヨンスプリング 

フ、、レーキレノく一 

ブラッシュガード 

要 点 I ブ レ ー キ レ バ ー 部 の コ ン プ レ ッ シ ョ 

ンスプリングを紛失しないように注意して 

組付けること。 

8 .ブレーキフル一ドを注入して、エア抜きを行 

う。（P 3 - 1 6参照） 

フロントブレーキ、リヤブレーキ^•体 (^y® 
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_車体 

5 .以下の点検をする。 

•ブレーキペダルの取付高さ 

•ブレーキの遊び 

•ブレーキの効き具合 
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車 体 フ • ン 卜 フ ォ ー ク 

構成部品 

締付トルク 2. 2kg-m 

QjnrnD 

叫 ト ) 

in / n ? 

締付トルク 0. 9kg-m 

象 

締付トルク 

フォーク 

①アンダブラケット C o m p 

②ノマンド 

③ ブ — ッ 

④フロントフォ一ク A s s ' y (右） 

⑤フロントフォーク A s s ' y (左） 

⑥ キ ャ ッ プ ボ ル ト 

⑦ O リ ン グ 

⑧ ス ぺ 一 サ 

⑨スプリングアッノ、。シート ⑩ オ イ ル シ ー ル ワ ッ シ ャ 

⑩ フ ロ ン ト フ ォ ー ク ス プ リ ン グ ⑱ ス ラ イ ド メ ダ ル 

© イ ン ナ チ ュ ー ブ C o m p ⑲ ア ウ 夕 チ ュ ー ブ 1 

@フロントフォークシリンダ C o m p © ア ウ タ チ ュ ー ブ 2 

©テ一ノマスピンドル @ ア ク ス ル ホ ル ダ 

@ オ イ ル シ ー ル ク リ ッ プ 

© ダ ス ト シ 一 ル 

© オ イ ル シ ー ル 
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フ•ントフ才一ク」車体�

フロン卜フォークの取外し 

1 .以下の部品を取外す。 

•フロントホイ一ル 

•キヤリノ、
0 

•クランプ 

•ブレーキホースホルダ 

2 .以下の部品をゆるめる。 

• ノ、ンドルクラウン部インナチューブ締付ボル 
ト① 

•キヤップボルト② 

ノ、ンドルクラウン部インナチューブ締付ボル 

卜をゆるめて、キャップボルトをゆるめる。 

フロン卜フォークの分解 

1 .以下の部品を取外す。 

•ブーッ① 

ブーツバンド②をゆるめて取外す。 

2 .以下の部品を取外す。 

•キヤップボルト① 

•スぺーサ② 

•スプリングガイド③ 

•フォークスプリング④ 

①〜④の部品を取外し、フォークオイルを抜 

< o 

m 

今’‘ 

觀 

② 
① ， 
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3 .以下の部品を取外す。 

•スナップリング① 

細い㊀ドライバ等を使用して取外す
c 

4 .以下の部品を組付ける。 

• キ ヤ ツ ル 卜 

インナチューブを一杯引き上げ、インナチュ 

—ブ上端までオイルを注入して、キャップボ 

ル卜を組付ける。 

5 .フロントフォークをプレスにセットし、ゆっ 

くり加圧していくと、油圧によりオイルシー 

ルが抜ける。 

*キャップボルトの頭をつぶさないように 

気をつけること。 

參オイルシール外周とアウタチューブのす 

き間からオイルが漏れた時点で加圧を中 

止すること。 

⑩プレス下部に受皿を置いて行うこと。 

6 .以下の部品を取外す。 

•オイルシール① 

•オイフレシーフレワッシャ② 

•スライドメ夕ル③ 
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フ ロ ン ト フ ォ ー ク 車 体 射 ��

7•以下の部品を取外す。 

•ヘキサゴンボルト① 

Tノ、ンドル②と了ダプ夕③でシリンダの回り 

止めをしてボル卜を取外す。 

略 
ホ ル ダ 90890—01388 

T ノ 、 ン ド ル 90890—01326 

_ 

• / 人 . . 、 

8.以下の部品を取外す。 

•インナチュ一ブ① 

•シリンダC o m p ® 

•才イルピースロック③ 

インナチューブよりシリンダCompを取外す
c 

〖

ロン卜フォークの点検 

.以下の点検をする。 

フロントフ才一クスプリング自由長① 

フロン卜フ才一クスプリング自由長 使用限度 

478mm 470mm 

使用限度以下—交換 

2.以下の点検をする。 

•インナチューブの曲り 

曲り使用限度 

0.乙 mm 

曲り使用限度以上—交換 

要点 ダイヤルゲージ測定値数のKが曲り 

の値である, 

3 .以下の点検をする。 

•インナチュ一ブ① 

•シリン夕、、Comp② 

打痕、摩耗、損傷—交換 

爾 

② 
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車 体 切 ® フ ロ ン 卜 フ ォ ー ク 

4.以下の点検をする。 

•キヤップボルト 

フロントフォークの組立て 

1.以下の部品を組付ける。 

•インナチューブ① 

•シリンダ、Comp② 

•オイルピースロック③ 

インナチューブにシリンダCompを組付け、才 

イルピースロックをシリンダComp先端部に確 

実に組付ける。 

參インナチューブを垂直に立てて、シリン 

ダCompを上から落して組付けると損傷す 

るので、インナチューブを斜めにして組 

付ける。 

參オイルピースロックとシリンダCompの先 

端部の組付けが完全でない場合は締付時 

破損の原因となるので確実に組付けるこ 

と。 

2.以下の部品を組付ける。 

•アウ夕チューブ① 

•インナチューブ② 

•ヘキサゴンボルト③ 

アウ夕チューブにインナチューブをゆっくり 

組付け、アダプタ④を使用して、ヘキサゴン 

ボルトを規定のトルクで締付ける。 

\ インナチューブ締付（ヘキサゴンボルト） 

6. 2kg -m 

g g j 二. ヘキサゴンホ、ルト 
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フロン卜フォーク� 車体 切® 
3 .以下の部品を組付ける。 

•スライドメ夕ル① 

•才イルシールワッシャ⑨ 

New スライドメ夕ル 

4 •以下の部品を組付ける。 

•オイルシール① 

フォークシールドライバ②を使用してスナッ 

プリング溝か、見えるまで打ち込む。 

トイ オイフレシーフレ 

於 
フオークシールドライノマ 

9 0 8 9 0 - 0 1 4 4 2 

要 点 オイルシールに傷をつけないこと。 

5 .以下の部品を組付ける。 

•スナップリング① 

アウ夕チューブ溝に確実に組付ける
c 

6 .以下の点検をする。 

•インナチューブの摺動 

スムーズに摺動しないもの —分解し再点検 
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7 • サ ス ペ ン シ ョ ン 才 イ ル を 規 定 量 注 入 す る 。 

〔参考〕 

• 才 イ ル レ べ ル 

フロントフォークを最圧した状態にし、イン 

ナチューブ上端面よりの高さを測定する。 

8.以下の部品を,組付ける。 

a 

• フ ォ ー ク ス プ リ ン グ ① 

• ス プ リ ン グ ジ ョ イ ン ト ② 

• ス プ リ ン グ ガ イ ド ③ 

• キ ヤ ッ プ ボ ル ト ④ 

9 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る ( 

• ブ ー ツ 

令 
才イルレべル（最圧時） 

155mm 

要点 

た状! 

フロントフォークスプリングを外し 

18で測定する。 

A v e ^ 
才 イ ル 量 538c.c. 

‘Yj 推 奨 才 イ ル ヤマハサスペンション才イルG10 

要点 キ ャ ッ プ ボ ル ト は 仮 締 付 す る 。 

車 谇 フ ロ ン 卜 フ ォ ー ク�
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アンダブラケッ卜部インナチューブ締付 

2. 2kg .m 

フ ロ ン ト フ ォ ー ク 丰 体 切 0 >�

フロン卜フォークの組付け�

1.以下の部品を組付ける。 

• フ ロ ン ト フ 才 一 ク 

インナチューブをハンドルボス部上端部上面 

と面一になるように組付けノ、ンドルクラウン 

部インナチューブ締付ボルト①を仮付する。 

2.以下の部品を締付ける。 

• ア ン ダ ブ ラ ケ ッ ト 部 イ ン ナ チ ュ ー ブ 締 付 ボ ル 
ト① ：ソ：：..ヽ」: 

せ:編:.: 

3.以下の部品を締付ける。 

• キ ヤ ツ プ ボ ル ト ① 

• ノ、ンドルクラウン部インナチューブ締付ボル 
ト② 

\ キ ャ ッ プ ボ ル ト 締 付 3. 0 kg -m \ ハンドルクラウン部インナチューブ綿付 2. 3kg • m 

4.以下の部品を締付ける。 

• ク ラ ン プ ① 

•ブレーキホースホルダ② 

•キヤリノ、。③ 

ブ、レーキホースホルダ 

0. 7kg • m 

5.以下の部品を組付けるc 

•フロントホイ一ノレ 

•キヤリノ、
。 
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車体� ドル�

構成部品�

ハンドル�

① ブ ラ ッ シ ュ ガ ー ド 2 

②グリップ(右） 

③リーフスプリング 

© ス ロ ッ ト ル ガ イ ド チ ュ 一 ブ 

©ノ、ンドノレノマー 

⑥グリップ(左） 

⑦ ブ ラ ッ シ ュ ガ ー ド 1 

⑧グリップアッパキヤップ 

® グ リ ッ プ ロ ア キ ャ ッ プ 

©スロットルケーフ、、ルAss'y 
© ケ ー ブ ル ブ ー ツ 

@ボルト 

⑬ナット 

@クラッチケーブル 

⑩ノ、ンドルスイッチ 

©レノマー1 

©レノマー ホ ル ダ 1 

⑩レノ s、一 ロ ア ホ ル ダ 1 

@ボルト 

⑩フロントストップスイッチ A s s ' y 

⑨ コ ン プ レ ッ シ ョ ン ス プ リ ン グ 

レノマー2 

ハ ン ド ル ス イ ッ チ 2 

ボルト 

a 
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X 

ハンドル� 車体� c^y® 

ハンドルの取外し�

1 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• マ ス 夕 シ リ ン ダ ブ ラ ケ ッ 小 ① 

• マ ス 夕 シ リ ン ダ ② 

2 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ノ、ンドフレスイツチ3① 

•グリップアッノくキャップ② 

• グ リップ ロ ア キ ャップ ③ 

3 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ス ロ ッ ト ル ケ 一 ブ ル 1 ® 

• グ リ ッ 7 ° A s s ’ v @ 

4 . 以 下 の 部 品 を 取 外 す 。 

• ブ ラ ッ シ ュ ガ ー ド 

• ク ラ ツ チ ケ ー ブ ル 

• グ リ ッ プ ① 

• ノ、ンドルスイツチ4② 

• ク ラ ツ チ ス イ ッ チ リ 一 ド 線 

5 .以下の部品を取外す c 

•レバ、一ホルダrr> 

.纏f: 

む:;茂:::： 

\、 
I 
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車体� ハンドル�

^^^^^^^^^ ;;ふすふ^̂  

0
 

一
 

6.以下の部品を取外す。 

•ノ、ンドルアツノ、。ホルダ① 

• ノ、ンドノレ 

ハンドルの点検�

1.以下の点検をする( 

• ノ、ンドノレ 

ハンドルの組付け�

1.以下の部品を組付ける ( 

•ノ、ンドノレ 

a 

2.以下の部品を組付ける。 

• ノ、ンドルアツノ、。ホルダ① 

後方が開くように締付ける。 

へ 

ノ、ンドルアッノ、。ホルダ 

2. Okg • m 

3 •以下の部品を糸且付ける。 

•レノ《一ホルダTT> 
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ハンドル車体�

5.以下の部品を組付ける。 

• ク ラ ツ チ ケ ー ブ ル 

• ブ ラ ッ シ ュ ガ ー ド 

7.以下の部品を組付ける。 
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車体� ハンドル�

8•以下の部品を組付ける。 

• マ ス 夕 シ リ ン ダ ① 

• マ ス 夕 シ リ ン ダ ブ ラ ケ ッ ト ② 

マ ス タ シ リ ン ダ ブ ラ ケ ッ 卜 の U P マ ー ク ③ を 上 

に向けて組付ける。 

V マス夕シリンダ 

0. 7kg-m 

10•スロットルグリップの遊び量を調整する。 
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ス テ ア リ ン グ 車 体 切 Q > 

構成部品�

ステアリング�

①ハンドルアッノ、。ホルダ ④ ナ ッ ト ⑦ ベ ア リ ン グ 

② ハ ン ド ル ロ ア ホ ル ダ ⑤ ボールレースカノマ ー 2 ⑧ ケ ー ブ ル ホ ル ダ 1 

③ ハ ン ド ル ク ラ ウ ン ⑥ ベ ア リ ン グ 

締 付 ト ル ク 2 . 3 k y m 
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車体� 初® ステアリング�

ぐ 、於、 

アンダブラケッ卜の取外し�

1.以下の部品を取外す。 

• へッドライ ト カノマー① 

2.以下の部品を取外す。 

•ノ、ンドノレ 

3.以下の部品を取外す。 

• フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ P 6 - 2 参照） 

• フ ロ ン ト フ ォ ー ク （ P 6 - 3 2 参照） 

a 

4.以下の部品を取外す。 

• フ ロ ン ト フ ェ ン ダ 

5.以下の部品を取外す。 

• へ ッ ド ラ イ ト ユ ニ ッ ト ① 

6.以下の接続を外す。 

•へッドライトリード糸泉、コネクタ② 

7.以下の接続を外す。 

•ワイヤハーネス各結線 

臭’ 
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ステアリング� 車体� 叙® 

8 .以下の部品を取外す。 

• ス ピ ー ド メ 一 夕 ケ ー ブ ル ① 

9 .以下の部品を取外す。 

• メ一 夕① 

• へ ッ ド ラ イ ト ス テ ー ② 

10.以下の部品を取外す。 

• ノヽンドルクラウン① 

11.以下の部品を取外す。 

• メ イ ン ス イ ッ チ ① 

•ノ、ンドルロアホルダ② 

12.以下の部品を取外す。 

• ナ ッ ト ① ’ 

ェ キ ゾ 一 ス ト リ ン グ & ス テ ア リ ン グ ナ ッ ト レ 

ンチ②を使用してナットを外すo 

j 
エキゾ一スト&ステアリングナットレンチ 

90890—01268 

要 点 ナ ッ ト を 外 す と き 、 ア ン ダ ブ ラ ケ ッ 

トを手で支えて外す。 



車 体 切 � ス テ ア リ ン グ�

13.以下の部品を取外す。 

•ボ、一ルレースカノマー① 

• ベ ア リ ン グ ② 

14.以下の部品を取外す。 

•アンダブラケット③ 

15.以下の部品を取外す。 

•ボーノレレース 

ボ ールレース取外 工 具 （ヤマハ推奨品）①を使 

用して取外す。 

ステアリングの点検�

1•以下の点検をする。 

•アンダブラケット 

損傷、亀裂—交換 

2•以下の点検をする。 

• ベ ア リ ン グ 

損傷、異音、錡—交換 

3.以下の点検をする。 

•ホ、一ルレース 

損傷、摩耗、錯、条痕—交換 
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—ステアリング�

4.以下の点検をする。 

• ノ、ンドルクラウン 

損傷、亀裂—交換 

車体�

アンダブラケッ卜の組付け 

1.以下の部品を組付ける。 

•ボ、一ルレ一ス 

ボールレース組付工具①を使用して組付ける ( 

( ヤ マ ハ 推 奨 品 ） 

2.以下の箇所にグリースを塗布するc 

• ベ ア リ ン グ 

\ ァッ卜 
^. 8 kg • m 

於 
ステアリングナットホルダ 

90890—01385 

3.以下の部品を組付ける。 

• ア ン ダ ブ ラ ケ ッ ト ① 

• ベ ア リ ン グ ② 

•ボールレースカノマー③ 

4.以下の部品を締付ける。 

• ナ ッ ト ① 

ステアリングナツトホルダ②を使用して規定 

のトルクで締付ける。 

0> 
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車体|_^)|_ステアリング�

5 .以下の点検をする。 

•ナットを1度ゆるめ、再び0.6kg • mで締付け、 

アンダブラケットにがたがなく、重くなくス 

ムーズに動くか点検する。 

重くスムーズに動かないとき—ナットをゆる 

めて再調整す 

る。 

a 

6 .以下の部品を組付ける。 

• メ イ ン ス イ ッ チ ① 

• ノ、ンドフレロアホフレダ② 

7 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

• ノ、ンドルクラウン③ 

\ ノ、ンドルロアホルダ 2. 7kg-m \ ノ 、 ン ド ル ク ラ ウ ン 6. 5ka • m 

8 .以下の部品を組付ける c 

• へ ッ ド ラ イ ト ス テ 一 ① 

• メ一 夕② 

9.以下の部品を組付ける。 

• ス ピ ー ド メ ー タケ一ブ、ル 

10.ワイヤハ一ネス各糸泉を結糸泉する。 

11.以下の部品を組付ける。 

• へ ッ ド ラ イ ト ユ ニ ッ ト 

• フ ロ ン ト フ ェ ン ダ 

• フ ロ ン ト フ オ ー ク （ P 6 - 3 8参照） 

• フ ロ ン ト ホ イ ー ル （ P 6-6参,照） 

•ノ、ンドフレ(P 6-41参月居) 

•へッド ラ イ トカノマ— 
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リヤクッション車体 

構成部品�

リヤクッション�

①リヤクッションAss 'y 
②リヤクッションブッシュ 

③ ヘ キ サ ゴ ン ボ ル ト 

© コ ッ 夕 ピ ン 

⑤ ワ ッ シ ャ 

©スラストカノマー 2 

⑦ソリットブッシュ 

⑧リヤクッションロアブッシ. 

⑨ ク レ ビ ス ピ ン 
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リヤクッションの取外し�

1.ェンジン下部にジャッキまたは台を置く。 

2.以下の部品を取外す。 

• リ ヤ ホ イ ー ル 

•サイドカノマー左 

•サイドカノ《一右 

•フュエフレタンク 

3.以下の部品を取外す。 

•ゴムカノマー① 

• コ ッ タ ピ ン ② 

• ピ ン ③ 

4.以下の部品を取外す。 

• リ ヤ ク ッ シ ョ ン 上 端 部 取 付 ボ ル ト ① 

• リ ヤ ク ッ シ ョ ン ② 

リヤクッションの点検�

1.以下の点検をする。 

• リ ヤ ク ッ シ ョ ン 

打痕、損傷、亀裂、へたり—交換 

2.以下の点検をする。 

• ブ ッ シ ュ ① 

摩耗、損傷—交換 

車 谇 ( ^ y ® リ ヤ ク ッ シ ヨ ン�

6-51�



リャクッションI車体丄�

眷取扱上の注意�

リヤクッション取扱上の注意�

このクッションは高圧チッ素ガスを封入し 

たド•カルボン夕イプを使用している。 

取り扱い上危険防止の為、下記事項を守る 

こと。 

1.ダンパは分解しないこと。 

ダンパ内の高圧チッ素ガスによってオイ 

ルが吹き出す。 

2.高温のところに置いたり、火の中に入れ 

ないこと。 

チッ素ガス膨張によるリヤクッション破 

裂の恐れがある。 

3.ダンパに損傷を与えないこと。 

ダンパの損傷は減痕性能の劣化や作動不 

良を招く原因となる。 

4.ピストンロッドの摺動面に損傷、打痕を 

与えないこと。 

損傷、打痕を与えるとオイル洩れの原因 

となる。 

5.廃却の際は必ずガス抜きを行なうこと。 

•廃却要領（ガス抜き） 

ガス抜きは危険ですので注意して行なうこと。 

防護眼鏡をかけて下図の位置に3 mmのドリル 

で穴をあけガスを抜く。 

|迷. :意.|ドリルで穴貫通時、ガスと同時に切 

粉が飛び散る場合があるので注意することC 

リヤクッションの組付け�

1.以下の部品を組付ける。 

•リヤクッション① 

•リヤクッション上端部取付ボルト② 

ボルトを右側より組付け規定のトルクで締付 

ける。 

リヤクッション上端部 

5. Okg -m 
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車体 ^y® リヤクッシヨン 

2.以下の部品を組付ける( 

•カラー① 

• ピ ン ② 

• プ レ ー ト ワ ッ シ ャ ③ 

•コッタピン ® 

コッタピン 

3.以下の部品を組付ける c 

•ゴムカノマー① 

4 .以下の部品を組付ける。 

• リ ヤ ホ イ ー ル 

•フュエノレ夕ンク 

•サイドカノマー左 

•サイドカノマー右 

5•エンジン下部のジャッキまたは台を取除く。 

a 

6.グリースニップル咅[Sへグリースガン等でグリ 

ースを封入する。 

ヤマノ、グリース 
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リ ャ ア ー ム 車 体 初 ® 

構成部品�

リヤアーム�

① プ ロ テ ク 夕 

② ラ バ ー ブ ー ツ 

③ ク ラ ン プ 

④ チ ェ ン ケ ー ス 

© ボ ル ト 

⑥ チ ェ ン サ ポ ー ト 

⑦ チ ェ ン プ ロ テ ク 夕 

⑧ キ ャ ッ プ 

® ガ ー ド ツ ー ル 

© 力 ラ 一 

@スラストカノべ、一 

© オ イ ル シ ー ル 

© プ レ ー ト ワ ッ シ ャ （ 0 . 3t) 

⑩ プ レ ー ト ワ ッ シ ャ （ 1 . 9 5 t ) 

© ベ ア リ ン グ 

© ブ ッ シ ュ 1 

© ス ラ ス ト カ ノ マ ー 1 

@ ブ ッ シ ュ 

⑲ ソ リ ッ ド ブ ッ シ ュ 

© リ レ ー ア ー ム 

@スラストカノマー2 

@ 力 ラ 一 

⑩ グ リ 一 ス ニ ッ プ ル 

@ ベ ア リ ン グ 

© ピ ボ ッ ト シ ャ フ ト 

@ ブ ッ シ ュ 

@ コ ネ ク テ ィ ン グ ロ ッ ド 

力 ラ 一 

⑩ グ リ 一 スニッ プ ル 

⑩ ソ リ ッ ド ブ ッ シ ュ 

© オ イ ル シ ー ル 

© グ リ 一 ス ニ ッ プ ル 

⑩ リ ヤ ア ー ム C o m p 
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車 体 切 ® リ ャ ァ — ム 

リヤアームの取外し�

1.以下の部品を取外す。 

•リヤホイール（P6-8参照） 

•リヤクッション（P 6 - 5 1 # M ) 

2 .以下の部品を取外す。 

• プ ロ テ ク 夕 ① 

• ブ レ ー キ ホ ー ス ガ イ ド ② 

•キヤリノ、。ブラケット③ 

注 意ブレーキホースでキヤリパをぶらさ 

げないで針金等でぶらさげ、ブレーキホ一 

スに負担をかけないこと。 

3 .以下の部品を取外す。 

• チ ェ ン ケ ー ス ① 

• チ ェ ン サ ポ ー ト ② 

4.以下の部品を取外す。 

• ピ ボ ッ ト シ ャ フ ト ① 

• コ ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ド 取 付 ボ ル ト ② 

• リ ヤ ア ー ム ③ 

コ ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ド 取 付 ボ ル ト 、 ピ ボ ッ ト 

シ ャ フ ト を 外 し リ ヤ ア ー ム を 取 外 す 。 

5.以下の部品を取外す。 

• コ ネ ク テ イ ン グ ロッド ① 
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リヤアーム 車体 c^y® 

6.以下の部品を取外す。 

• "7 jh ン プ ロ テ ク 夕 ① 

• キ ヤ ッ プ ② 

• ガ ー ド シ ー ル ③ 

7•以下の部品を取外すc 

• ス ラ ス ト カ ノ く 一 ① 

• プ レ ー ト ワ ッ シ ヤ ② 

• ブ ッ シ ュ ③ 

• ベ ア リ ン グ ④ 

8.以下の部品を取外す。 

• リ レ ー ア ー ム ① 

リヤアームの点検�

1•以下の点検をするC 

•リヤアーム 

損傷、亀裂—交換 

2•以下の点検をする。 

• コ ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ド 

損傷、亀裂—交換 

® 
② ：⑧ 

_ 
_ 

① 
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車体� c^y® リヤアーム�

3.以下の点検をする。 

•リレーア一ム 

損傷、亀裂—交換 

4.以下の点検をする。 

•カラー（リレーアーム部）① 

•カラー（コネクテイングロッド咅丨〗）② 

•ソリッドブッシュ③ 

損傷、亀裂—交換 

5.以下の点検をするc 

• ブ ッ シ ュ 

損傷、亀裂—交換 

謹 

3 

6.以下の点検をする。 

•ベアリング 

がた、異音、損傷—交換 

スラストクリアランスの点検、調整�

1.以下の寸法を測定する。 

•クランクケース後端巾① 

クランクケース後端巾標準値 

63. 4—64. Omm 
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リヤアーム�

2.以下の寸法を測定する。 

車体� ^y® 

ブッシュの長さ① 

(リヤアームヘッドパイプ部左、右） 

ブッシュの長さ標準値 

74. 9 — 75. Omm 

標準値以外—交換 

3.以下の寸法を測定する ( 

リヤアームピボットシャフト咅ロ長さ① 

4.以下の厚さを測定する。 

•プレートワッシャ厚さ① 

(スラストカバ一内） 

プレートワッシャ厚さ標準値 

1.9 — 2. Omm 

標準値以外—交換 

5.スラストクリアランスを算出する。 

•クランクケース後端巾㊇ 

•ブッシュの長さ左側⑧、右側© 
•リヤアームピボツトシヤフト咅口長さ© 
•プレートワッシャ厚さ左側㊣、右側⑧ 

ス ラ ス ト 

ク リ ア ラ ン ス 

標準スラストクリアランス 

0.4〜0.7mm 
標準クリアランス以外—シム調整 

〔算出例〕 

®63. 6mm 

®74. 9mm 
©74. 9mm 
©208. 8mm 
®1.9mm 
®1.9mm 
スラストクリアランスニ（63. 6 + 74. 9 + 74. 9) 

-(208.8 + 1.9 + 1.9) 6-58 

r ? ノハ 1ノノノノ/1—prr) 

『/ / / / / / / / / / / /ノノ”/”ノノノノ/ノノノノ”"ノ,�

丨w"""""/"ノノ"/"”“"ノノノノ""/]! 

1 
パ ー … 

① 

i l l 

p̂fs、 

=0. 8mm 



一 - ^ 

標準クリアランス値内に入るようシム調整を 

する。 

《 
シムの種類 

0 . omm 

• シ ム を 1 枚 右 側 の ス ラ ス ト カ バ ー と プ レ ー ト 

ワッシャの間に入れる。 

注 
へ-:-:：;,.. 

丨シムは必ず右側に入れること。 

リヤアームの組付け�

1.以下の部品を組付ける。 

• 力 ラ ー ① 

•スラストカノべ、一2 (2) 

コネクテイングロッド③に組付ける c 

ヤマノヽグリースB 

2.以下の部品を組付ける。 

• 力 ラ ー ① 

• ソ リ ッ ド ブ ッ シ ュ ② 

• ス ラ ス ト カ ノ マ ー 1 ③ 

• ス ラ ス ト カ ノ マ ー 2 © 

リレーアーム⑤に組付ける( 

ヤマノ、グリースB 

3•以下の部品を組付ける( 

• Vレーアーム① 

• キ ヤ ッ プ ② 

V Vレーアーム 

5. Okg - in 

4.以下の部品を組付ける。 

• コ ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ド ① 

V コネクテイングロッド 

3. Okg.m 

車 体 リ ャ ァ 一 厶 
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リヤアーム� 車体 c^y® 

5 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る , 

• ブ ッ シ ュ ① 

• プ レ ー ト ワ ツ シ ヤ ② 

• ス ラ ス ト カ ノ く 一   

fcll«lグリスニップル④よりグリスガンで 
t•.•人••:•:•:•:•:•:•:•:】 

ヤマハグリ一スBを封入すること。 

6.以下の部品を組付ける< 

• ガ ー ド シ ー ル ① 

• チ ェ ン プ ロ テ ク 夕 ② 

X 
チェンプロテク夕 

0. 4kg -m 

7 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る 。 

• リ ャ ア ー ム ① 

• ピ ボ ッ ト シ ャ フ ト ② 

• コ ネ ク テ イ ン グ ロ ッ ド ③ 

\ ヒ ボ ツ ト シ ヤ フ ト 8. 5kg T i l \ コネクテイングロッド 3. Okg • m 

8 . 以 下 の 点 検 を す る 。 

• リ ヤ ア ー ム を 前 後 、 左 右 に 動 か し て が た の 有 

無 、 ま た は ス ム ー ズ に 作 動 す る か 点 検 す る 。 

が た の あ る も の 、 ス ム ー ズ に 作 動 し な い も の 

はリヤアームを取タトし、ブッシュ、ベアリン 

グの再点検をする。 E 
9 . 以 下 の 部 品 を 組 付 け る c 

• チ ェ ン ケ ー ス ① 

• サ ポ ー ト ② 

ふ : I、-

_ 
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車 体 c ^ y ® リ ャ ァ 一�

10 .以下の部品を組付ける。 

•プロテク夕 

• ブ レ ー キ ホ ー ス ガ イ ド 

11 .以下の部品を組付ける。 

• リ ヤ ク ッ シ ョ ン 

• リ ヤ ホ イ ー ル 

6-61�
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ドライブチェン、ドリブンスプロケッ卜の取外し�

1.以下の部品を取外す。 

•チェンカノマー 

2.以下の部品を取外す。 

• ナ ッ ト ① 

• ロックワッシャ② 

ロックワッシャを起こし、リヤブレーキを効 

かし、ドライブスプロケット締付ナットを取 

外す。 

3.以下の部品を取外す。 

•リヤホイール（P 6-8参照） 

•リヤクッション（P 6-51参月?、） 

•リヤアーム（P 6-55参照） 

4.以下の部品を取外す。 

•ドライブスプロケット① 

•ドライブチェン② 

5.以下の部品を取外す。 

•ワッシャ① 

•ドリブンスプロケット② 

車体切 Q )ドライブチェン�

6-63�
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\ / 

ドライブチェン� 車体� c^y® 

実車でのドライブチェンの点検�

以下の点検をする。 

•ドライブチエン10リンクの長さ 

ドライブチェン10リンクの長さ使用限度 

150.1mm 

使用限度以上のもの—ドリブン、ドライブス 

プロケッ卜、ドライブ 

チェン3点セット交換 

ドライブチェンの清掃�

•水または中性洗剤で洗浄する。 

洗浄後PJ1(シールチェン用）またはSAE30〜 

50モータオイルを充分に給油する。 

レンニ 
•蒸気、ガソリン、シンナー、ベンジン等 

揮発性のもので洗浄しないこと。 

•一般市販のスプレータイプの潤滑油は使 

用しないこと。 

'‘_ 暴 ‘ 、 

穴、ゾ^ „ 

クラッチハブの点検�

1.以下の点検をする。 

•クラッチノ、ブ、 

凸部の摩耗、損傷、亀裂の有無を点検するc 

摩耗、損傷、亀裂のあるもの—交換 

ガタ� ガタ�

ten 
横方向縦方向�

300-006 

2.以下の点検をする。 

• ベ ア リ ン グ 

がた、異音—交換 

6-64�



2.以下の部品を組付ける。 

•ドライブスプロケット① 

•ドライブチェン② 

ドライブスプロケッ卜とドライブチェンを一 

緒に組付ける。 

車体�初'® ドライブチェン�

ドリブン、ドライブスプロケットの点検�

1.以下の点検をする。 

•ドライブスプロケッ卜① 

•ドリブンスプロケット② 

摩耗、損傷—ドライブチヱンとセ 

ッ卜で交換 

ドライブチェンの点検�

1•以下の点検をする。 

•ドライブチェン 

シールリングの脱落、ローラの損傷、ピンの 

摩耗、がたの有無を点検する。 

脱落、損傷、摩耗のあるもの—ドライブチェ 

ン、ドリブンスプロケット、ドライブスプロ 

ケッ卜の3点セッ卜で交換 

a 

2•以下の点検をする。 

•ドライブチェンの固着 

固着のあるもの—水または中性洗剤で洗浄し 

乾燥後PJ1またはSAE30〜 

50のモー夕オイルを給油し、 

再点検する。 

給油しても直らない—交換 

ドライブチェン、ドリブンスプロケッ卜の組付け�

1.以下の部品を組付ける。 

•ドリブンスプロケット① 

• ワ ッ シ ャ ② 

K9BJH ワッシャ ワッシャ 

\ ドリブンスプロケット締付ボルト 

6. 2kg • m 

6-65 



ドライブチェンL車体�

3.以下の部品を組付ける。 

•リヤアーム（P 6-59参照） 

•リヤクッション（P 6-52参月?、） 

•リヤホイール（P 6-10参照） 

4.以下の部品を組付ける。 

• ワ ッ シ ャ ① 

• ナ ッ ト ② 

リヤブレーキを効かしてナットを牟帝付ける。 

節 ワッシャ 

\ ドライブスプロケット締付ナット 

11.0kg-m 
5.以下の調整をする。 

•ドライブチェンのたわみ量（P3-18参照） 

ドライブチエンのたわみ量 

30〜40mm 
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電 装 g 電 装 結 線 図�

電装結線図�
① イ グ ナ イ 夕 ユ ニ ッ ト 

② A . C マ グ ネ ト 

③レクチファイヤ•レギュレ夕 

④ メ イ ン ス イ ッ チ 

© ヒ ュ ー ズ 

⑦ リ レ ー 

⑩ バ ッ テ リ 

© ス 夕 一 夕 リ レ ー 

© ス 夕 一 テ ィ ン グ モ 一 夕 

© ス 夕 一 夕 ス イ ッ チ 

⑩ ニ ュ ー ト ラ ル ラ ン プ 

一卜ラフレスイッチ 

© サ イ ド ス タ ン ド ス イ ッ チ 

⑩ メ 一 夕 ラ ン プ 

⑩ リ ヤ ス ト ッ プ ス イ ッ 

@ ホ ー ン 

( § ) ホ ー ン ス イ ッ チ 

⑩ テ ー ル ラ ン プ 

フ ラ ッ シ ヤ ス イ ッ チ 

チ フ ロ ン ト フ ラ ッ シ ヤ （ 右 ） 

©3)リヤフラッッシヤ（右) 

� ダ イ オ ー ド 

© ク ラ ッ チ ス イ ッ チ ⑧ イ グ ニ ッ シ ョ ン コ イ ル © ハ ザ 一 ド ス イ ッ チ 

⑨ ス パ ー ク プ ラ グ ⑩ デ イ マ ス イ ッ チ 

④ 

、 
赤 茶 

ON o o 
OFF 

®エンジンストップスイッチ ©ニュ 

ハイビームインジケー夕（§)フラッシャインジケ一夕 

⑨ へ ッ ド ラ ン プ ⑩フロントフラッシャ（左) 

⑩ フ ロ ン ト ス ト ッ プ ス イ ッ チ ⑩ リ ヤ フ ラ ッ シ ヤ （ 左 ） 

d ? ) フ ラ ッ シ ャ リ レ ー 
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配線接続部の点検 I電装 I胃�

配線接続部の点検�

コネクタ、カブラの汚れ、さび、湿気等を点検 

する。 

1.以下の部品を取外す。 

•コネクタ、カプラ 

2.エア等を使用して各端子を乾燥させる。 

6.以下の部品を接続する。 

•コネクタ、カプラ 

7.テス夕を使用して導通状態を点検する。 

要点、 

眷導通状態が不良の場合は、端子を清掃後 

再度点検すること。 

眷ワイヤハーネスの点検は上記1〜7の手 

順で行う。 

參イグナイタユニットまたは C . D . I ユニッ 

トを交換する場合は、必ずイグナイタユ 

ニットまたは C . D . I ユニッ 卜 の コネクタ、 

カブラを点検すること。 

•力プラの点検は図示のようにテスタを使 

用する。�



電 装 目 ス イ ッ チ 点 検�

スイッチの点検�

スイッチの点検は端子間の導通状態をテス夕を 

使用して点検する。 

スイッチの点検方法は下記の通り行う。 

黒 黒 / 白 赤 茶 青 / 白 月 / 赤 

ON a o o 々 
OFF a 
LOCK o - o 

P o • o P o • o U し 

マニュアルに示されるスイッチの点検�

マ ニ ュ ア ル に は ス イ ッ チ （ メ イ ン ス イ ッ チ 、 ノ ヽ 

ンドルスイッチ、ストップスイッチ、ライトス 

イッチ等）の内部接続端子を示す、左図のよう 

な端子接続チャートを記載している。 

左端の欄にはスイッチの位置、上段にはスイッ 

チの端子に接続されるリ一ド線の色か、記載して 

め^) o 

" 〇 一 〇 " は 各 ス イ ッ チ の 位 置 に お け る 電 流 回 

路 を 示 し 、 電 流 が 導 通 す る 両 端 子 を 示 し て い 

るO 

このチャートにおいて、 

〃 赤 と 茶 〃 、 〃 青 / 白 と 青 / 赤 〃 は 、 ス イ ッ チ 

〃oN〃 の位匿で導通している。 

〃黒と黒/白〃はスイッチ〃OFF〃の位置で導通 

している。 

〃 黒 と 黒 / 白 " は ス イ ッ チ " L O C K " の 位 置 で 導 

通している。 

〃 黒 と 黒 / 白 〃 、 〃 赤 と 青 / 赤 〃 は ス イ ッ チ 

" P 〃 の 位 置 で 導 通 し て い る 。 

スイッチの点検方法�

上記の端子接続チャートを参照し、リード線端 

子間の導通（電流回路）があるか点検する。 



スイッチ点検 電装�

メインスイッチの点検方法を例に挙げて説明す 

る〇 

1.ワイヤハ一ネスからメインスイッチのカブラ、 

コネクタを分離する。 

^ リ 
チ の カ ブ ラ を 分 離 し な i 

ド線を引っ張ってメインスイッ 

と。 

リード線を引っ張ると、カブラの内部でリ 

—ド線が端子から外れることがあるので注 

ノ©、9 o 

2.カブラ内部でリ一ド線端子か々トれていないか 

点検する。 

外れている—修正 

カブラに泥、ホコリが詰っている場合はエア 

を吹いて清掃する。 

3.端子接続チヤートは、各リード線の導通（電流 

回路）状況を示す。 

左 図 に 示 す ス イ ッ チ は 下 記 の 条 件 に て 導 通 す 

ぬ〇 

" 赤 と 茶 " 、 " 青 / 白 と 青 / 赤 " は ス イ ッ チ 

"〇N〃の位置で導通している。 

〃黒と黒/白〃はスイッチ〃OFF〃の位置で導 

通している。 

" 黒 と 黒 / 白 〃 は ス イ ッ チ " L O C K " の 位 置 で 

導通している。 

" 黒 と 黒 / 白 〃 、 〃 赤 と 青 / 赤 〃 は ス イ ッ チ 

〃P〃の位置で導通している。 

上記以外の端子間は導通なし。 

4. メインスイッチの赤と茶端子問の導通状態を 

点検する。 

点検手順 

• ス イ ッ チ キ ー を 数 回 〃 〇 N 〃 、 " O F F " 、 

〃L〇CK〃及び〃P〃に回す。 

• ポ ケ ッ ト テ ス 夕 の レ ン ジ 位 置 " n X 1 〃 に セ 

ッ卜す々O 

• テ ス 夕 © リ ー ド 線 を カ ブ ラ の 〃 赤 " リ 一 ド 線 

端子、テス夕㊀リード線を〃茶〃リード線端 

子に接続する。 

要 点 I 導 通 テ ス 卜 に は 細 い 針 金 等 を 使 用 す 

る。太いものを使用するとカブラ内部で他 

の端子と接触することがあるので注意する 

こと。 

B 
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AlicFat
Sticky Note
3. Диаграмма контактам, непрерывность каждого провода (текущий
Circuit), чтобы показать прогресс.
Переключатель, показано на рисунке слева ведет на следующих условиях
Да лаковые
"Красные и коричневые", "красный / синий и синий / белый" является переход
"Положение N проведении 〃 Да.
〃 белый / черный и черный был введен в положении переключателя 〃 〃 〃 OFF
Инвестиций.
"〃 черный / белый и черный выключатель" LOCK "положение
Вы проводите.
"〃 черный / белый и черный, красный 〃 / 〃 переключится красный и синий
Проведение в положение P 〃 〃.
Существует никакой преемственности между терминалами, перечисленных выше.

AlicFat
Sticky Note
4. Проводимости состояние терминала добротность главный выключатель красный и коричневый
Проверить.
Процедура проверки
Да 〃 〃 • N переключатель клавишу несколько раз, "OFF",
P 〃 〃 〃 CK и повернуть регулятор Да L.
• Карманный вечером Тесс диапазон позиции "от п х 1 〃
Бок о люди Цу
〃 красной линии Кабра • © Рид вечером Тесс "вновь проволокой в то время,
Терминал конце привести чай проволоки 〃 〃 ㊀ проволоки тест провести вечер
Подключение к ребенку.
Суть заключается в проведении испытаний для меня я использую тонкий провод и т.д.
Файл. Кабрал, а другой использовать толстыми внутренними
Знайте, что вы можете прикоснуться к терминалам
Это.



スィッチ点検�

•メインスイッチ位置の〇N①、OFF②、LOCK 

③ 、 P ④ 位 置 を 点 検 す る 。 

•スイッチ〃ON〃位置で導通あり（テス夕指針 

〃0〃 を指示） 

• ス イ ッ チ 〃 O F F 〃、〃L〇CK〃、〃P〃位置で 

導通なし（テスタ指針⑴を指示） 

"〇N〃位置で導通なし—交換 

〃〇FF〃、"LOCK〃ヽ 〃P〃位置で導通あり— 

交換 

要 点 ] 点 検 は ス イ ッ チ を 数 回 作 動 さ せ て 点 

検する。 

5 . 黒 と 黒 / 白 、 青 / 白 と 青 / 赤 、 赤 と 青 / 赤 端 子 間 

の導通を同様な方法で点検する。 

6 . 点 検 結 果 上 記 ど れ か に 1 つ で も 導 通 不 良 の あ 

るものはメインスイッチを交換する。 



バルブ点検I電装I� —�

ヘッドライ卜、テール/ストップランプ、メー�

タランプ等の点検�

バルブの点検は端子間の導通を点検して、良否 

を判定する。 

バルブの種類�

モー夕サイクルに使用されているバルブは左図 

のようにソケット部の形状によって分類され 

るO 

®と⑪は主としてへッドライトに使用される。 

©は主としてテール/ストップランプに使用さ 

れる。 

⑰と㊣は主としてメ一夕ランプ等の表示ランプ 

に使用される。 

バルブの点検方法�

1.バルブを取外す。 

• 注 意 

•ヘッドライト点灯中及び消灯直後のバル 

ブは高温になっているので可燃物や手を 

近づけないこと。 

©バルブが冷えるまで触れないこと。 

胃与、 

•®、⑧タイプのバルブはホルダにて固定 

されている。 

この型の多くはホルダは反時計方向に回 

わせば取外せる。 

春©、⑬タイプのバルブはバルブ本体を押 

して、反時計方向に回わせば取外せる。 

拳㊣タイプのバルブは引き抜けば取外せる。 

•バルブを取外す時、ソケットを持って取 

外す。 

リード線を引張るとソケット内でリード 

線が外れてしまうことがあるのでリ一ド 

線を引張らないこと。 
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2.バルブ端子間の導通点検 

点検手順 

• ポ ケ ッ ト テ ス 夕 レ ン ジ 位 置 〃 n x 1 〃 に セ ッ 

トする。 

• 左 図 の 3 端 子 バ ル ブ の 例 を 挙 げ て 説 明 す る 。 

テス夕㊉リード線を①端子に接続 

テスタ㊀リード線を②端子に接続 

①、②端子間の導通を点検する。 

テスタ㊉リード線を①端子に接続 

テスタ㊀リード線を③端子に接続 

①、③端子間の導通を点検する。 

導通なし—交換 

3.ソケットの点検 

正常なバルブを装着してソケットを点検する。 

バルブと同様にテスタリード線をソケットの 

リ一ド線に接続して導通を点検する。 

導通なし—交換 
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電装 M 点火、始動系統 

囚バッテリ点検�

1•以下の点検をする。 

•夕一ミナルの緩み① 

緩み—増締め 

2.以下の点検をする。 

•ノくッテリ電圧 

ノ《ッテリを取外し、二輪車用バッテリテスタ 

①を使用して点検する。 

終 完全充電時 緑帯範囲内 終 
充電不足時 黄又は赤帯範囲 

黄又は赤帯範囲—補充電（P3-22参照） 

補充電を行なっても緑帯範囲内にはいらない 

—ノ《ッテリ交換 

要点」二輪車用バッテリテスタの使い方は 

取扱説明書に従って行うこと。 

370-001 

回ヒューズ点検�

1•以下の点検をする。 

•ヒューズの導通 

•ヒューズホルダ 

テス夕 

赤リード線 
テス夕 

黒リード線 
導通の テス夕レンジ 

位置 K N 
テス夕 

赤リード線 
テス夕 

黒リード線 
導通の テス夕レンジ 

位置 

5@さ 
ヒューズホルダ 

リ—ド線 

ヒューズホルダ 

リ一ド線 
有 n x 1 

ヒューズホルダ 

リ—ド線 

ヒューズホルダ 

リ一ド線 

導通なし—ヒューズ又はヒューズホルダ交換 

端子のゆるみ—ヒューズホルダ交換 

7-9�



回スターティングモータ点検�

1•スタ一夕リレーよりカプラを取外す。 

2•メインスイッチをONにする。 

3.以下の点検をする。 

• ス タ 一 テ イ ン グ モ ー 夕 

赤端子と赤端子のリ一ド線をジャンノ、。リ一ド 

線①で接続する。 

スターテイングモー夕が、回らない—4から8 

の点検を行う。 

4.以下の測定をする。 

•力一ホ、ンブ、ラシ長さ^) 

使用限度以下—交換 

5.以下の点検をする。 

• コ ン ミ ュ テ 一 夕 の 状 態 

損傷、偏摩耗、焼損—交換または修正 

6.以下の点検をする。 

• ア マ チ ュ ア コ イ ル の 導 通 

導通状態不良—交換 

®点検はメインスタンドを立てて行うこと。 

• 火 花 が 飛 び や す い の で 可 燃 性 の ガ ス や ガ 

ソリン等を近くに置かないこと。 

•ジャンノ、。リ一ド線がフレームにふれると 

ショー卜するので注意すること。 

終 標 準 寸 法 1乙mm 

終 使用限度 0 mm 

P| 
太 

テスタ 

赤リード線 
テスタ 

黒リード線 
導通の 
有無 

テスタレンジ 

位置 

コンミュテ一夕 コンミュテ一夕 有 n x 1 

コンミュテ一夕 
アマチュアコイル 

コア 
無 nxiK 

点 火 、 始 動 系 統 電 装 ^�

A 注 意 
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規定値以外—修正 

•スタータリレー点検�

1.以下の点検をする。 

•スター夕りレー① 

バッテリ㊉端子—赤/黄端子へ接続② 

バッテリ㊀端子—青/白端子へ接続③ 

スタ一ティングモ一夕が回らない—回の3と 

4の点、ネ贪をt亍う。 

1]メインスイッチ点検�

1.以下の点検をする。 

•フラッシャの作動 

フラッシャランプか、作動しない—3の点検を 

行ぅ。 

2.以下の部品を切離す。 

•メインスイッチカプラ、コネクタ 

3.以下の点検をする。 

•メインスイッチの導通 

「赤①と茶②」端子間を点検する。 

「スイッチ点検」の項目を参照のこと。 

導通不良—交換 

要 点 

•修正はノコ刃等を使用して修正する。 

參マイカアンダカット修正後、面取りを行 

電装� m 点火、始動系統�

7.以下の測定をする。 

•コンミュテ一夕外径® 

終 
標準外径 ノ 8mm 

終 使用限度 27mm 

使用限度以下—交換 

8.以下の測定をする。 

•マイカアンダカット⑥ 

へ�
標準値 

0. '/mm 

\ 赤 茶 

ON o 〇 

OFF 

\ / 

C O T F 

IPPj l 
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3 2 

因エンジンストップスイッチ点検�

1.以下の部品を切離す。 

•エンジンストップスイッチカブラ 

2.以下の点検をする。 

•エンジンストップスイッチの導通 

「赤/白①と赤/白②」端子間を点検する。 

「スイッチ点検」の項目を参照のこと。 

導通不良—交換 

回スタータスイッチ点検�

1.以下の部品を切離す。 

•スタ一夕スイッチカブラ 

2.以下の点検をする。 

•スタ一夕スイッチの春通 

「青/白①と黒②」端子間を点検する。 

「スイッチ点検」の項目を参照のこと。 

導通不良—交換 

•� ニュー卜ラルスイッチの点検�

1 • メ イ ン ス イ ッ チ を " O N " に す る 。 

2•チェンジをニュートラルの位置にする。 

3.以下の点検をする。 

• ニュートラルランプの点灯① 

点灯しない—ニュートラル球交換又は 

ニュートラルスイッチ点検 

4.以下の部品を切離す。 

• ニュートラルスイッチのコネク夕 

5.以下の点検をする。 

トラルスイッチの導通 

導通不良—ニュートラルスイッチ交換 

[Eスタータサーキッ卜カットオフリレーの点検�

1•スタ一夕サ一キットカット才フリレーを取夕ト 

す。 

2.以下の点検をする。 

•励磁コイル抵抗値 

規定値以外—交換 

テ ス タ 
赤リ—ド線 

テ ス 夕 
黒リ—ド線 

規定抵抗値 
テス夕レンジ 

位 置 

1端子 3端子 90~ii0n n xio 

ー ス 广 テ ス 夕 
黒リード線 

—_ 、一 ル テスタレン 

ジ 位 置 K N 赤リ—ド線 

テ ス 夕 
黒リード線 

ニュートラル 
以 外 

テスタレン 

ジ 位 置 

[6@i 空 色 車体ア一ス 導通あり 導通なし n x 

赤 赤 
白 白 

O F F 
R U N o 

• 赤 / 白 £ 赤 / 白
:

1 ) 

• せ I? ^ 

点 火 、 始 動 系 統 » 

1 4 0 , I 
1 6 0 : 、 

JSDjsJ/j. 

AlicFat
Sticky Note
Причина проверить выключатель остановки двигателя 􀀀
1. Отсоедините следующих частей.
Кабра • выключения двигателя
2. После осмотра.
• Остановка двигателя переключатель для непрерывности
"② красный / белый ① и белый / красный" для проверки терминалов.
"Проверить переключатель" относятся к этому пункту.
Проведение дефектов - замена
Осмотрите стартера раз 􀀀
1. Отсоедините следующих частей.
• Включить зарегистрировать один вечер Кабра
2. После осмотра.
• Один весенний вечер на коммутатору через кластер
"② ① черно-белый / синий" для проверки терминалов.
"Проверить переключатель" относятся к этому пункту.
Проведение дефектов - замена
Стоит проверить переключатели • 􀀀 􀀀 Новые Бок
1 • Главный выключатель "ON", чтобы.
2 • изменения в нейтральное положение.
3. После осмотра.
• Постоянный свет нейтральным ①
Нет света - замена лампы или нейтральный
Нейтральная инспекции коммутатор
4. Отсоедините следующих частей.
• нейтральные вечером разъем переключателя
5. После осмотра.
Центральный переключатель проводимости



電装� 目� 点火、始動系統�

3.以下の点検をする。 

•リレ一接点 

テ ス タ 

赤り -ド線 

テ ス タ 

黒リ—ド線 

ノ S 、ッテワ 

联 奸 

ノぐンテリ 

㊀ 軒 

導通の 

有 無 

テスタレンジ 

位 置 K N 
テ ス タ 

赤り -ド線 

テ ス タ 

黒リ—ド線 

ノ S 、ッテワ 

联 奸 

ノぐンテリ 

㊀ 軒 

導通の 

有 無 

テスタレンジ 

位 置 

3端子 4端子 3端子 1端子 有 nx 1 

導通なし—父換 

回クラッチスイッチの点検�

1.以下の部品を切離す。 

•クラッチスイッチカブラ 

2.以下の点検をする。 

•クラッチスイッチの導通 

「黒/黄①と黒/白②」端子間を点検する( 

「スイッチ点検」の項目を参照のこと 

導通不良—交換 

mサイドスタンドスイッチの点検�

1.以下の部品を切離す。 

•サイドス夕ンドスイッチコネクタ 

2.以下の点検をする。 

•サイドス夕ンドスイッチの導通 

「黒/白①と黒②」端子間を点検する。 

「スイッチ点検」の項目を参照のこと。 

導通不良—交換 

[•スパークプラグ点検�

1.以下の点検をする。 

• 電 極 ① 

摩耗、損傷—交換 

• 絶 縁 碍 子 ② 

焼け具合不良—交換 

2.以下の測定をする。 

•プラグギャップ© 
ワイヤゲージまたはフィラゲージを使用す 

る。（P 3-24参照） 

6-13�



点火、始動系統 電装� 目�

_スパークブラグキヤツプ点検�

1.以下の部品を取外す。 

•スパークプラグキヤップ 

一意丨�
•ハイテンションコードからプラグキヤッ 

プを引っ張って取外さないこと。 

_取外すとき—反時計方向に廻す。① 

•組付けるとき—時計方向に廻す。② 2.以下の点検をする。 

•スパ一クブラブキャップ抵抗値 

スパ一クプラグキャップ抵抗値 

9 〜 l i K n 

規定値以外—交換 

要 点 I ス パ ー ク プ ラ グ キ ャ ッ プ 組 付 け 時 、 

ハイテンションコードを点検する。 

ハイテンションコードの先端を約5腿切断 

して組付ける。 

3.以下の点検をする。 

• 火 花 点 検 

プラグキヤップとスパークプラグの間にスパ 

—クテスタ（ヤマハ推奨品）①を接続し、セル 

スイッチを押したとき、6 mm以上火花が飛べ 

ば良好である。 

•イグニッシヨンコイル点検�

1.以下の点検をする。 

• 1 次 コ イ ル 抵 抗 値 

テス夕 

赤リ—ド線 

テ ス 夕 

黒リ—ド線 

テ ス 夕 レ ン ジ 

位置 
テス夕 

赤リ—ド線 

テ ス 夕 

黒リ—ド線 
規定抵抗値 

テ ス 夕 レ ン ジ 

位置 

橙端子 赤/白端子 3.4〜4.61) n x :i 

規定値以外—交換 

2.以下の点検をするc 

• 2次コイル抵抗値 

テス夕 

赤リード線 
テス夕 

黒リード線 
規定抵抗値 

テス夕レンジ 

位置 

テス夕 

赤リード線 
テス夕 

黒リード線 
規定抵抗値 

テス夕レンジ 

位置 
ハイテンシヨン 

コード 
橙端子 10.4~15.6Kn n x i K 

E 
規定値以外—交換 
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電装� 目� 点火、始動系統 

r 〇 / メ 

0 -
w 緑ビ 

A 

3.以下の測定をする。 

• 火 花 性 能 

コイルテス夕①を使用するc 

>@4 

火花性能 

6mm以上 

規定値以下、火切れ、飛ばない—交換 

回ピックアップコイル点検�

1.以下の部品を切離す。 

•ピックアップコイルカプラ、コネクタ 

2.以下の点検をする。 

• ピ ッ ク ア ッ プ コ イ ル 抵 抗 値 

A 

テス夕 

赤リ—ド線 

テ ス 夕 

黒リ一ド線 
規定抵抗値 

テ ス 夕 レ ン ジ 

位置 

青/黄① 緑/白② 184 〜276Q n xioo 

規定値以外—交換 

0ワイヤハーネス点検�

1.以下の点検をする。 

•カブラ、コネクタの接続部 

外れ、がた—修正 

汚れ、サビ—清掃 

•断線—修正または交換 

®イグナイタユニッ卜点検�

M イ グ ナ イ タ ユ ニ ッ ト に 直 接 バ ッ テ リ 

を接続しないこと。接続するとイグナイタ 

ユニットが破損します。 

1.以下の点検をする。 

•カブラ、コネクタの接続状態 

カ ブ ラ 、 コ ネ ク タ を 2 〜 3 回 抜 き 、 差 し を し 

て組付ける。 

2.以下の点検をする。 

• 囚 〜 E ま で の 点 検 で 異 状 が な い 場 合 、 イ グ ナ 

イタユニットを新品と交換して点検する。 
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充電系統結線図� 電装�m 
充電系統結線図�

名称はP 7-1参照 



電装� 目� 充電系統 

トラブルシューティング�

バッテリが充電されない�

点検手順 

1.ヒューズ 

2ンバッテリ 

3.充電電圧 

4.コイル抵抗値 

5.ワイヤノヽーネス 

(充電系統回路） 

要 点�

*点検の前に以下の部品を取外す。�

1.シート 

2.サイドカバー左 

鬱このトラブルシューティングでは以下の特殊工具を使用するc�

エ ン ジ ン 夕 コ メ ー 夕 

90890—03113 

ボケットテス夕 

90890—03112 

1.ヒ ズ 

春ヒューズを取外す0 

• ポ ケ ッ ト テ ス 夕 （ テ ス 夕 レ ン ジ D X 1 ) を 

ヒューズに接続する。 

春ヒューズの導通有無を点検する。 

導通あり 

2•ノぐソテリ 

• ノハソテリの状態を点検する0 

第3章「バッテリ点検」の項目を参照 

正常 

規定値以外 

バッテリ補充電または交換 

！i 
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i 
3 . 充 電 電 圧 

• エ ン ジ ン 夕 コ メ ー 夕 を ハ イ テ ン シ ョ ン コ 

一 ド に 接 続 す る 。 

し ポ ケ ッ ト テ ス 夕 （ テ ス 夕 レ ン ジ D C 2 0 V ) を 

ノハソテリに接続する。 

テ ス 夕 ㊉ リ 一 ド 線 — バ ッ テ リ ㊉ 端 子 ① 

テ ス 夕 ㊀ リ ー ド 線 — バ ッ テ リ ㊀ 端 子 ② 

_ エ ン ジ ン を 始 動 し て 、 3 0 0 0 r p m 時 の 電 圧 

を 測 定 す る 。 

規 定 充 電 電 圧 

1 4 . 3 〜 1 5 . 3 V / 3 0 0 0 r p m 

規 定 値 以 外 

4 . 充 電 コ イ ル 抵 抗 値 

• A . C マ グ ネ ト カ プ ラ を ワ イ ヤ ハ 一 ネ ス か 

ら 切 離 す る 。 

し ポ ケ ッ ト テ ス 夕 （ テ ス 夕 レ ン ジ Q X 1 ) を 

ス テ 一 夕 コ イ ル リ ー ド 線 端 子 に 接 続 す る c 

テ ス 夕 ㊉ リ 一 ド 線 — 白 端 子 

テ ス 夕 ㊀ リ ー ド 線 — 白 端 子 

TO// 

ハ 

ス テ 一 夕 コ イ ル 規 定 抵 抗 値 

0. 5 2 〜 0 . 7 8 n 

万 
正 常 

充電系統 電装� 目�

要 占 バ ッ テ リ は 完 全 充 電 状 態 （ 1 2 . 0 -

1 4 . 0 V ) の も の を 使 用 し て 行 う こ と 。 

規 定 充 電 電 圧 

ノぐソテリ交換 

規 定 値 以 外 

ス テ 一 夕 コ イ ル 交 換 
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電装�M 充電系統�
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信号系統結線図� 電装� 目�

信号系統結線図�
名 称 は P 7 - 1 参 照 

6-20�



電装I�• I信号系統�

トラブルシューティング�

•フラツシヤランプ、テール/ストップランプが点灯しない。 

•ホーンが鳴らない。�

点検手順 

1 . ヒ ュ ー ズ 

2•ノぐソテリ 

3 • メ イ ン ス イ ッ チ 

4.ワイヤハーネス（信号系統回路) 

要 点�

*点検の前に以下の部品を取外す。�

1 ) シ ー ト 

2 ) へ ッ ド ラ イ ト ユ ニ ッ ト 

•このトラブルシューテイングでは以下の特殊工具を使用する�

ポ ケ ッ 卜 テ ス 夕 

90890—03112 

1.ヒューズ 導通不艮 

⑩ヒューズを取外す。 

• ポ ケ ッ ト テ ス 夕 （ テ ス 夕 レ ン ジ D X 1 ) を 

ヒューズに接続する。 

春導通の有無を点検する。 

一 J 導 通 あ り 

2. ノぐソテリ 

春ノぐソテリの状態を点検する。 

一 第 3 章 「 バ ッ テ リ 点 検 」 の 項 目 参 照 — 

J L正常 

ヒューズ交換 

規定値以外 

ノぐソテリ補充電または交換 
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信号系統� 電装� M 
A 

3. メ イ ン ス イ ッ チ 

拳 メ イ ン ス イ ッ チ カ プ ラ 、 コ ネ ク タ を ワ イ 

ヤハーネスから切離す。 

• ス イ ツ チ の 「 赤 ① と ^ ® 」 

第7章「スイッチ点検」の項目を参照 

導通あり 

X Z 
4 . ワ イ ヤ ハ ー ネ ス 

導通不良 

メ イ ン ス イ ッ チ 交 換 

接続不良、断線 

イ言号系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。 

信号系統回路結線図参照 修正または交換 
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電装 目� 伝巧系統 

信号系統点検�

1.ホーンが鳴らない�

1.ホーンスイッチ 

• ホ ー ン 端 子 よ り 桃 リ — ド 線 を 切 離 す 。 

•へッドライトユニットを取タトす。 

書スイッチの「t兆①と黒②」端子間の導通 

を点検する。 

第 7 章 「 ス イ ッ チ 点 検 」 の 項 目 を 参 照 

\ 桃 黒 

ON o o 

2 
黄 

k

桃イ ノ綠 

&布水 黒 茶/白 

X 茶 濃茶] 

導通あり 

2.電圧 

春ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

ホーンリード線に接続する。 

テス夕©リ 

テス夕©リ 

ド糸泉兆リード糸泉① 

ド線—車体アース② 

@r 
© + 

メインスイッチを"ON"にする。 

ホーン桃リード線の電圧（12V)を測定す 

るo 

¥ 電圧（12V)でる。 

導通不良 

ハンドルスイッチ（左）交換 

電圧（12V)が発生しない 

信号系統回路の導通を点検する c 
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• メインスイッチを〃ON〃にする。 

⑩ホーン端子の桃リード線を取外す。 

• ジ ャ ン パ リ 一 ド 線 ① を 桃 端 子 に 接 続 し 、 

ジャンノ、。リ一ド線をアースする。 

3.ホーン 

ホーンカ邛.るC 

ホーンが鳴らない 

電圧（12V)が発生しない 

電圧（12V)でるc 

ホーン交換 

ホーン正常 

4.電圧 

春ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

ホーンの茶端子に接続する。 

テ ス タ ㊉ リ ー ド 線 — 茶 端 子 ① 

テス夕㊀リード線—車体アース② 

拳メインスイッチを〃ON〃にする。 

參ホーン茶端子の電圧（12V)を測定する。 

信 号 系 統 S 

①ー 
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參アジャストスクリユ④を左右に回し、規 

定電流値で音量が最大になるように調整する。 

規定電流値 

2. 5A 

3
 

S
 1

6
 

テスタ㊉リード線—バッテリ㊉端子① 

テスタ㊀リ一ド線—ホーン桃端子② 

バッテリ㊀端子—ホ一ン茶端子③ 

® ポ ケ ッ 卜 テ ス 夕 （ レ ン ジ D C 5 A ) ノぐンテリ 

をそれぞれ接続する。 

5.ホーン調整 

4�

音色不良、音量不足、不鳴 

2.ストップランプが点灯しない。�

1.バルブとバルブソケット 

•バルブとバルブソケッ卜の導通の有無を 

点検する。 

第 7 章 「 バ ル ブ 点 検 」 の 項 目 を 参 照 

万 導通あり 

2 . ス ト ッ プ ス イ ッ チ 

ストツプスイツチカブラをワイヤハ一ネ 

スから切離す。 

>スイッチの「茶①と緑/黄②」端子間導 

通を点検する。 

第 7 章 「 ス イ ッ チ 点 検 」 の 項 目 を 参 照 

② 
① 茶 

① 今 茶 一 
②[1]"緑/黄-

フロン 

リヤ 

導 通 不 f t 

ベルブまたはバルブソケット交換 

導 通 不 f t 

ストップスイッチ交換 

^ ^ S 信 号 系 統�

(?) 〇
+
〇
 

©
 

匀
�一？
�

② 

①
 

A
n
w
r
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* 

3.電圧 

©ボケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

_ バ ル ブ ソ ケ ッ ト カ プ ラ 端 子 に 接 続 す る 。 

テス夕㊉リ一ド線—黄端子① 

テス夕㊀リ一ド線—黒端子② 

1DC20V1 \ ® 

1 ��

• メインスイッチを〃ON〃にする。 

⑩ フ ロ ン ト ま た は リ ヤ ブ レ ー キ ペ ダ ル を 握 

るか踏むかする。 

• バ ル ブ ソ ケ ッ ト 黄 リ — ド 線 の 電 圧 

_ (12V)を測定する。 • 

JL電圧（12V)でる。 

信号系統回路結線異状なし 

信号系統電装M 

電圧（12V)が発生しない。 

4.ワイヤハ一不ス 

• 信 号 系 統 回 路 の 接 続 部 、 断 線 の 有 無 を 点 

検する。 

信号系統回路結線図参照 

黄

黒

青

九
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電装� m 信号系統 

3.フラッシヤランプが点減しない�

1.ノりレブとバルブソケット 

• バ ル ブ と バ ル ブ ソ ケ ッ ト の 導 通 の 有 無 を 

点検する。 

第 7 章 「 バ ル ブ 点 検 」 の 項 目 を 参 照 

導通あり 

2 • フ ラ ッ シ ヤス イ ッ チ 

參ノ、ンドルスイッチ左カフ。ラをワイヤノ、一 

ネスから切離す。 

•ヵブラの「茶/白①と濃^®」、「茶/白① 

と濃緑③」端子間の導通を点検する。 

第8章「スイッチ点検」の項目を参照 

a 

濃“S 
黄 

o 

o 〇 

桃 
黒 

緑 
茶/白 如�
涙茶 M D 

導通あり 

導通不良 

バ ル ブ ま た は バ ル ブ ソ ケ ッ ト 交 換 

導通不良 

ハンドルスイッチ（左）交換 

3 • ハ ザ 一 ド ス イ ッ チ 

® ノ、ンドルスイッチ左カフ。ラをワイヤハ一 

ネスより切離す。 

• ヵ ブ ラ の 「 茶 / 白 ① と 濃 ^ @ 」 、 「 茶 / 白 

①と濃緑③」端子間の導通を点検する。 

第7章「スイッチ点検」の項目を参照。 

ハ ン ド ル ス イ ッ チ （ 左 ） 交 換 

氺�
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信 号 系 統 邑�

4 . 電 圧 

•ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

フラッシャリレ一に接続する。 

テス夕㊉リ—ド線—茶端子① 

テ ス 夕 © リ 一 ド 線 — 車 体 ア ー ス ② 

• メインスイッチを〃ON〃にする。 

•フラッシャリレ一茶端子の電圧（12V)を 

一測定する。 

電圧（12V)でる。 

5 . 電 圧 

•ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

フラッシャリレ一に接続する。 

テス夕㊉リ一ド線—茶/白端子① 

テス夕㊀リード線—車体ア一ス② 

眷メインスイッチを〃ON〃にする。 

• フ ラ ッ シ ャ ス イ ッ チ を 左 ま た は 右 に す る 。 

鲁フラッシャリレ一茶/白端子の電圧（12V) 

一を測定する。 

」^電圧（12V)でる。 
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6 . 電 圧 

•ポケットテス夕（テス夕レンジDC20V)を 

フラッシャランプリ一ド線コネク夕に接 

ホ冗デる。 

フラッシャランプ（左） 

テス夕㊉リード線—濃茶リ-- ド 線 ① 

テス夕㊀リード線—車体ア--ス 

フラッシャランプ（右） 

テス夕㊉リード線—濃緑リ-- ド 線 ② 

テス夕㊀リード線—車体ア-- ス ③ 

參メインスイッチを〃ON〃にする。 

• フ ラ ッ シ ャ ス イ ッ チ を 左 ま た は 右 に す る 。 

參フラッシャランプリ一ド線の「濃茶」、 

「濃緑」の電圧（12V)を測定する。_ 

電 圧 U 2 V ) で る 。 

信 号 系 統 回 路 結 線 異 常 な し 

電圧（12V)が発生しない 

7.ワイヤノ、—不ス 

イ言号系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。 

信号系統回路結線図参照 

電装� m 信号系統 
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照明系統結線図 電装 目 

照 明 系 統 結 線 図�

名 称 は P 7 - 1 参 照 
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電 装 目 照 明 系 統�

トラブルシューティング�

ヘッドライ卜、テ一ルランプ、メータランプが点灯しない。�

点検手順 

1•バルブとバルブソケット 

2.充電コイル抵抗値 

3•デイマスイッチ 

4•ワイヤハーネス（照明系統回路) 

要 点�

春点検の前に以下の部品を取外す。�

1)シート�

2)ヘッドライトユニット 

鲁このトラブルシューテイングでは以下の特殊工具を使用する。�

給� ホケッ I 、テス夕 

『 
9 0 8 9 0 - - 0 3 1 1 2 

1.バルブとバルブソケット 

•バルブとバルブソケットの導通の有無を 

点検する。 

第7章「バルブ点検」の項目を参照 

導通あり 

正常 

氺 

導通不良 

バルブまたはバルブソケット交換 

規定値以外 

2.充電コイル抵抗値（P 7-18参照） 

ステ一夕コイル交換 

6-31�



照明系統 電装� 目 
-X-

3 . デ イ マ ス イ ッ チ 

• ハ ン ド ル ス イ ッ チ （ 左 ） カ プ ラ を ワ イ ヤ ハ 

一ネスから切離す。 

•スイッチの「茶①と黄②」、「茶①と緑 

③」端子間導通を点検する。 

第7章「スイッチ点検」の項目を参照 

\ 黄 茶 緑 

Hi O 〇 

Lo a 〇 

吹�\ Tr 71 ノ 

黄 桃 緑 
>辰芾求 黒 茶/白 

X 茶 濃茶 

導通あり 

4 . ワ イ ヤノ 、 一 ネ ス 

し照明系統回路の接続部、断線の有無を点 

検する。 

月？、明系統回路結線図参照 

正常 

導通不良 

ハンドルスイッチ（左）交換 

接続不良、断線 

修正または交換 

レ ク チ フ ァ イ ヤ . レ ギ ュ レ 一 夕 交 換 
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トラブル 

シューティング 

第8章 
一 テ イ ン グ 

•
麗
園
i
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トラブル 

シューティング • 卜ラブプレシュ一テイング�

ここに列記しているトラブルシューテイングは、全ての原因を記載したものではありません。 

トラブルの早見表として御使用ください。点検、調整、交換等はマニュアル本文を参照してください 

始動不良•始動困難�

燃料9 

キャブレ夕-

-フュエル夕 ン ク -

-フュ エルコ ック-

L-エアクリーナ-

点 火 系 — — ^ ス パ ー ク プ ラ ダ -

-イ グニッシヨンコイル-

ーイ グナイ夕系_ 

匕スイッチ、配線-

ガソリン無し 

フュエルタンクキヤップ空気孔のつまり 

ガソリン水入り、異物混入、変質 

フュエルホースのつまり 

フュエルコックのつまり 

負圧パイプの破損、はずれ 

ガソリン水入り、異物混入、変質 

エアの吸込み 

パイロットスクリュ調整不良 

パイロットジェットのつまり 

スター夕ジェットのつまり 

スター夕プランジヤの作動不良 

フュエルレベルの調整不良 

エア通路のつまり 

目づまり 

プラグギャ 

電極の摩耗 

汚れ、プリ 

熱価の不適 

プラグキャ 

1 次 、 2 次 

ハイテンシ 

本体の破損 

イグナイ夕 

ピックァッ 

マグネトゥ 

メインスイ 

エンジンス 

ワイヤハー 

コネクタ、 

ップの不適 

ツン 

ッフ不良 

コイルの断線 

ヨンコードの不良 

ユニットの不良 

プコイルの不良 

ッドラフキー折損 

ッチの不良 

トップスイッチの不良 

ネスの断線 

カブラ、接続不良 

6-1�



圧縮系-

トラブルシューテイング�
トラブル o 
シューティング 

# 
• 

シリンダへッド 

_シリンダ 

ビストン 

•ビストンリング 

し バ ル プ -

アイ�ドリング不調�

スパークプラグの不締り 

シリンダへッドの不締り 

シリンダへッドガスケットの破損 

シリンダガスケットの破損 

シリンダの摩耗、損傷、焼付 

ビストンの摩耗 

ピストンリングの摩耗、折損 

ピストンリング膠着 

ビストンの'焼付、損、傷 

バルブクリアランス調整不良 

バルブとシートの当り不良 

バルブタイミングの狂い 

バルブの焼付き 

ア イ ド リ ン グ 不 調 ^ " キ ャ ブ レ 夕 

—-エアクリーナ 

^ "始動不良、始動困難の項目を参照 

パイロットジェットのゆるみ、つまり 

パイロットエアジェットのつまり 

パイロットスクリュ調整不良 

アイドリング調整不良 

(スロットルストップスクリュ） 

各通路のつまり 

スター夕プランジャの戻り不良 

スロットルケーブル調整不良 

才ーノベ、一フロー 

目づまり 

中咼速不調�

中咼速不調- -始動不良、 始動困難の項目を参照 

- -キャブレ夕 

-エアクリ一ナ-

ジェ ットニー ドルクリップ段数不適 

ダイヤフラムAss'yの作動不良 

フュエルレベルの調整不良 

メインノズルのつまり 

メインジェットのつまり、ゆるみ 

各通路のつまり 

目づまり 

7-2�



トラブル o 
シューティング • トラブルシュ�—テイング�

才一ノマーヒート-

-圧縮系-

- - ェ ンジンオイル-

プレー キ 

スパークブラグギャップの不適 

スパークプラグ熱価の不適 

イグナイ夕ユニッ卜の不良 

キャブレ夕セッティング不適 

フュエルレベルの調整不良 

エアクリ一ナのつまり 

燃料室に力—ボンの推積 

バルブタイミングの狂い 

バルブクリアランス調整不良 

オイル：1:の不適 

オイル粘度の不適 

オイルの劣化 

オイル通路のつまり 

ブレーキのひきずり 

速度が出ない、力がない�

速度が出ない、力がない 

a 
8-3�

卜燃料系-

一圧縮系-

-点火 
-71 
ホ 

— _ ク フ ッ ナ 

ーェンジンオイル-

し ブレー キ-

スパーク プラグの汚れ 

スパークプラグの熱価の不適 

イグナイ夕ユニットの不良 

ピックアップコイルの不良 

ガソリンタンクキャップ空気孔のつまり 

エアクリ一ナのつまり 

キャブレ夕各通路、ジェットのつまり 

フュエルレベルの調整不良 

シリンダの摩耗 

ピストンリングの摩耗、膠着 

シリンダへッドガスケットの破損 

シリンダガスケットの破損 

燃焼室に力—ボンの推積 

バルブクリアランス調整不良 

バルブとシートの当り不良 

バルブタイミングの狂い 

クラッチ不良の項目を参照 

オイル量の不適(過多過少） 

オイル粘度不適 

オイルの劣化 

オイル通路のつまり 

ブレーキのひきずり 



トラブルシューテイング�

クラッチ不良�

トラブル o 
シューティング 

m • 

クラッチ滑り- -グ フッチ-

ェン ジン オイ ル-

切れ不良- -グ フツナー 

- エ ン ジ ン オ イ ル -

プ ッ シ ュ ロ ッ ド 1 の 調 整 不 良 

フリクションプレートの摩耗、焼け 

クラッチプレートの摩耗、歪み 

クラッチスプリングのへたり 

クラッチケーブル調整不良 

オイル量不適(少ない） 

オイル粘度不適（やわらかい） 

クラッチケーブル調整不良 

プ ッ シ ュ ロ ッ ド 1 の 調 整 不 良 

プ ッ シ ュ ロ ッ ド 2 の 曲 り 

フリクションプレートのふやけ 

クラッチプレートの歪み 

クラッチボス、クラッチハウジングの段付摩耗 

オイル量の不適（多い） 

オイル粘度不適(硬い） 

変速不良�

チェンジが入らない 

シフトペダルが —シ フ トシ 

動力、ない ート — ンョ 

ン フ 卜力 

ン フ トフ 

-クラッチ不良項目の切れ不良を参照 

曲り 

折損 

~ ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン -

チェンジの抜け 
「トー 

ションスプリング 

(飛び越し） —スト ツノマレノく 

一シフ トレノS、 

シフ トカム 

シフ トフオーク 

一トラ ンスミッション 

シフトカム溝の損傷 

シフトフオークの'焼付 

シフトフオークガイドバーの曲り 

異物のかみ込み 

トランスミッションの焼付 

異物のかみ込み 

折損 

ローラ作動不良 

作動不良 

シフトカム溝の摩耗 

シフトフオークの摩耗 

ドック部の摩耗 

7-4�
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トラブル o 
シューティング • 卜ラブノレシューティング�

ブレーキ不良�

効き不良 r - • 

一フロントフオーク不良�

オイル漏れ 

作動不良_ 

ブレ一キノ、。ッドの摩耗 

ブレーキディスクの摩耗 

ブレーキフルードエア混入 

ブレーキ丨夜漏れ 

マスタシリンダキットの不良 

キヤリノ、。シールキッ卜の不良 

ユニ才ンボルトの不糸帝り 

ブレーキホ一スの破損 

ブレ一キノ、。ッドにオイル、グリースの付着 

ブレーキディスクに才イル、グリースの付着 

インナチューブの曲り、損傷、錡 

アウ夕チューブの損傷 

オイルシールの損傷 

ヘキサゴンボルトのゆるみ 

キャップボルト〇リングの損傷 

ドレンボルトガスケットの損傷 

インナチューブの曲り 

アウ夕チューブの変形 

フォークスプリングのへたり 

シリンダコンプリ一トの曲り 

フォークオイルの粘度、量の不適 



操縦安定性不良�

— 1 、 “ 、 
フフゾレン イング 

トラフル 

シューティング 

ハ ン ド ル 

ステアリング、-

フ ロ ン ト フ ォ ー ク -

ホイ一ル-

フレーム-

リヤアーム-

リ ヤ クッシ ョ ン-

ドライブチェン-

ハンドル締付ボルトのゆるみ 

ステアリングナットのゆるみまたは締すぎ 

アンダブラケットの曲り 

ボール、ボールレースの損傷 

スプリングのへたり 

オイル量の左右不一致 

フ ロ ン ト フ オ 一 ク の 曲 り 

ホイールの振れ 

リムの変形 

タイヤの偏摩耗 

空気圧の不適 

ベアリングのがた 

ホイールアクスルの曲り、ゆるみ 

ねじれ 

へッドパイプ部ボ一ルレ一スの損傷 

ボールレースの組付不良 

ブッシュ、カラーの摩耗 

リヤアームの曲り 

曲り 

オイル漏れ 

調整不良（チエンラインの狂い） 

信号、照明系統不良�

へ、、Jドライトカ郊音い-

へ ッ ド球が切れる 

ノマルブの不適（規定外のノ《ルブ） 

電装品アクセサリ取付過多 

充電コイルの不良 

レクチファイヤレギュレ夕の不良 

バッテリの不良 

カブラ、コネクタ、ワイヤハーネスの接続不良 

アース不良 

スイッチの接触不良（メイン、ライトスイッチ） 

バルブの寿命 

ノマルブの不適（規定外のノ《ルブ） 

バッテリの不良 

レクチファイヤ、レギュレ夕の不良 

アース不良 

スイッチの不良（メイン、ライトスイッチ） 

バルブの寿命 

8-6�



トラブル r\ 

シューティング % ドラブフレシューテイング�

ホーン不鳴-

フラッシャランプつ力、ない 

フラッシャランプつき放し-

フラッシャの点滅が遅い 

フラッシャの点滅が早い 

バッテリの不良 

ヒューズ切れ 

スイッチの不良（メイン、ホーンスイッチ） 

ホーン調整不良 

ホーンの不良（コイル断線、接点の損傷） 

ワイヤハーネスの断線 

アース不良 

ヒューズ切れ 

ノマッテリ上り 

フラッシャスイッチ不良 

フラッシャリレーの不良 

ワイヤハーネス断線、力ブラ接触不良 

バルブ切れ 

フラッシャリレーの不良 

バッテリ容量不足（上りぎみ） 

バルブ切れ(前後どちらか） 

フラッシャリレーの不良 

バッテリ容量不足しhりぎみ） 

ノつレブの不適（規定外ノつレブ） 

ス イ ッ チ の 不 良 （ メ イ ン 、 フ ラ ッ シ ャ ス イ ッ チ ） 

ノマルブの不適（規定外ノマルブ） 

フラッシャリレーの不良 

セル廻らず�

スターテイングモー夕カレ 

回転しない 

ーヒュ 

一スイ 

-ノぐソテリ-

ー ズ-

ツテ-

- - 配 線 -

スターテイング 

モー夕 

L - ェ ン ジ ン -

ノマツテリ上り 

バッテリの不良 

切れ、接触不良 

メインスイッチ不良 

クラッチスイッチ不良 

ニュートラルスイッチ不良 

ス夕一夕スイッチ不良 

ス タ ー 夕 サ ー キ ッ ト オ フ リ レ ー 不 良 

サイドス夕ンドスイッチ不良 

スタータリレー不良 

バッテリ夕一ミナルのゆるみ 

コネクタ、カブラの接続不良 

アース不良 

ワイヤハーネスの断線 

ブラシの摩耗 

コンミュテ一夕の不良 

アマチュアコイルの断線 

ス夕一夕クラッチの不良 

ェンジン焼付 
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